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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　この世界には、昼と夜の狭はざ間まを生きるものたちが、人知れず暮らしている。

　人間たちよりずっと少なく、人間たちより長命で、人間たちにはない様々な力を持つ。

　昼と夜の狭間。黄昏たそがれに棲すむ血族クラーン。

　彼らが存在していることを、ほとんどの人間たちは、知らない。

　人間によく似た姿で、人間たちの中にとけこみながら生きる彼らを、人間たちは物語の中の生きものと考え、あくまでも空想の存在と認にん識しきしている。

　しかし実際は、彼らは人間たちを『隣人ナハバール』と呼び、ひそかに共存しているのだ。




　人間たちから『モンスター』と呼ばれる彼らには、鉄則がある。




　血族クラーンは、いかなることがあっても隣人ナハバールに危害を加えてはならない。




　もし、隣人ナハバールが血族クラーンに危害を加えてくることあらば、速すみやかにそれを退け、すべての痕こん跡せきを消してそこから去れ。




　そして、隣人ナハバールに害をなす血族クラーンは、異端者ケツツアーとみなして、狩かれ。
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　　◇　◇　◇




　いつもいつもそばにいた手が、離はなれていく。

　泣きながらその手に縋すがりついた。




　──いかないで。いっちゃ、やだ




　振ふり返った黒い瞳ひとみが、困ったように見つめてきた。

　最後にぎゅっと抱だきしめられて、耳の近くで呟つぶやいた声が聞こえた。




　──なにがあってもぜったいに、おまえをまもるから




　　◇　◇　◇




　小石が落ちてきた音が、いやに大きく響ひびいた。

　はっと目を開ける。

　少しの間、寒さのせいで気を失っていたらしい。

　頭を振って意識をはっきりさせる。どれくらいの時間が経たったのか。

　手の届かない高い位置にあるいびつな形の穴から、ぼんやりとした月つき影かげが落ちてくる。光の傾かたむき加減から察するに、それほど長い時間ではなかったようだ。

　ほっとすると同時に、ふつふつと怒いかりがこみ上げてきた。

「……っの…っ！」

　苛いら立だちに任せて、ごつごつとした岩いわ壁かべをブーツの爪つま先さきで蹴けり上げる。これで崩くずれてくれたら話は早いのだが、頑がん強きような岩壁はびくともしない。

　何かなかったか。なんでもいい、武器になるようなもの。

　両手にはめられた枷かせは天てん井じようから下がっている。手て袋ぶくろをはめているので、枷が肌はだにじかに当たらないのが救いだ。でないと、底冷えのするこの季節、凍とう傷しようを起こす。

　もっとも、このままここにいれば、一夜明けた頃ころには凍死体がひとつできあがっている。

　両手首を拘こう束そくする枷を睨にらんで、彼女は深呼吸をした。

「……ええと、関節をはずすのは…」

　話を聞いたことがあるだけで、実じつ践せんは初めてだ。結構かなり痛いという話だった。痛いのは嫌いやだが、死ぬよりはましだろう。

「よ…っ…」

　しばらくたって、ごきっという妙みような音が響いた。

「…っ！」

　歯を食いしばりながら両手を枷から引き抜ぬいて、彼女はそのまま腰こしを落とした。

「……い…っ」

　痛い、という言葉を喉のどの奥に呑のみ込む。悠ゆう長ちように痛がっている時間はない。

　教わったとおりに関節を戻もどす。これもまた相当痛い。

　なんとか動くようになった手首をさすりながら息をつき、にじんだ涙なみだをぬぐう。

　右手がうまく動かない。無理に関節をはずしたせいで、筋を痛めたか。寒くて体が強こわ張ばっているから、思っているより動きが鈍にぶいのかもしれない。

「ったく、こんなところに閉じ込めてくれて……！」

　怒りをこめて唸うなり、左手で腰こしのポケットを探さぐりながら、右手の革かわ手袋の先を口でくわえてはずす。

　あった。

　万が一のときのためにと、持たされていた金属のケース。開けると、ハーブのきつい香かおりが鼻び腔こうを刺さした。

　そのときは必要ないと言い張って置いて行こうとしたのだが、いいから持って行きなさいと半ば強制的にポケットに入れられた。軽いものだし小さくてかさばらないからまぁいいかと従ったのだが、いやはや、ここで役に立つとは。

　痛む箇か所しよに塗ぬると、すっとした清すが々すがしい香りに似合うひんやりとした感覚が肌の奥に染しみ込んでいく。さすがに良く効く。

「感謝しなくちゃ。さて」

　いびつな形に落ちる月光は、座り込んだ彼女の頭部にかかって、そこだけ黒い半円になっている。

　闇やみの中できらりと光る瞳は透すき通ったブラウン。月影を弾はじく髪かみは栗くり色いろなのだが、夜闇に染まっていまは黒に近く見える。髪をまとめていたピンを抜くと、背の半ばまで届く髪がばさりと落ちた。ずっとまとめていたので少しくせがついている。

「やだなぁ」

　本気で嫌そうに呟きながら立ち上がった。

　すみに放ほうられていたケープを拾って埃ほこりを払はらう。ハイネックでボディラインにフィットしたセーターとパンツは闇にとける黒。ケープも同色だ。

　右みぎ腕うでの付け根に近い場所でケープを留めるブローチは銀。繊せん細さいで複雑な彫ちよう刻こくが施ほどこされている。それと同じ紋もん様ようが、ケープの背に当たる部分に銀糸で刺し繡しゆうされていた。

「よかった、壊こわれてない」

　ブローチの細工や金具を確かめてほっと息をつく。拘束される際に邪じや魔まだからと無理やり剝はぎ取られたのだ。

　これは借り物だ。今回だけ特別に貸たい与よされた。自分の装しよう束ぞくは、無事に帰れたら与あたえられる。たぶん。

「……別に、ほしくなんかないわよ」

　でも、それが自分の存在を周囲に認めさせるために必要なものであるなら、やはり勝ち取らなければならないだろう。

　何よりも、まるでいない者のように自分を扱あつかってきた奴やつらを見返してやるチャンスだ。

　手首の痛みはだいぶ治まった。試ためしに動かしてみるが、不自由はない。

　ピンを口にくわえてケープをまとい、肩かたの後ろに捌さばく。

　険のある端たん整せいな横顔が月影を掠かすめた。

　鍵かぎは単純だ。この城じよう砦さいが建てられたのは数百年前で、こんなところまで手を加えてはいないはず。こういった場所の地下構造は大たい概がい似たような造りだ。

　鍵穴にピンをさして耳をそばだて、慎しん重ちように動かす。

　こんな姿を見たら、母は嘆なげくだろうか。

「……嘆かないわね、きっと」

　どころか、面おも白しろがって、やつらの鼻を明かすために全面的に協力してくれるに違ちがいない。

　ピンを動かしながら、明るい声が耳の奥に甦よみがえる。

　──いい？　咲さく夜や。誰だれに何を言われたっていいのよ。私があなたを丸ごと愛してるんだから

「……よし」

　金属の動く音がした。開かい錠じよう成功だ。

　念のため気配を探る。近くに動くものはいない。たぶん。

　中ちゆう腰ごしでいつでも動けるように体勢を整えながら木製の扉とびらをそっと開け、暗い通路が無人であることを確かく認にんする。

　音を立てないように後ろ手に扉を閉め、彼女はそのまま左手に移動する。

　何よりもまず、奪うばわれた武器を取り戻さなければ。

　明かりのない通路を壁かべに手をついて進む。冷たい岩が木の感かん触しよくに変わった。

　何かがいる気配はない。用心しながら扉を開ける。明かりひとつない室内は漆しつ黒こくの闇だ。

「ロウソクか何か…そうだ」

　セーターの首に手を入れて、金の針金で巻かれた青い石を引っ張り出す。

「ちょっと、手伝ってよ」

　と、青い石が螢ほたる火びのように仄ほのかに明めい滅めつしはじめた。青い光がぼんやりと室内を照らしてくれる。もともと闇に目が慣れていたので、これだけで大分見えるようになった。

「ありがとう。さて……」

　窓のない部屋だ。奥行きのある長方形の造り。貯蔵庫だったのか、壁かべ際ぎわに割れた壺つぼが幾いくつか倒たおれている。

　その前に、放り出されたような形でショルダーホルスターが落ちていた。

「……っ！」

　彼女は青くなった。慌あわてて駆かけ寄り膝ひざをつく。手に取るとずしりとした重量が伝わってくる。

　ほっと息をついて素す早ばやくホルスターを身に着ける。

　ホルスターから回転式拳銃リボルバーを抜いて深呼吸をした。

　手に馴な染じんだＳスミス＆Ｗウエツソン、Ｍ36チーフス・スペシャル。サイドプレートの刻印は飾かざり文字で「Sakuya E.C.」。弾倉シリンダーを横にスウィング・アウトして確認する。弾だん丸がんは五発。予備はない。

　彼女の標的は一人だけだったので、最低限の装備しかしてこなかった。

「まさか、標的の周りにあんなに大人数がいて、しかも武装してるなんて…」

　苦くうめくと、首から下げた青い石が明滅した。彼女を非難しているかのようだ。

「何よ、あたしが悪いわけ？　そうかもしれないけど、いくらなんでも……」

　そのとき、怒ど号ごうが聞こえた。

「逃にげやがった…！」

「どこだ！」

「捜せ！」

　ばたばたとした足音が増えていく。それに加えて階上からたくさんの気配が下がってくるのがわかった。

　咲夜は頭をフル回転させた。

「なんとかして、逃げないと……」

　瞬しゆん間かん、上方から爆ばく発はつ音が轟とどろいた。

「なに!?」

　弾かれたようにして扉を蹴け破やぶり地下室を転がり出ると、天てん井じようが抜けてそれまで彼女がいた場所に落ちてきた。

　重低音が足を這はい登り、舞まい上がった粉ふん塵じんが襲おそってくる。反射的にリボルバーをホルスターに突つっ込み、粉塵から逃げるように走り出した。

　地ち下か牢ろうの前に幾つもの人ひと影かげがたむろしている。灰色の粉塵にまぎれてその横をすり抜ぬけ、螺ら旋せん階段を駆け上がる。男たちも悲鳴を上げながら昇のぼってきた。

　一階の回かい廊ろうに出た。半分崩くずれた天井から月つき影かげが射さしている。

「出口は…」

　回廊の真ん中を疾しつ走そうする彼女の横合いで、再び爆ばく裂れつが起こった。

　爆風に煽あおられて細身の肢し体たいが吹ふき飛ばされる。小さな悲鳴を上げて転がった彼女の視界に、新たな影かげが掠めた。

　ざっと視線を走らせる。顔色の悪い男たちが、爆風と微み塵じんの中で這いつくばっている。

　出いで立ちこそ不ふ揃ぞろいだが、動きやすさを重視しているのが見て取れた。分厚いコートを着て、肩がみな片側少し下がっている。銃じゆうを下げているからだ。

　爆発の衝しよう撃げきから我に返った男たちが、咲夜に気づいて眉まゆを吊つり上げた。

「貴様…！」

　ふらつきながらなんとか立ち上がって体勢を整えた彼女の足元に、乾かわいた音とともに火花が散った。

　視線を向けると、地下から昇ってきた一団が銃を構えている。彼女は舌打ちした。

　完全に囲まれる前に、逃げないと。

　一番手て薄うすなところを強きよう行こう突とつ破ぱするしかない。視線を走らせた彼女は、何かに吸い寄せられるように一点を凝ぎよう視しした。

　徐じよ々じよに増えていく武装した男たちの向こう。回廊の奥の部屋から姿を見せた男。

　ほかの連中と同じように見えるのに、全身が総毛立つような感覚が背筋を駆け下りる。

　黒くろ髪かみの男。年の頃ころは四十代半ば。彼女を睥へい睨げいする双そう眸ぼうは──真しん紅く。

　咲夜は目を瞠みはった。間ま違ちがいない、あれだ。

「異端者ケツツアー……！」

　リボルバーを引き抜いて、前方に現れた男たちに取り囲まれる寸前、全力で跳ちよう躍やくして彼らの頭上を飛び越こえる。

　三度目の爆裂が生じた。城砦の一角が吹き飛んで地じ響ひびきが轟く。

　ケッツァーが咲夜を睨にらんだ。コートの下から拳銃を引き抜く様が見える。ケッツァーの構えた銃が火を噴ふいた。着地するなり一回転して回かい避ひした咲夜の背中すれすれを銃じゆう弾だんが通過する。跳ちよう弾だんが後方の男に当たったらしく、ぎゃっという悲鳴が上がった。

「…っ！」

　彼女は舌打ちをした。応戦するためリボルバーを構えようとした瞬間、背中や肩が痛んだ。先ほどの爆風に煽られたとき、ぶつけたのだ。

　きっとアザになる。ひどくならないといいが。

　そんなことを思いながら身をかがめて、襲ってきた男の足元をすり抜ける。なんとか包囲を突とつ破ぱし、石いし畳だたみの廊ろう下かを走り抜けた。

　怒号とともに幾つかの銃じゆう声せいが響ひびいた。掠かすめた弾丸がケープの裾すそを裂さく。角を曲がると前方は石いし壁かべと高い位置に明かり取りの窓。行き止まりでたたらを踏ふむ。

　視線を走らせると、右側に螺旋状の階段があった。

　後方から追っ手の気配が近づいてくる。迷っている時間はない。

　古い石造りの城じよう砦さいは堅けん固ごな土台で、数度の爆発でもいまのところ崩れ落ちる気配はない。だからこそ数百年間風雨にさらされても持ちこたえてきたのだ。

　またもや足もとに振しん動どうが伝わってきた。下方から低い地鳴りのようなものが轟いてくる。

「この爆発は何なのよ……」

　ふと、血族の鉄則が脳のう裏りをよぎった。

　──もし、隣人ナハバールが血族クラーンに危害を加えてくることあらば、速すみやかにそれを退け、すべての痕こん跡せきを消してそこから去れ

「自分たちの痕跡を城砦ごと消すつもりなの？」

　だとしたら、咲夜に見られたくないものがきっとここにはあるのだ。ケッツァーの隠かくしたいもの。それはなんだ。

　振動が絶え間なく起こり、ぱらぱらと砂が降ってくる。手をついた石壁は彼女が叩たたいた程度ではびくともしないが、こう何度も爆発が起こったらさすがに倒とう壊かいするだろう。

　下から螺旋階段を駆け上がってくる幾つもの足音が聞こえた。

　とにかく上にいくしかない。そのあとのことは、そのときに考える。

　リボルバーを握にぎり締しめて唇くちびるを嚙かんだ。

「こんなところで、やられてたまるか……！」

「待て！」

　怒号が響き、彼女のかかとすれすれに火花が散った。

　視線を走らせる。銃を構えた男が駆け上がってくる。その目は赤く光っていた。

　彼の後ろから姿を見せた数名も全員赤い目をしていた。

「全員…」

　彼らはクラーンを離り反はんした異端者ケツツアーの血を受けた「闇に転化したものフエアヴアンドルング」か、それとも。

　振ふり向きざま、ひとりの心臓を狙ねらってトリガーを引いた。

　乾いた銃声が轟き標的の左胸に小さな穴が開く。男はのけぞって、そのまま砂のように崩れ落ちた。

「操り人形ゴーレム…！」

　人間の姿をして、人間と同じように生活しているが、死者の亡なき骸がらに偽いつわりの命を吹き込んだゴーレムだ。

　ざっと血の気が引いた。

　人間を傷つけないようにしながら、標的のケッツァーだけを仕留める。そのつもりだった。しかし、ここにいるのが全員ゴーレムなら話は別だ。

　ゴーレムはケッツァーの指示に従う文字通りの操あやつり人形だ。彼らに意思はなく、ケッツァーの思うままに動く駒こま。そしてケッツァーは、人間に害をなす。

　知ってしまった以上、咲夜には彼らを仕留める義務が生じる。それが血族の鉄則、血の掟おきてだ。

　咲夜の持つ銃でゴーレムを倒たおすことはできる。だが、一体につき一弾だん。狙いを定さだめて貫かん通つうさせた弾たまで二体まとめて倒したとしても、圧あつ倒とう的てきに弾数が足りない。

　ケッツァーの居所を知りえた長老たちが、ケッツァーがゴーレムを従えていることを知らないはずがない。

　まさか、これをすべて計算した上で、長老たちは自分にあのケッツァーを狩かるように命じたのか。

「……っ」

　ショックだったが、それに浸ひたっている暇ひまはなかった。

　口々に怒号する男たちの口元に、それまで隠れていた犬歯が奇き妙みようにのびてちらりと覗のぞく。闇の中で浮うき立つほど白かった肌はだはさらに青白さを増して、動作は獣けもののような俊しゆん敏びんさを帯びていく。

　狭せまい螺旋階段はせいぜいふたりずつしか昇ってこられない。それをうまく利用するしかない。

　たんと乾いた音が響き、弾だん丸がんは先頭に立っていた男の眉み間けんに命中した。男の額を撃うち抜いた弾丸は貫通して石壁に当たり、跳弾が別の男の足を掠めて転てん倒とうさせる。ひとりが崩れて、足を負傷したゴーレムがバランスを崩し、巻き添ぞえを食くらった男たちはもんどりうちながら螺旋階段を転げ落ちていく。

　これで少しは時じ間かん稼かせぎになる。

　なんとかして逃にげ道を確保しなければ。

　上階の回廊に出ると、崩れた彫ちよう像ぞうと台座が等とう間かん隔かくに並んでいた。

　彫像の間に窓があり、風が吹き込んでくる。窓の向こうは深い森だ。

　反対側は広い部屋。昔は木の扉とびらがはめ込まれていたのだろうが、いまは四角い穴が開いているだけだ。

　追っ手を警けい戒かいしながらそこに足を踏み入れる。壊こわれた家具が散乱していた。

　埃ほこりっぽい床ゆかには幾いくつもの足あし跡あとがあり、つい最近ここに誰だれかが入ったのが窺うかがえた。

　続き部屋になった隣りん室しつに警戒しながら入ると、そこは一転してやけにこぎれいな空間だった。

　床は掃はき清められ、うっすらと何かが描えがかれていたような痕あとが見て取れた。時間が経たっているから消えたのか、それとも意図して消されたのか。

　天てん井じようを見上げる。シャンデリアが吊つるされていた痕跡があった。

「ここで、何かしたの……？」

　ふと、怖おぞ気けがした。

「何かの儀ぎ式しき、とか……？」

　あれだけたくさんのゴーレムを作るには、それだけの材料が必要だ。

　どくんと心臓が跳はねた。材料が良質であればあるほど、ゴーレムの性能は上がる。

　最近、産院から生まれたばかりの赤ん坊ぼうが誘ゆう拐かいされる事件が多発していると、聞いた気がする。それと、施し設せつに預けられた子どもが姿を消すという話も。

「まさか……」

　ふと、ブーツのつま先に何かが当たった。

　平べったい丸いものだ。注意しながら左手で拾うと、それは鎖くさりの切れた小さなペンダントだった。親指の先ほどの大きさで、ロケットになっている。

　開くと、中は鏡になっていた。汚よごれひとつない小さな鏡面に、それを見つめる自分の目が映る。ふたの裏には繊せん細さいな彫ちよう刻こくが施ほどこされていた。

「なんだろ…紋もん章しよう…？」

　しばらくそれを眺ながめていた咲夜は、無音の中で殺しきれない気配が動いたのを感じ取った。

　はっとしてその場から飛び退すさる。

　飛びかかってきたゴーレムが空を搔かいて着地した。

　舌打ちして身を翻ひるがえすゴーレムから逃のがれようと入り口を見た彼女は、そこに幾つもの影かげが群がっているのを認めて即そく座ざに方向転てん換かんする。

　部屋の奥は、朽くちかけたバルコニーになっている。そこに飛び出す。

　手すりの崩くずれたバルコニーは、崖がけにせり出すように作られていた。

　バルコニーのきわは風雨にさらされていびつに崩れ、体重をかけると砂さ礫れきがぱらぱらと落ちていく。強度は思った以上にないようだ。

　バルコニーの遥はるか下はライン川だ。岩の出っ張りと斜ななめに茂しげった木々が何本か。うまくすればそこに着地できるかもしれない。だが。

　ゴーレムたちの後ろにケッツァーが現れた。

「それを、返せ」

　ケッツァーが咲夜をぎっと睨にらむ。彼が言っているのが自分の手にあるロケットだと気づいて、咲夜は訝いぶかった。なんの変へん哲てつもない小さなロケットだ。ケッツァーが自ら取り返しにくるようなものとも思えない。

　咲夜に見られたくないものがこれなのか。だが、こんな小さなロケットになぜ執しゆう着ちやくするのだろう。

「それは、クライスの……」

　言いかけたケッツァーが、顔色を変えて口を閉とざす。失言をした、といわんばかりの様子だ。

　咲夜はそれを聞き逃さなかった。

「クライス？」

　ケッツァーは舌打ちし、銃じゆうを構えた。ゴーレムたちもまたケッツァーに倣ならう。

　一か八かで、ライン川に飛び降りるか。

　だが、半月後に降誕祭ヴアイナハテンを控ひかえたこの季節に、水に飛び込むのは自殺行こう為い以外の何ものでもない。

「ええと、こういうのなんだっけ……」

　引いた足のつま先が、崩れかけた箇か所しよの先の何もない空間を泳ぐ。これ以上、下がれない。

　シリンダーには残り三発。どうあがいても、全員を倒すことは無理だ。

　ならせめて、ケッツァーだけでも。

　呼吸を整え、Ｍ36を構える。

　ケッツァーはそれを見てせせら笑った。

「最後に悪あがきか。安心しろ、お前は殺さない」

　咲夜は剣けん呑のんに目を細めた。なぜだ。

「お前のことは、生きて捕とらえろと命じられている。だが、無傷でとは言われていないからな。痛い目に遭あいたくなかったら、無む駄だな抵てい抗こうはよすんだな」

「……誰が、そんな」

　ケッツァーはそれには答えず、ゴーレムたちに無言で合図した。

　ゴーレムたちがじわじわと距きよ離りを縮めてくる。

　──もしお前が、あのケッツァーを仕留められたら、血族に名を連ねることを認めてやろう

　耳の奥に甦よみがえった冷たい声に、彼女は唇くちびるを嚙かんだ。

　そんなものは、別にいい。

　認められようが認められまいが、自分はあの家で育てられて、あの家には自分の居場所が確かにある。

　だが彼女は、どうしても取り戻もどしたいものがあったから、無む謀ぼうを承知で単身ここに乗り込んだ。

　迫せまってくるゴーレムたちには目もくれず、銃じゆう口こうをケッツァーの眉間に据すえたまま、咲夜は小さく呟つぶやいた。

「……ごめん、グレーテル。あたし、帰れないや」

　──いいですか咲夜様、何があっても諦あきらめてはいけませんよ

　そう言ってこの手を握にぎってくれた老女の指のあたたかさを思い出した。彼女がここに来ることを知っているのは、グレーテルだけだ。

　母親代わりに育ててくれたグレーテル。長老たちの言葉に乗ってはだめだと最後まで反対してくれていた。

　咲夜は自分の意思でここにきた。狩かりのさなかに命を落とせば、それは咲夜の過失だ。長老たちに非はない。

　そういう形ででもなければ、追い出すことができないから、クラーンの長老たちは咲夜に取引を持ちかけた。

　危険を承知で乗ったのは自分だ。賭かけだった。そして咲夜は賭けに負けてしまった。

　それだけだ。

　でも。

　引き金トリガーに指をかけ、咲夜は呟いた。

「負けっぱなしなんて、冗じよう談だんじゃない」

　一矢報むくいてやらなかったら、死んでも死に切れない。

　風が吹ふいて、一いつ瞬しゆん月が翳かげった。乾かわいた銃じゆう声せいがふたつ響ひびく。

　そのとき、遠とお吠ぼえが木霊こだました。
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　左の頰ほおに灼しやく熱ねつが掠かすめた。

　眼前に迫っていたゴーレムと、その後ろにいたゴーレムが揃そろって仰あお向むけに倒たおれながら崩れていく。遺体は残らない。

　仲間の無残な最さい期ごを見た男たちは、しかし動じる風もなく、手にした武器を構えながらじわじわと迫ってくる。

　ケッツァーが嗤わらった。

　咲夜の頰を赤い筋が伝う。

　それまで隠かくれていた月が姿を見せて、青白い影が落ちてくる。

　ゴーレムのひとりが手にしたライフルを構えて咲夜の大だい腿たいを狙ねらう。

「四し肢しが欠けていてもかまわない。生きてさえいればな」

　ケッツァーの言葉にゴーレムたちもいびつに嗤った。死にさえしなければどんなことをしてもいいと、ケッツァーは暗に告げているのだ。

　ひときわ強い風が吹いた。再び遠吠えが響いた。さっきより近い。

　そして、三度目の遠吠えが、バルコニーの下から轟とどろいた。

　異変に気づいたケッツァーたちがバルコニーの下に意識を逸そらした。

　風が吹いてケープと咲夜の髪かみを大きくうねらせる。その背後に、黒い獣けものの影かげが躍おどり出た。

　咲夜は肩かた越ごしに視線を滑すべらせた。

　月光に照らされた毛並みは銀。大型犬よりさらに大きな体たい軀くは引き締しまり、左の前足にはまった太い銀のリングが月つき影かげを鈍にぶく弾はじく。

「ルイ…っ！」

　咲夜の頭上を飛び越こえた白銀の狼おおかみは、いままさに彼女に飛びかかろうとしていたゴーレムを体当たりで撥はね飛ばすと、立ちはだかって威い嚇かくの唸うなりを発した。

　怒いかりに燃えたゴーレムがライフルの銃口を狼に向ける。

　瞬しゆん間かん、月光とともにひとつの影が舞まい降りた。

　咲夜は目を見開いた。

　ケープを翻ひるがえして降り立った背中は、彼女が知っているものよりもずっと広くて大きい。だが、あの背を見み間ま違ちがえるはずがない。

「……あ……」

　それまで張り詰つめていた緊きん張ちようの糸がぷつりと切れた。

　リボルバーを握る手が震ふるえだす。

　こんなことではいけないとわかっているのに、安あん堵ど感かんに包まれていくのを自覚する。

　狼とゴーレムの狭はざ間まに降り立った彼は、一ひと振ふりの刀を引っ提さげている。

　抜ぬき身の刃やいばが月光を弾く。

　唸りをあげてひらめいた白銀の軌き跡せきが、ライフルとともに男の両りよう腕うでを断たち切って撥ね上げた。

　肘ひじから先を失い、絶ぜつ叫きようしてのた打ち回るゴーレムは、そこから崩くずれ落ちていく。

　突とつ如じよとして現れた新手の敵に、さしものケッツァーも顔色を変えた。

　ゴーレムたちを斬きり倒し、薙なぎ払はらい、瞬またたく間に黒い疾しつ風ぷうが男たちの狭間を走り抜け、彼らはわけもわからないまま刃の餌え食じきとなり、砂のように崩れ落ちていく。

　月光を弾く刃を薙ぎ払い、崩れ落ちた敵を無言で一いち瞥べつするのは、青年だった。

　突如として現れた新手がどれほど危険な存在であるかを悟さとったゴーレムたちは、不用意に近づくことをやめ、攻こう撃げきのタイミングを計っている。

　右手でチーフス・スペシャルを握り締めたまま、咲夜は小さく呟いた。

「……アベル…」

　青年は無言で咲夜を一瞥し、手にした刀を振ふって埃ほこりを払い落とす。

　精せい悍かんで端たん整せいな面おも差ざしは表情こそないが、その目は確かに怒おこっていた。

　ケッツァーは、青年を怒りに燃える目で睨にらんだ。

「貴様は……!?」

　青年は無言でそれを跳はね返し、日本刀を構える。

　咲夜はその背を見つめていた。

　自分と四つ違ちがいだから、十九歳になっているはずだ。十年前に別れてから、こんなに近くにいられたことは一度もない。

　闇やみにとける黒い瞳ひとみと同じ短い黒くろ髪かみは、前髪だけが少し長めで目め許もとにかかっている。黒いケープは咲夜のものと同じで、背中の刺し繡しゆうが月影に浮うかぶ。闇にとけこむ黒の上下も咲夜と同じ。無骨だが丈じよう夫ぶさを重視したミリタリーブーツも黒で、腰こしに下がった無む垢くの鞘さやだけが白い。あれほどゴーレムを斬り伏ふせたにもかかわらず刃こぼれひとつしていない刃には、『真の俱く利り迦か羅ら』と呼ばれる龍りゆうが刻まれている。

　あれは確か、滅めつ多たに訪おとずれることのない城の地下室にしまわれているはずの脇わき差ざしだ。確か『龍りゆう王おう』というのだと、いつだったかグレーテルから教えてもらったことがある。五百年以上前に名人と謳うたわれた刀とう匠しようの手によって鍛きたえられた逸いつ品ぴんだという。

　──あれは、クラーンを束ねる方が受け継つぐものなんですよ

　それをいま彼が手にしているということは、クラーンの長老たちは彼を認めたのだろうか。

　咲夜の足元に、白銀の狼がぴたりと寄り添そう。

　ケッツァーとゴーレムを睥へい睨げいしながら、狼は口を開いた。

「なぜこんな暴挙に及およんだのか、あとできちんとお話しくださいますね、咲夜様」

　決して激しくはない語気だったが、それが余計に胸に突つき刺ささる。

　言葉のない咲夜を見上げて、狼はつづけた。

「私やアルベルト様が、咲夜様のご無事な姿を確かく認にんするまでどんな思いだったか、おわかりですか？　ここにいらっしゃらないカール様やグレーテルも同じです」

　一いつ旦たん言葉を切って、狼は深々と嘆たん息そくした。

「まったく、グレーテルもグレーテルです。どうして止めなかったのか。あとできちんと問いたださないと」

　そうして狼は、いまだにチーフス・スペシャルを握にぎっている咲夜の手を尻尾しつぽで撫なでた。

「それはもうおしまいください」

　しかし咲夜は首を振った。

「だめよ。あのケッツァーを仕留めなきゃ。あたしがやるように長老たちに命じられたのよ。だから」

　左手に持っていたロケットをポケットにねじ込み、咲夜は狼の前に出た。

「アベル」

　ケッツァーを無言で威嚇していたアルベルトが、咲夜の言葉に僅わずかに肩かたを動かす。

　背中が、ものすごく怒っている。謝って、アルベルトとルイに任せて、自分はここで引き下がるべきだと理性ではわかっている。

　しかし、それをしてしまったら、咲夜がここに来た意味がなくなってしまうのだ。

　ふいに、ケッツァーが目線を泳がせた。

　バルコニーの下で、何かが動いた気配がする。

　足元から何かがぞわっと這はい上がってきた。狼が全身の毛を逆立てる。

「アルベルト様…っ！」

　ケッツァーが駆かけ出し、バルコニーから飛び降りた。残されたゴーレムたちがわっと飛びかかってくる。

　ケッツァーの背を追った咲夜が走り出そうとしたとき、身を翻したアルベルトが空から手てに咲夜を捉とらえてバルコニーから身を躍らせ、狼がそれにつづく。

　アルベルトとともに落下しながら、バルコニーの裏に張り付いたゴーレムと、咲夜は確かに目が合った。

　ゴーレムは嗤っていた。その手が何かを握っている。

　一いつ瞬しゆんのちに、爆ばく発はつが起こった。

　レンガの破は片へんが散開し、川かわ面もに落下する咲夜たちを襲おそう。

　小さく悲鳴を上げてしがみついてくる咲夜を、アルベルトは飛来する破片から守るようにしてしっかりと抱かかえ込む。

　夜闇を流れる川に、彼らはそのまま呑のみこまれた。
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　燃える薪まきがぱちぱちと音を立てて爆はぜる。

　いまどき珍めずらしいが、この邸やしきでは現在も暖だん炉ろが活かつ躍やくしており、炎ほのおの上には白さ湯ゆの入った大きな鍋なべがかかっている。乾かん燥そうを防ぐためだろう。湯気と炎の熱気で、この部屋はとても暖かい。

　しかし、暖炉の反対の壁かべには、タペストリーでうまくカムフラージュされたエアコンが設置されている。冬場は暖炉で事足りるが、夏場はクーラーが必要だからということらしい。

　暖炉の前に敷しかれた毛皮に腰を下ろし、東とう條じよう要かなめは暖炉の炎を眺ながめていた。

　季節は冬。もうすぐヴァイナハテン。ここよりちょっと南東の国で二千年ほど前に生まれた救世主と謳われている人の降誕祭。

　要は特にその人に対する思い入れや信しん仰こう心はないのだが、毎年恒こう例れいのイベントなので、心は浮き立つし楽しみにしている。

　今日もその関係でこの邸にやってきたはずだったのだが、どうもそんな浮かれた話をできるような状じよう況きようではないらしい。

　敷しき物ものの上に置いた木のトレーを引き寄せて、載のっている湯飲みを取る。

　カップではなく湯飲みである。

　赤々と炎の燃える暖炉のある洋室、床ゆかに敷かれているのはたぶんグリズリーだかなにかの毛皮。壁には古いタペストリーや精せい巧こうな彫ちよう刻こくの施ほどこされた額に入った絵画がかかり、炎のあたたかさが届く位置に値段のわからない高価そうな猫ねこ足あしのチェアセットが並んでいる。

　確かウィングバックチェアとかいうこのソファセットは、ソファというより昔風に「安あん楽らく椅い子す」と呼ぶほうがなんだかイメージに合っているよなぁと、要は常々考えていた。

　要は湯飲みを持ったまま首をめぐらせた。

　一人掛がけのウィングバックチェア。アームレストについた肘に頰ほおをのせた男性が、物思いにふけった風ふ情ぜいで長い足を持て余し気味に組みながら悠ゆう然ぜんと腰をおろしている。

　年の頃ころは四十代程度。くすんだ金きん髪ぱつは短く、前髪が紫むらさき色いろの双そう眸ぼうにかかる。鼻が高く、ほりが深い。沈しずんだような表情をしていると少し年を感じさせるが、だからといって老ふけている風にはまったく見えない。

　品の良いブルーのボートネックセーターとスラックスというラフな出いで立ちに、猫足のウィングバックチェアは実に良く似合う。彼がセーターの上に羽織っているのが、たとえばカシミヤのガウンで、マホガニーのラウンドサイドテーブルにブランデーのボトルとグラスがあったりしたら、もう完かん璧ぺきだ。

　しかし、現実と理想には深くて暗い谷がある。

　猫足のウィングバックチェアに腰を下ろしたその人が羽織っているのは、丈たけを通常より少々長めにあつらえた綿入りのジャパニーズガウンで、日本にいる要の祖父母が『どてら』もしくは『半はん纏てん』と呼んでいる日本の防寒着だ。そして、ラウンドサイドテーブルには、ブランデーグラスではなく、湯飲みが置かれている。

　ちなみに注がれているのは、要が持っている湯飲みの中身と同じ葛くず湯ゆだった。

　まだまだ熱い葛湯をずずっとひとすすりして、要は暖炉の炎を眺めた。

　ここはドイツ、そしてここはドイツ人の住んでいるレンガ造りの洋館。目の前には暖炉、敷いているのは毛皮。にもかかわらず、出されているのは湯飲み、中身は葛湯。金髪と紫し眼がんの素す晴ばらしくスタイルの良い顔立ちのとても整った壮そう年ねん男性が羽織っているのは、日本は久く留る米めの職人に依い頼らいしたというオーダーメイドの半纏。

　このミスマッチ加減にいささか複雑な心境に陥おちいる要である。

「………あの、カールさん」

　湯飲みを両手で抱えた要が口を開くと、ウィングバックチェアに腰かけたカールは目を向けてきた。

「うん？　なんだね、要くん」

　彼が口にしたのは流りゆう暢ちような日本語だ。彼だけではない、この邸の人たちは皆みな、日本語を完璧に操あやつる。

　要は一応ドイツ語も英語もなんとか日常会話に不便のない程度にはマスターしているが、少しでも難しい単語が出てくると会話に窮きゆうする。他愛たわいない内容のときは勉強もかねてドイツ語で話しているのだが、深刻な話のときは日本語で会話をするのが彼らの不文律になっていた。

　優ゆう雅がに足を組んでアームレストについた肘ひじ。薬指にシンプルなプラチナのリングが光る左の甲こうに頰をのせている様は、実に絵になるかっこよさだ。骨格も容姿の根本の造形も何もかも違ちがうが、将来こうなれたらいいなという理想形といっても過言ではない。

　その理想形がどてらを着て湯飲みをすすっている姿に、なんだろう、なぜか目め頭がしらが熱くなる。それが感動ゆえでないことだけは断言できるが、それ以上はあえて考えまい。

「さっきルイさんたちが血相変えて出かけていきましたけど、何かあったんですか？」

　カールの口元が、渋しぶ柿がきでも食べたように歪ゆがんだ。

「う～～～～～～～～ん」

　それを見た要は、聞いてはまずかったかなと少し後こう悔かいした。

「あー……。すいません、忘れてください」

　すると、カールは手を振ふった。

「ああ、いやいや。話せないというわけではないんだ。ただ、へたに話してしまうと、きみに迷めい惑わくをかけてしまいそうな気がしてね」

　要はひとつ瞬またたきをした。

「……こう言ってはなんですが」

「うん？」

「いまさらという気が、ものすごくしますねぇ」

「うーん、やはりそう思うか。実は私も言ってから、何をいまさら、と思わないでもなかったんだ」

　うんうんと頷うなずいて、要は葛湯をすすった。彼の首に下がっている牙きばの形の首くび飾かざりは、三年前に死んでしまった親友の形見だった。

「司し堂どうの姿も見えませんけど、ルイさんたちが出てったのと関係あります？」

「要くん、わかっているなら確かく認にんしなくてもいいじゃないか」

　カールの言葉に要は息をついた。










　要が言うところの『司堂』とは、司堂咲夜という名の同い年の少女で、カールの娘むすめである。

　カールはフルネームをカール・ブラント・フォン・ベルンシュタインという。その娘がなぜ日本名なのか、要は実はあまりよく理由を知らない。

　仕事の都合でドイツに滞たい在ざいしている両親とともに要が暮らすようになったのは、今年の春からだ。それまでは日本の祖父母の家にいた。

　要がカールたちと知り合ったのは三年前の夏だ。

　初めてこのドイツを訪おとずれたとき、うっかり命の危険にさらされた要を助けてくれたのが、咲夜と、このベルンシュタイン家の執しつ事じであるルイ・アドリアン・ベリルという名の青年だった。

　ルイは物もの腰ごしの柔やわらかい、一見二十代半ばの青年で、腰こしまで届く長い髪かみは銀に近い金。その髪をいつも首の後ろで括くくり、透すき通った翠みどり色の瞳ひとみはいつも穏おだやかに笑っている。常にかっちりとしたダークカラーのスーツを着ているのだが、そういえばさっきは珍しく黒のハイネックセーターにざっくりとしたコートを羽織っていた。

　そして、ルイと一いつ緒しよに出て行った青年。何度か会ったことはあるのだが、あまり会話らしい会話をしたことがない。

　少々長めの前まえ髪がみが切れ長の目にかかり、黒い瞳が鋭するどい。いつも無表情で無口な彼は、カールの息子むすこだ。要より四つ年上で、名をアルベルト・フォン・ベルンシュタインという。

　カールとはタイプは違うが、カールの息子であると深く頷ける容姿は同性である自分の目から見ても実に整っていて、ちくしょうかっこいいなと唸うなるほどだ。

　執事のルイはルイで、これまたタイプの違ういい男で、さらには咲夜も東洋とスラブの血が混ざったエキゾチックな風ふう貌ぼうの大変な美少女なので、なんとも眼福な一家なのである。

　三年前に知り合ってからというもの、カールは仕事で日本にやってくるたびに要に会いに来ては色々な話をしてくれた。それで親交が深まり、ドイツに要が移住してからはそれに輪がかかった。カールは大きな会社の社長であるらしいのだが、それを聞いたとき要は子どもだったのでよくわからず、そのままきてしまったのでいまだに詳くわしいことを知らない。ただ、移動は常にファーストクラスだというから、かなり凄すごい会社なのだろうと漠ばく然ぜんと思っている。しかも古い家いえ柄がらの貴族で、公こう爵しやく位を持っているのだそうだ。

『世の中にはいるんだなぁこういう別世界の人』の生きた標本であろう。そんな生きた標本がなぜ、ただの日本人、ただの平へい凡ぼんな子ども、ちょっとだけ好こう奇き心しんが旺おう盛せいで不思議なことが大好きなだけの東條要現在十五歳と懇こん意いにしてくれているのかというと、カール・ブラント・フォン・ベルンシュタインが、「ベルンシュタイン琥珀」というその名に相応ふさわしい秘密を持っているからだった。

「アルベルトが、うちに戻もどってこられるかもしれなくてね」

　カールの言葉に、要は首を傾かたむけた。

「……えーと、それは俺が聞いてもいい話なんでしょうか？」

　念のために尋たずねると、カールは要の首に下がっている牙を一いち瞥べつした。

「きみは、ご老体が認めた人間だからね」

「はぁ」

　自分の胸に揺ゆれている牙を見つめる。これの主は、要の祖父が飼っていた大きな犬で、彼の大親友だった。三年前に死んでしまったその犬を要たちはリキと呼んでいたのだが、実はリキは犬ではなかった。犬より鋭い目つきだったから、実は狼おおかみだったりしてと思ったこともあったが、狼でもなかった。

　リキは、人狼ヴエアヴオルフだったのだ。

　首から下げられるように細工をしてもらったこの牙は、要がリキと呼んだあのヴェアヴォルフが遺のこしてくれたもので、いまはお守りと思って大切にしている。

　琥珀は時を閉じ込める石だ。カールと、彼の家を長おさとする血族たちは、人間たちよりずっと古い血筋を受け継つぎ、太古の昔をその血に閉じ込めて生きている。

　そしてカールは、ヴェアヴォルフを従える、ヴァンピーアの頂点に立つ存在なのだった。

　四十代にしか見えないが、実じつ年ねん齢れいは六百歳を超こえていると聞かされたとき、要はそれはもう息が止まるほど驚おどろいたものだ。

　どう話を進めればいいかを思案しているらしいカールは、伏ふせがちの目に長い睫まつ毛げがかかっている。

　そうなんだよなぁ、ヴァンピーアなんだよなぁこのひと。どてら着てるけど。

　ミスマッチだが妙みように似合うのが、嘆なげけばいいのか笑えばいいのか悩なやむところである。

「アルベルトは、色々と事情があって、血族クラーンの長老たちのところで育ってね。それからは手紙はやり取りできるものの年に一度会えるかどうかという状態で、私としてはこう、なんというのかな。……色々と難なん癖くせつけてひとの大事な息子を奪うばった挙げ句にひとの娘にまで難癖つけやがってあの前時代の石頭な長老衆め覚えてやがれ、と、常々胸の中に渦うず巻まくものがあるようなないようなという、まぁ多少複雑なんだ、これが」

　要は黙だまって頷いた。ここは下手に口を挟はさまないほうがいい。

　ふと、扉とびらを叩たたく音がして、トレーを手にした老婦人が現れた。

「カール様、新しいお飲み物をお持ちしましたよ」

　よくよく見ればとても上品で端たん整せいな容姿の老婦人は、若い頃ころは相当の美び貌ぼうだったに違いない。何しろカールの関係者だ。美人でないはずがない。そしてカールの血族ということは、この老婦人もおそらく人間ではない。

　すっかり白くなった髪をシニヨンにしてすっきりまとめ、古めかしいロングドレスに白いエプロンという出いで立ちは、古きよき時代のメイドを髣ほう髴ふつとさせる。実際この邸やしきの炊すい事じ洗せん濯たくその他一いつ切さいを取り仕切っているそうだ。

「ああ、すまないな、グレーテル」

　湯飲みに残った葛くず湯ゆを飲み干したカールは、サイドテーブルに置かれた湯気の立つティーカップに手をのばした。

「要さんもいかがですか」

「あ、いただきます」

　ソーサーに載のったティーカップはベルガモットの香かおり漂ただようアールグレイで、この部屋の雰ふん囲い気きに見事に調和する。

　ああこれでカールの羽織っているのがどてらでなかったら。そこだけが惜おしい。実に惜しい。

　テーブルにトレーを置いたグレーテルは、沈ちん鬱うつな表情で息をついた。

「……カール様。ひとつ、よろしいでしょうか」

「なんだ？」

　居住まいを正すカールに、グレーテルはきっぱりと言った。

「咲夜様が戻られても、決してお叱しかりにならないよう、お願いいたします。すべてはこのグレーテルに非があるのです。どうか」

　深々と頭を下げる老婦人に、カールは困った顔で片手で額を覆おおった。

「グレーテル、ばあや。頼たのむからやめてくれ」

「ですが」

「わかってる、わかってるから。たぶん、わかってると思う。悪いのは全部長老衆だ」

　もう何も言わなくていいという仕草をするカールに、顔を上げた老婦人は唇くちびるを引き結び、再び頭を下げた。

　からの湯飲みをトレーに載せた老婦人が下がっていくのを見送って、要はアールグレイを一口飲んだ。

　グレーテルの淹いれるアールグレイは絶ぜつ妙みようの味わいだ。だが、紅茶はやはりルイの淹れるものが一番おいしいと、要はひそかに思った。

「……要くん」

　カールが再び口を開いたのは、アールグレイが冷めかけた頃だった。

「はい」

「十年前に病気で亡なくなった私の妻は、人間でね」

「…………」

　反応がないことを訝いぶかったカールが目を向けると、要はぽかんと口を開けていた。

「要くん？　聞こえてるかい？」

　目をしばたたかせた要がようやく我に返って頷うなずく。

「……ああ、はい。すいません。ちょっと、びっくりしたもんで」

「そんなに驚くようなことかな」

「驚きますよ。そうか、だから……」

「そうなんだ。妻のエミーリアが人間だったから、アルベルトはダ…」

「えっ!?」

　要は目を丸くした。

「え？　カールさんの奥さんドイツ人だったんですか？」

　初耳だ。

「そうだよ。南の方の農家の娘むすめでね。色々あって搔かっ攫さらって結けつ婚こんしたんだが、まぁそれはいいとして」

　いやその、色々あって搔っ攫った過程がものすごく気になるんですけど。

　とはさすがに言えず、要は黙って続きを待った。

　カールがこんな風にして、彼ら血族に関する話をしてくれるのは、初めてだ。










　三年前に知り合って以来、咲夜ともそれなりに仲の良い友人関係を築いている。と、要は思っている。

　が、踏ふみ込んではいけないところというのがあり、彼女の出生とかそういったところがまさにそれだと要は思っていたので、触さわらないようにしてきた。

　カールが足を組み替かえた。実に様になっている。ああこれで羽織っているのがどてらでなければ。

　しかしカールはこのどてらを大変気に入っており、冬が来るたびにうきうきとクローゼットから引っ張り出し、春になるときちんとクリーニングに出してから防虫防ぼう湿しつを完かん璧ぺきにした状態でクローゼットにしまうのだとルイ青年が言っていた。

　そんなに気に入っているならもう何も言うまい。それに、複雑ではあるものの、自分の生まれた国のものをドイツ生まれのヴァンピーアが好んでくれているというのは、なんだかんだで嬉うれしい。それに実は、要の家族はみんな、寒いドイツで暮らすにあたり祖母があつらえてくれた手て縫ぬいのどてらを愛用している。あのあたたかさを超える室内着には出合ったことがない。要があんまり動き回るのですぐに生き地じが傷いたんでしまうからと、祖母は要用には特別に丈じよう夫ぶな布ふ団とん用の生地を使って仕立ててくれたのだ。昔からそうやって仕立ててくれたものが何枚かあり、傷んで生地が裂さけてしまうたびに当て布をしてくれて、ああばあちゃん元気かなぁ、正月には里帰りするから土産みやげを選んでいかないと。

「うちは色々と複雑でねぇ……」

　カールが深々と息をつく。

　おっといけない、どてらに気をとられてしまった。

　要は慌あわてて心を現在に引き戻もどした。

　ウィングバックチェアに座ったカールは、胸の前で指を組んで背もたれに体を預けた。

「なんというのかな……。日本にも地方ならではの忌いまわしい因習とか慣ならわしといったものが原因で殺人事件が起こって、呼ばれた探たん偵ていが事件の真相を暴あばくものの関係者のほとんどが悲しいことになってしまう、そんな話がよくあったりするじゃないか」
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　要は思わず冷めたアールグレイをすすった。

「………それはたぶん、映画や小説の中でのみ、よくあることだと思います」

「おや、そうかな。いやいや、表ざたにならないだけで、あーんなことやこーんなことというのはいまでもあるはずだよ。何しろ私たちが存在しているくらいだ。因習や慣わしのひとつやふたつは確実に残っているさ。断言してもいいね」

　言われてみれば確かに、想像上のモンスターがここにいるのだから、あるかもしれないそうかもしれないと、要は思わず納なつ得とくしてしまった。

「まぁそれで、我々の血族は、日本のそういった閉とざされた山やま間あいの集落のような感じでね。数が少ない分結束が固く、それゆえに色々と厄やつ介かいなんだよ」

「はぁ、なるほど」

　実にわかりやすい例だ。昔見た映画で探偵が全力疾しつ走そうしていた姿を思い出し、要は思わず着物姿のカールが山間のあぜ道を疾走している姿を想像してしまった。

「アルベルトもねぇ。ヴァンピーアと人間の間に生まれたというので、結構色々と難しい立場でねぇ」

「あ、それ知ってます。ダンピール、ですよね」

「おおさすがさすが。それで、ダンピールはヴァンピーアを倒たおせるから危険だという腹立たしい理由で、妻が亡くなったと同時に最長老の監かん視し下に置かれることになってしまったんだよ」

　そんなことがあったのか。

　随ずい分ぶん理り不ふ尽じんな理由だなと思った要は、ふと引っかかりを覚えて首を傾かたむけた。

「あれ？　カールさん確か、二、三回、アベルさん連れて日本に来てましたよね？」

　そのときに要はアルベルトと対面したのだ。

　初対面のときのことはいまも忘れない。ひとことも口をきかず、表情もなく、ただひたすら凝ぎよう視しされた。

　整った容姿というのは、表情がないとそれはもうおっかなく、要は文字通り凍こおりつく思いだった。

　要の指し摘てきに、カールは困ったように眉まゆをひそめた。

「あー…。そうだった。要くん、悪いんだが、ひとつ頼みがある」

「はい？」

「きみがアルベルトと面識があると、咲夜には言わないでくれ」

　要は瞬またたきをした。

「……はい？」

　外見年ねん齢れい四十代の長命なヴァンピーアは、渋じゆう面めんを作って唸うなった。

「この十年、咲夜は実はアルベルトとまともに言葉を交かわせたことすらないんだ」

　これにはさすがに驚おどろいた。

　頭の中を整理する。

「ええと、ちょっと待ってくださいね」

　こめかみに人差し指を当てて、天てん井じようを睨にらむ。

　十年前に最長老の監視下に置かれたため、アルベルトと咲夜は離はなれ離れで暮らしていた。

　カールは年に何度か日本にやってきて、そのときにアルベルトを連れてきたことがあった。

　要はアルベルトと面識がある。

　咲夜はこの十年、アルベルトと言葉を交わせたことすらない。

　つまり。

「……………知られたら、俺、司堂に張っ倒されますね」

「そういうことになるだろうね」

　重々しく応じるカールに、要は深く頷いた。命は惜おしい。

「わかりました、言いません」

　殊しゆ勝しように頷く要に、カールは小さく笑った。

「すまないね。私はアルベルトと年に一度、一週間程度一いつ緒しよに過ごせたんだが、あの子には会わせるなと厳命されてしまってね。ああもう長老どもときたら、そろそろ棺かん桶おけに閉じこもって俗ぞく世せ間けんに二度と出てくるなと何度喉のどまで出かかったことか。しかしねぇ、愛まな息子むすこを人ひと質じちに取られている以上そんな暴言を吐はけるわけもなく、黙だまって従うしかないのが悔くやしくてねぇ」

　心から憤いきどおっているのが語気からもありありと伝わってくる。

　きっと長老たちは、カールのこういった性格を完璧に把は握あくした上で、アルベルトを自分たちの手元に置くことにしたのだろうと要は分ぶん析せきした。何しろこのヴァンピーアは子どもたちを溺でき愛あいしている。最愛の妻亡なきいま、カールの弱点はアルベルトと咲夜のふたりだけだ。

「三年前にきみのことを話したら、あのアルベルトが珍めずらしく興味を示してきみに会ってみたいと言い出してね。それで連れて行くことにしたんだよ」

　人間の少年が咲夜の友人になってくれたことを、アルベルトもきっと喜んだんだろうなぁと感じ入った風ふ情ぜいのカールに、要は遠い目をした。

　違ちがう、絶対違う。あれは品定めだった。万が一アルベルトの選定基準に達していなかったら、要はたぶんいまごろここにいられなかったに違いない。

　何をどう判断されてクリアしたのか、それとも人じん畜ちく無む害がいと思われたのか、アルベルトはほとんどまったくしゃべらないながらも要のことを許容したらしく、おかげでいまも一応咲夜の友人をやれている。

　要は、咲夜だけでなくルイやカール、グレーテルといったベルンシュタイン家の皆みな々みな様さまが好きだったので、切り捨てられなくて本当に良かったといまさらながら胸むねを撫なで下ろした。

　そして。

　ものすごく怖こわかったが、いま思うと、ああそうだったんだなぁとわかることがある。

　アルベルトの目は怖かった。ものすごく、自分の心を最奥まで見み抜ぬくような鋭するどさがあって、底冷えのするような寒さにも似たものを覚えて要は震ふるえ上がった。

　あれは、おそらく──。

　少し躊ちゆう躇ちよしながらも、要は口を開いた。

「司堂は確か、ここの門の前に、バスケットに入れられて置き去りにされてたんですよね？」

　以前、咲夜本人から聞いた話だ。

　カールはひとつ瞬きをして、無言で頷うなずいた。

　知り合って間もない頃ころに、咲夜は淡たん々たんと自分の素す性じようを要に打ち明けた。

　──あたし、捨て子だったのよね

　ある冬の朝。厚手のショールに包まれ果物くだもののようにバスケットに詰つめられて、マインツの外れにあるこの邸やしきの門前に置き去りにされていたのを、朝刊を取りに出てきたルイが見つけたのだということだった。

　どうしても育てられないので、どうかこの子に慈じ悲ひを。

　そう書かれた手紙には、その赤ん坊ぼうの名前も記されていた。それが、彼女が現在も使っている『司堂咲夜』という名前だ。

　カール夫妻が引き取った時点でドイツ語の名前もつけられたというのだが、家族全員生みの親がつけた名前を呼んでいる。どんなことがあっても、それが彼女のルーツだからというのが、モンスターたちの主張だそうだ。

　──司堂さんは、どうして『夜に咲さく』なんて名前をつけたのかしらねぇ……

　他人ひと事ごとのように淡々と語る咲夜が、要はなぜだか無む性しように悲しいと思ったのを覚えている。もっとも、そんなことを本人に言ったら絶対に怒おこるので、口にはしなかったが。

　冷めたアールグレイを飲んで、どうしてアルベルトがあんなに怖い目をしていたのか、要はようやく得心がいった。

　十年前に離れ離れにされるまで、アルベルトと咲夜は一緒に暮らしていた。

　四歳下の血のつながらない人間の少女を、ダンピールの少年は世界で一番大事にしていたに違いない。

　だからきっと、自分がそばにいられないときに咲夜に近づいたどこの馬の骨ともわからない人間に、殺気に近い警けい戒かい心を持っていたのだ。







　　　　３
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　幼い頃、母の腕うでに抱だかれながら見上げた巨きよ大だいな絵画は、遠い遠い昔に描えがかれたものだった。

　二十代後半の、太陽のように鮮あざやかな金の髪かみと、宝石のような紫むらさきの瞳ひとみをした青年だ。

　装そう飾しよくの施ほどこされた剣けんを杖つえのようにして、その柄つか頭がしらに重ねた両手をのせている。斜ななめにかぶったラウンドリットには金糸で刺し繡しゆうがされ、マントを留めるブローチに見覚えのある紋もん章しようが描かれている。

　確か、父の部屋の引き出しの中に、あれと同じ紋章のブローチが無造作に放ほうり込まれていた。

　しばらくそれを見つめていた咲夜は、瞬きをして母を振ふり返った。

「だれ？」

「とても偉えらい人よ。正装の肖しよう像ぞう画がはこれだけなんですって。お父さんのご先祖様ね」

「ごせんぞさまって？」

「お父さんの……、カールの、お祖父じいさんの、そのまたお祖父さんのお祖父さん、かなぁ？　うーん、ごめんなさいね、ちゃんとしたことは私もよく知らないのよ」

「そうなんだ」

　咲夜はもう一度肖像画を見上げた。

　前に、こういった出いで立ちをした父を見たことがあった。真しん紅くのマントをまとって、何かとても大事な集まりに出るのだと話していたのを覚えている。

　その隣となりにかけられた大きな額には群衆画。別の色のマントをまとった男性や女性が描かれていた。女性はドレスの上にマントをつけ、剣の代わりに宝ほう笏しやくを手にしている。

　広い壁かべ一面ほどもある絵画にはたくさんの人物が描かれているのに、真紅の衣装を身にまとっているものはひとりもいない。肖像画に描かれた人物だけがその色の衣装をまとっているのだ。

　不思議がる咲夜に母が教えてくれた。

「一番大事な黄昏たそがれの色だから、一番偉い人しかまとうことを許されないんですって」

「ふうん」

　じゃあ、真紅のマントをまとっていた父は、一番偉いのか。この肖像画に描かれている人がご先祖様なら、そういうことなのだろう。

　感心して頷きかけた彼女は、ふいに首を傾かたむけた。

「かあさんは、こういうかっこうしないの？」

　父がこの出で立ちをしているとき、母は普ふ段だん着ぎでそれを見ている側だった。

　すると、母は少しだけ悲しそうな目をして、困ったように笑った。

「うーん…そうねぇ」

「？」

　目を丸くして見つめる咲夜の頭をよしよしと撫でて、彼女の額に自分のそれをこつんと当てる。

「私には、こんな豪ごう奢しやで堅かた苦くるしい衣装は、似合わないのよ」

「そんなことない、ぜったいににあうよ」

　絵画を指差して咲夜は言い募つのる。

「ここにかかれてるだれよりも、ぜったいにかあさんのほうがきれいよ。とうさんだってそういうよ」

　子どもの言葉に母は破顔した。

「そうかしら？」

「ぜったいそう！」

　眉まゆを吊つり上げる咲夜の眉み間けんをつついてなだめるように言い含ふくめる。

「ほら、可愛かわいい顔が台無しよ」

　そうして彼女は、ついと目を細めた。

「私は、着られないけれど……」

　抱いた娘むすめの髪を撫なでながら、まるで祈いのるように呟つぶやく。

「あなたは、きっと……」







　紋章が彫ほりこまれたブローチとそれぞれの血筋を表す色のマントは、正統な血族クラーンの証あかしとして、満十五歳を迎むかえた次の年、最初の新月の晩に行われる新月祭で、クラーンを束ねるヴァンピーアの長、ベルンシュタイン家の始祖エーアストから与あたえられるもの。

　しかし、正統でなければ、どれほど欲ほつしても、決してまとうことを許されない。

　十五の誕生日を前にしてお前には資格がないと長老たちに切り捨てられたとき、心に誓ちかった。

　そんなものはいらない。あんたたちに認めてほしいなんて思わない。

　もしそれを与えられるような奇き跡せきが起きたとしても、マントとブローチを長老たちの前で床ゆかに叩たたきつけてやる。
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　ぼんやりと浮ふ上じようしかけた意識の片かた隅すみで、咲夜は思った。

　モンスターがなんぼのもんよ、プライドばかりが異様に高いだけの前時代の石頭、生きた化石、長生きしてて変な力があったりするだけの絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種じゃない。

　優やさしかった母さんを虐しいたげた連中なんか大だい嫌きらいだ。

　幼いながらも理り不ふ尽じんさを感じて憤いきどおっていた咲夜の額をつついて、エミーリアは笑っていた。

　──ばかねぇ咲夜。そんなこと、気にしたらだめよ

　クラーンのものたちは総じて美び貌ぼうの持ち主だ。彼らに比べたら、エミーリアは平へい凡ぼんな部類だっただろう。だが、生き生きとしてとても綺き麗れいだった。

　クラーンの女性たちはみんな造りが整っているけれど、母が一番綺麗だと咲夜は思っていたし、カールもそう言ってはばからなかった。口にはしなかったが、アベルだってそうだろう。

　だから、クラーンの長老たちを見返してやる、いつか必ず間ま違ちがってましたごめんなさいと言わせてやると、咲夜はずっと思ってきた。

　なのに、ケッツァーを仕留められなかった。どころか、自分ひとりではどうにもできない状じよう況きように陥おちいった。

　あえてそうなるように仕向けられた。そうとしか思えない。

　人間だからと蔑さげすまれていたが、まさかそこまで────。

　はっと目を開けて天てん井じようを見上げる。

「……あれ」

　見慣れた天井は、自分の部屋のものだ。

　咲夜は起き上がろうとしたが、背中や肩かた、腿ももなどが一いつ斉せいに悲鳴を上げて、顔を歪ゆがめて低く唸うなった。

「………っ！」

　歯を食いしばって痛みをやり過ごす。何がどうなったのか、頭が混乱していて咄とつ嗟さに思い出せない。

　ナハバールに害をなした、あれはもはや狩からなければならない。もしお前がひとりであのケッツァーを仕留められたなら、お前をクラーンの一員として認めてやろう。そして───。

　痛む肩を押さえていた咲夜は、燃え上がる火のような眼まな差ざしで虚こ空くうを睨にらんだ。

　彼女にそう告げたのは、ヴァンピーア族の長老の一人が差し向けた使者だった。

　正確な年ねん齢れいや名前は知らない。ただ、正統な血族の証であるブローチを持っていた。

　記き憶おくが甦よみがえり、咲夜は目を閉じて唇くちびるを嚙かんだ。
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　その日咲夜は、降誕祭ヴアイナハテンに向けて並びはじめたヴァイナッツマルクトをひとりで歩いていた。

　彼女をはじめとするベルンシュタイン家の者たちに、降誕祭を厳げん粛しゆくに捉とらえる気持ちはない。何しろあちらはクラーンを迫はく害がいしていた過去がある。いまでこそクラーンは空想上の存在とされているが、昔は人間たちから徹てつ底てい的てきに敵視されていたそうだ。

「迷めい惑わくな話よねぇ」

　にぎやかなマルクトを冷やかしながら、咲夜はしみじみと呟いた。

　昔もいまも、クラーンは基本的に人間を襲おそうことはほぼないと言っていい。モンスターの筆頭といっても過言ではないヴァンピーアは無む垢くな乙女おとめを襲って命を奪うばうとされているが、あれとて実は交こう渉しようの末ごくごくたまーに血をいただいて、代わりに病気を治してやったり力仕事を引き受けたりといった対価を払はらっていたのだ。

　結局、実態を知らない連中が騒さわぎ立て、よくわからないがゆえに勝手に怖こわがって勝手におびえて勝手に攻こう撃げきしてきたため、鉄則に従って追っ払ぱらってさっさと逃にげたら、事実と異なる話に尾おびれと背びれと胸むなびれがついて広まってしまった、というのが真相であるらしい。

「まぁ、たまーにほんとに襲う奴やつらもいたみたいだから、仕方ないのかなぁ」

　クラーンの鉄則に背そむいて離り反はんしたはぐれ者たち、通つう称しよう『異端者ケツツアー』がそういう悪事をしでかしたのも事実であり、それらを必要に応じてクラーンの責任として狩ってきたという話も、カールやルイ、グレーテルから聞いている。

　いつだって事実には虚きよ構こうが織り交ぜられる。人間たちの知っているごくごく僅わずかな事実が、モンスターを恐おそろしい存在に位置づけてしまったというのが実際のところではないかと咲夜は考えていた。

　咲夜は人間に捨てられて、モンスターに育ててもらった。だからといって人間を憎にくむとか、嫌きらうという気持ちはない。どちらかといえば、あの家を選んで捨ててくれてありがとう、という感謝が心を占しめている。

　彼女にとって、自分の同族であるはずの人間は、『隣りん人じん』だ。

　隣人には隣人の都合がある。少なくとも彼女の実の両親は、生まれる前に彼女の命を奪うことはせず、産んでからも一思いに手にかけるという選せん択たくをしなかった。

　育てられないから手放して誰だれかに託たくす、それはある意味潔いさぎよい覚かく悟ごであり決意だ。

　というのはカールの受け売りなのだが、彼女も現在そのとおりだと思う。

　少なくとも、モンスターに育てられた咲夜は現状として幸せで、卑ひ屈くつになったことはないし、ひねくれたいとも思わない。何しろひねくれる理由がない。

　あれだけ力いっぱい愛されて、どうやったら卑屈になれるというのだろう。

　けれども、それとはまったく別のところで、拒こばまれているのも知っている。

　ベルンシュタイン家は、始祖たるヴァンピーア直系の血筋だ。傍ぼう系けいのヴァンピーアやほかの血族たちにとって、現当主であるカールの動向を苦々しく思っているものは多い。というより、ほぼ全員が憤ふん慨がいしている。

　クラーンの長おさでありながらクラーンの姫ひめを娶めとらず人間を妻に迎えた。あまつさえ、人間の子どもを養女にしている。

　長たるものが誇ほこり高いクラーンの血筋を愚ぐ弄ろうするとはなにごとだ、と鼻息を荒あらくしている頭の固いのが多いんですよ。

　これは、母エミーリア亡なきあと、咲夜の面めん倒どうを見てくれたグレーテルの談である。

　グレーテルはカールの乳母うばでもある。家か督とくを継ついだいまでも、カールはグレーテルに頭が上がらない。ベルンシュタイン家執しつ事じのルイも、彼女には格別の敬意を払っている。いわば影かげの主だ。

　年ねん齢れい不ふ詳しようのグレーテルだが、咲夜は彼女が大好きだ。料理上手でなんでもできる魔ま法ほう使つかいのようだと思う。

　咲夜が五つのときに病気で亡くなったエミーリアも、グレーテルを祖母のように母のように慕したっていたし、グレーテルも母をとても可愛かわいがり、当主の妻として尊重していた。

　クラーンの中で、エミーリアとアルベルト、咲夜を丁てい重ちように扱あつかってくれたものは、グレーテルとルイ以外僅わずかしかいなかった。

　ガラス細工の露ろ店てんを覗のぞき、小さなトナカイやベルを吟ぎん味みする。

　昔の救世主に信しん仰こう心はないが、オブジェとしてのツリーは毎年飾かざっている。

　毎年ひとつずつ新しいオーナメントを買い足すのが、カールとエミーリアが結けつ婚こんした年からの、ベルンシュタイン家の慣ならわしだ。ヴァイナッツマルクトがはじまると、女性だけで出かけて新しいオーナメントを選ぶ。男性は今年は何かと、楽しみに待っている。

　エミーリアが亡くなってからは、オーナメントを買うのは咲夜の役目になった。

「去年はステッキだったから、今年はトナカイがいいかしら……」

　ガラスのオーナメントはどれもこれも綺麗にきらきらと輝かがやいていて、その中でひとつ選ぶのはとても難しい。

　真しん剣けんに選んでいた彼女は、たくさんのオーナメントの向こうにじっとたたずんでいる人ひと影かげを認めた。

　マルクトに繰くり出してきた人々は皆みな楽しそうに目を輝かせている。だが、その人は妙みように冷めた目で、咲夜をじっと見ているようだった。

　怪け訝げんに思った咲夜が見返すと、男はふいと身を翻ひるがえし、肩かた越ごしにもう一度視線をくれてきた。

「…………」

　咲夜は眉まゆをひそめた。ついて来いということか。

　一いつ瞬しゆん逡しゆん巡じゆんした。見知らぬ人間についていってはいけない。子どもでもそれくらいは理解している。マルクトは人出が多く、何かあっても声を上げれば誰かが気づいてくれるが、そこから離はなれればそうもいかない。

　咲夜はいつも、外出するときリボルバーを持っている。護身用だ。十五歳の誕生日に父からプレゼントされた。誕生日といっても、正式なものではない。正式なベルンシュタイン家の養女となった日が咲夜の誕生日だ。

　武器がほしいとねだったのは咲夜自身だ。反対されるかと思ったが、予想に反してカールは渋しぶることもせずに彼女の名前が入ったチーフス・スペシャルを用意してくれた。

　ほかのクラーンのような特別な力を持たない彼女の身に何らかの危険が迫せまったとき、ないよりはいいだろうと考えてくれたのかもしれない。

　本当のところを直接尋たずねたわけではないので、あくまでも咲夜の推測だ。

　斜ななめがけしたショルダーバッグの中にリボルバーが入っているのを確かめて、咲夜はマルクトを抜ぬけ出した。

　建物の間の薄うす暗ぐらい小こ路みちに男が入っていく。咲夜はそのあとを追った。

　人気がないのを確かく認にんするそぶりを見せた男は、コートのポケットからブローチを覗かせた。

　月と剣けんとバラの意い匠しようは、クラーンの紋もん章しようだ。

　ドイツ南西部に広がるシュヴァルツヴァルト。その奥深く、人間たちはなぜか決してたどり着けない『黄昏たそがれの城しろ』と呼ばれるベルンシュタイン家本来の居城に、ヴァンピーアの始祖が住んでいる。あのブローチは、始祖から与あたえられるクラーンの一員である証あかしだ。

　クラーンの男は、見た目は三十代くらいのように思えた。しかし、実じつ年ねん齢れいはその限りではないだろう。

　警けい戒かいする咲夜に、男は自分がクラーンの長老に仕えるものだと告げた。

　咲夜の警戒は不ふ審しんに変わった。自分を忌いま々いましく思っている長老衆の使いが、一体なんの用だ。

　使者は抑よく揚ようのない無感動な口調で、長老からの伝言を咲夜に聞かせた。




『我らと縁えんもゆかりもないナハバールの子よ。クラーンにその名を加えたいと望むなら、ケッツァーを狩かってみせろ』




　咲夜は男を無言で睨にらんだ。

　そんなものいらないと叫さけびかけた彼女に、使者はさらに言葉を重ねた。

　それを聞いた咲夜は目を瞠みはり、唇くちびるを嚙かんで顔を歪ゆがめた。

　リボルバーの入ったバッグを摑つかんでひどく長い時間押し黙だまり、やがて彼女はそれを受けた。

　去り際ぎわに、長老からだと長方形のアルミケースを渡わたされた。使者がいなくなってからケースを開くと、ケープとブローチ、そして小さな革かわのケースが入っていた。中に並んでいたのは、五発の弾だん丸がん。

　クラーンのものたちは、人間より長命で、生命力が強く、強きよう靭じんな肉体を持っている。離反した異端者とてそれは同じだ。狩るためには特別な武器が必要となる。

　咲夜がカールからリボルバーを与えられたことを、どこからか聞いたのだろう。

　それは、チーフス・スペシャル用に作られた、ケッツァーを狩るための銀の弾丸だった。
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　咲夜ははっと瞼まぶたを開いた。

「あたしの銃じゆう……っ」

　ゴーレムの仕し掛かけた爆ばく発はつから逃のがれるために、ライン川に落ちた。

　あのとき咲夜はチーフス・スペシャルを握にぎり締しめていたはずだ。

　跳はね起きた途と端たんに全身のいたるところが相当痛んだ。

「……っ、つつ……っ！」

　歯を食いしばってベッドを降りる。

　そのときようやく気づいた。セーターとパンツを着ていたはずなのに、いま身に着けているのはいつもパジャマ代わりにしているゆったりとしたチュニックだ。

　腕うでや足、左頰ほおには包帯やガーゼが巻かれ、完全に手当てされている。

「あれ……？」

　そもそもどうして自分の部屋に寝ねているのか。いつ戻もどってきたのだろう。まったく覚えていない。

　そこまで考えて、ようやく完全に思い出す。

　ケッツァーとゴーレムに追い詰つめられて絶体絶命だったあの瞬しゆん間かん、遠とお吠ぼえが響ひびいて白銀の狼おおかみと黒衣の青年が降り立った。

　いるはずのない場所に、いるはずのない彼が、どうしてか現れた。

「アベル……」

　咲夜は痛む体を引きずるようにして、よろよろと寝しん室しつを出た。

　壁かべに手をつきながら廊ろう下かを進み、手すりに寄りかかるようにして階段を降りる。動くたびに体がきしんで悲鳴を上げそうになった。

　家族たちがいるのは大たい概がいリビングかダイニングだ。

　予想通り、ダイニングに人の気配があった。

　一番奥にある両開きの扉とびらまでようやくたどり着き、寄りかかるようにして押し開けた。

「アベル!?」

　バランスを崩くずしてその場に崩れ落ちる。

　床ゆかに手をついて顔を上げた咲夜は、ダイニングテーブルについて、いままさにラントブロートをかじろうとしていた要と目が合った。

　要は、口を開けた状態で瞬またたきをした。

　一方の咲夜は、呆あつ気けに取られた様子で目を見開き、やがて剣けん呑のんに目を細めて唸うなった。

「………要、あんた何やってんのよ」

　凄すごまれた本人は、とりあえずラントブロートを皿に置いた。

「えーと、グレーテルさん特製の朝飯を、ご馳ち走そうになっている？」

　それは見ればわかる。

　無む性しように腹が立ってさらに言い募つのろうとしたとき、手を叩たたく乾かわいた音が響いた。

　ロングドレスにエプロンのグレーテルが、すうと息を吸い込む。

「要さん、回れ右」

「はいっ」

　思わず反応して言われたとおり回れ右をした要の視線の先には、渋じゆう面めんを作ったアルベルトが立っている。その目が非常に怖こわい。

　え、俺なにかしました？

　無言で固まる要の脇わきをすり抜けて、グレーテルは咲夜に駆かけ寄った。

「咲夜様、いけません。まだ横になっていないと、だいぶ痛むはずですよ。あちらこちら腫はれあがっているんですから」

　咲夜は肩かたの力が抜けたのを自覚した。

　着き替がえと手当てをしてくれたのはグレーテルか。

「あたし、どうして……」

　疑問を口にする咲夜を、グレーテルはさえぎった。

「それよりも、まず着替えを。その格好で歩き回ったと知ったら、あとでカール様が卒そつ倒とうします」

　後ろを向いたままそれを聞いた要は、アルベルトの渋面の理由を悟さとった。

　うええええ、いやあのこれはカンペキな不ふ可か抗こう力りよくってやつで！

　背中を冷たい汗あせがだらだらと流れ落ちる。

　扉が閉まる音がして、アルベルトが小さく息をつく。

　そこに、白磁のポットを載のせたトレーを手にしたルイが姿を見せた。

「いま咲夜様の声がしたような……。気のせいですかねぇ」

　のんびりと首を傾かたむけながらトレーをテーブルに置いたルイは、固まっている要の様子に気づいた。

「おや、要さん。なんだか随ずい分ぶん顔色が良くないですね。あまり眠ねむれませんでしたか？」

　要は形容しがたい気分で顔をくしゃくしゃにしながら答えた。

「いーえ、ものすごくよく眠れました。それとこれは関係ありません」

「そうですか、それは良かった。あ、お茶を淹いれますね。アルベルト様はどうされますか」

　アルベルトは要の斜ななめ前の席に着き、短く返した。

「もらう」

「はい」

　ポットの紅茶をティーカップに注ぎながら、ルイはほけほけと笑った。

「こうしてアルベルト様にお茶をお淹れするのは、本当に久しぶりですねぇ」

　アベルは無言だ。ティーカップを持って、優ゆう雅がに口元に運ぶ。その仕草ひとつひとつが大変絵になる。やはりカールの息子むすこだなぁと要はしみじみ考えた。

　先ほど中断した食事を再開する要に、湯気のたつティーカップを差し出したルイが口を開く。

「離はなれの掃そう除じはいつごろ終わりそうですか？」

　うーんと要は考え込んだ。アルベルトが怪け訝げんそうな視線を向けてくる。一応面識はあるものの、帰ってきたときに要がいたのをみて、このときも怪訝そうにしていた。

「畳たたみを拭ふき終わったので、あとは障子貼はりですかねぇ。かなりやってないから時間かかりそうですけど、今週の半ばまでには終わらせます」

　ベルンシュタイン家マインツ邸てい、と要が勝手に呼んでいるこの邸やしきの広い敷しき地ち内には、この古い見事な洋館のほかに、平屋の純日本家屋が建っている。小ぢんまりとした造りなのだが、茶室はあるわ床とこの間はあるわ欄らん間まはあるわ、果ては庭から見える枯かれ山さん水すいに鹿しし威おどしまで、実に見事なものである。石で囲った池もあり、ちゃんと明かりが点ともる石いし灯どう籠ろうが幽ゆう玄げんな雰ふん囲い気きを作り出す。

　ドイツにあって、いまどき都心ではお目にかかれないような純然たる日本家屋に遭そう遇ぐうしたときの驚おどろきたるや、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。と、まるで文学調な感想を抱いだいてしまうくらいだった。

　聞けば三十年ほど前に日本から腕の良い宮大工を招き、できるだけ日本製の材料を揃そろえて建てたものだという。ヨーロッパ各国にたまに見られるジャパニーズガーデンのえせジャパニーズぶりに辟へき易えきしたカールが、ついうっかり本気を出したという話だ。

　なんの本気なんだろうと要は思ったが、些さ細さいなことなので考えるのをやめた。

　その離れなのだが、さすがに築三十年なのであちらこちらが古くなってきた。中でも障子がどうしても日に焼けて変色している。

　余談だが、人の住まない家は傷いたむから週に三日はカールがこちらで寝ね起おきをしていると聞き、筋金入りだなと要はひそかに舌を巻いた。

　さすがにドイツには手入れができる職人がいないので、日本で大工や職人を募ろうかなというカールの呟つぶやきを聞いた要が手を上げたのは一ヶ月ほど前だ。

　俺、やってもいいですか？

　実は要の祖父は腕のいい宮大工で、いまも現げん役えきなのである。

　父はその跡あとを継つがなかったが、両親と離れて祖父母の家で暮らしている間、ずっと祖父の手て業わざを身近で見てきた。祖父母の家は祖父が建てた日本家屋で、いまどき珍めずらしい欄間や床の間もちゃんとある。

　年末になると、祖父と一いつ緒しよに大おお掃そう除じをして障子や襖ふすまを張り替かえ、それで出たごみは庭で落ち葉や廃はい材ざいとともに火にくべ、一緒に芋いもを焼く。それが要の冬の恒こう例れい行事だった。

　建物自体には手が出せないが、古くなった障子を張り替えたり、汚よごれた柱や床の間を拭いて畳を上げて埃ほこりを叩く、それくらいならできる。

　祖父母のところにいたときはめんどくさいなぁと思っていたが、いざ日本を離れると、日本文化が懐なつかしく、その良さを再さい認にん識しきしている要なのだった。

　カールは喜んで、やってもらった分にはきちんと報ほう酬しゆうを出すと申し出てくれた。

　そんなわけで、要は十一月からちょくちょくとこの洋館に足を運んでは、離れの掃除にいそしんでいる。いつまで、という期限は特に決められていなかったが、要としては冬休みに家族と一緒に一時帰国をするので、それまでには終わらせたい。

　がさごそと作業をしていると、時々カールやルイ、咲夜が興味深そうに覗のぞきにやってくる。見られるのはどうにも落ち着かないが、彼らは離れに愛着があるようで、綺き麗れいになっていくのを楽しそうに見ている顔が、なんだか嬉うれしくもあった。

「あそこの庭には桜も植えられているんですよ。なんとか根付いてくれたので、毎年お花見ができるんです」

「ああ、そういえば」

　ルイの言葉に要は庭木を思い浮うかべる。確か小さな梅もあったような。そういう木々が絶ぜつ妙みように配された離れの庭は、そこだけ見ると完全な日本だった。

　ブロートを食べ終わった要が、皿のフルーツにフォークを刺さす。学校は冬期休きゆう暇かに入っているので時間はある。

「あのー、司堂は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　グレーテルとともに出て行った咲夜は、よく見ると手足に包帯を巻いて頰ほおにガーゼを貼っていた。

「この辺とかこの辺とかに包帯巻いてたような」

　自分の手や足を示す要に、アベルとルイの視線が向けられる。

　ルイが笑え顔がおで口を開いた。

「要さん。どこまでご覧になったんですか」

「え？　いや、どこまでというか、見えたままというか……」

　答えながら、要は背中に再び冷たい汗が噴ふき出したのを自覚した。まずい。アルベルトの目が怖こわい。いやその、不可抗力じゃないですか、決してやましい気持ちは。というか司堂があんなかっこで出てきたのが悪いんじゃないのか。

　という心の叫さけびを口にすることはできず、要は笑ってごまかすしかなかった。










　自室に戻もどった咲夜の手足を調べながら、グレーテルが怖い顔をした。

「まったく、お嫁よめ入いり前の女の子がこんなに傷だらけになって。残るような傷を負ったらどうするんですか」

　チュニック一枚で咲夜は渋じゆう面めんになる。

「そんなことを気にするような心の狭せまい人とは結けつ婚こんしないからいい」

「相手の殿との方がたが気にしなくても、自分が気にしてしまうものですよ。さ、もう少しお休みください。あとで何か軽いものをお持ちしますから」

　ベッドの上に腰こしを下ろしたまま、咲夜は上うわ目め遣づかいに老女を見上げた。

「グレーテル。あたし、昨夜ゆうべどうやって帰ってきたの？」

「アルベルト様とルイが、咲夜様をお連れしたんです」

　みんなぐしょ濡ぬれで、車のシートがびしょびしょだから乾かわかさないととルイが苦く笑しようしていたらしい。

「ケープとリボルバーは、ルイのところにありますよ。念のため分解してメンテナンスをすると言っていましたから、終わったら返してくれるでしょう」

「あたしが自分でやるわよ」

　自分の銃じゆうなのだから自分で手入れするようにと、渡わたされたときにカールから言われている。

　グレーテルは苦笑した。

「手元に戻ってこない間は、丸まる腰ごしだからあんな無む茶ちやはしないだろうと、みんなが思っているんですよ」

　みんなに黙だまって狩かりに出たことを言われているのだ。咲夜はばつの悪そうな顔でベッドに足を突つっ込んだ。

「誰だれにも言わないでって言ったのに、父さんたちにしゃべったわね、グレーテル」

　軽く睨にらんでも、老女は涼すずしい顔だ。

「言わないつもりでしたよ。でも、突とつ然ぜんお帰りになったアルベルト様が、それはもうものすごい剣けん幕まくで咲夜様の行方ゆくえを問い詰つめてこられましてねぇ」

　約束の時間になっても咲夜が戻ってこなかったこともあり、グレーテルはついに口を割った。

　聞くなりアルベルトとルイが飛び出していき、そこにちょうど要がやってきた。

「カール様も大層ご心配されていました。でも、叱しかられることはないと思いますよ。このグレーテルがお願いしておきましたから」

　片目をつぶるグレーテルに、咲夜はようやく笑った。

　それと同時に、熱いものがこみ上げて目め頭がしらがじわりとしてきた。

　慌あわててごまかすように頭を振ふる。まだ終わっていない。

「アベルは、どうして戻ってこられたの」

　紺こんのロングドレスを着た老女は、困こん惑わくした風ふ情ぜいで首を振った。

「さぁ……。長老たちがなぜ許したのか、なんだか気になりますねぇ」

　咲夜は険しい目で頷うなずいた。

　アルベルトは、シュヴァルツヴァルトの奥深くにそびえているクラーンの本ほん拠きよ地ちである城で、この十年間暮らしてきた。

　咲夜はアルベルトとほとんど会えず、言葉も交かわしていない。年に数度、短いカードが届くだけだ。

　それまでずっと気を張っていた咲夜は、肩かたを落としてうなだれた。

「凄すごく、びっくりした。ルイが来てくれたのもだけど、アベルだと思ったとき、息が止まるくらい……」

　記き憶おくしている姿よりずっと大きくなっていて、まるで知らない誰かのようだと思った。だが、その背は。昔一緒に暮らしていたときいつもいつも追いかけて、立ち止まって振り返り、手をのばしてくれたのと同じで、だから一目でわかった。

　彼がまとっていた黒のケープを思い出し、咲夜はほっとしたように肩の力を抜ぬいた。

「アベル、ちゃんとクラーンの一員として認められたんだね。良かった」

　母親が人間だったアルベルトは、ベルンシュタイン家の長子でありながら、嫡ちやく出しゆつ子しではなく非嫡出子扱あつかいされているのだ。

　エミーリアが亡なくなってから、その結婚を無効とし、新たにクラーンの血筋から妻を娶めとって跡あと継つぎをもうけるように迫せまられたカールが、咲夜がおびえるほど激げつ昂こうしていたのをいまも覚えている。

　──私にはエミーリアが遺のこした息子むすこがいる、愛する娘むすめがいる。ほかの女なんぞいらん、ベルンシュタインの家名なんてもう知るか、出てってやるっ！

　その剣幕に、長老衆はさすがに慄おののいた。

　ならばベルンシュタインを継つぐべき男子として成人までアルベルトをこの城で我々が教育する、それが受け入れられなければお前がここに戻れ。どちらかを選べば、人間の血を引いていることには目をつぶってやる。

　二に者しや択たく一いつを迫られたカールは、後者を選ぼうとした。しかし、アルベルト自身が、城に入ると決めた。アルベルトは、母を認めなかった長老衆と父が折り合いが悪いことを知っていた。

　自分が我が慢まんすればいいならと、九歳の少年は静かに長老衆の言葉を受けたのだ。

　別れの日のことを、咲夜はいまでも覚えている。

　毛布の下で膝ひざを立て、咲夜はそこに腕うでをのせる。

「あれ以来、あたしは城に出入り禁止になっちゃったでしょ。連中の顔を見なくてすむのは清々したけど、……アベルに会えないのだけが、嫌いやだったなぁ」

　当時を振り返ってほろ苦く笑う咲夜に、グレーテルは言いにくそうにしながらおずおずと口を開いた。

「……アルベルト様のケープは、カール様からお借りしたんですよ。まだ、ご自分のものはお持ちでないそうで……」

「え……？　どうして？　だって、そのために城で長老たちが育てたんじゃないの？」

「ええ、そうだと聞いていたんですけれど……」

　どうやら、ヴァンピーアと人間の間に生まれたダンピールだということに、クラーンの上層階級に所属している者たちが難色を示しているのだという。

　グレーテルは目を怒いからせた。

「クラーンの紋もん章しようが入った衣装をまとっていないと正式な狩りとはみなされませんからね。急きゆう遽きよカール様のケープを借りて、咲夜様の後を追われたんですよ」

　咲夜は両手で顔を覆おおった。

「…………咲夜様…」

　話の接つぎ穂ほを探すグレーテルの耳に、低い唸うなりが飛び込む。

「……あぁぁぁんのぉぉぉ……っ！」

　エミーリアと一いつ緒しよに、十年前に最後に遭そう遇ぐうしたとき、自分たちを蔑さげすむように見下ろした老体たちの顔は、忘れない。

　顔を上げた咲夜は、怒りに燃える目をしていた。

「何が長老よ、何がクラーンよ…っ！　認めてもらえなくたって構わないわ、人間上等、何が悪いってのよ！　あたしだけならともかく、あれだけ無理難題吹ふっかけたくせにいまだにアベルを認めてないって、どういうこと!?」

「長老衆は認めようとしたみたいですけど、各血族の上層階級のお歴々が反対しているんですって。それはさておき、咲夜様、あまり興奮すると傷が痛みますよ」

　グレーテルの言うとおり、体のあちこちが悲鳴を上げる。

　咲夜は涙なみだ目めでうめいた。

「まずは傷を治しましょう。このグレーテル特製のハーブティーを飲めば、すぐに痛みが引きますよ」

　片目をつぶる老女を見上げて、咲夜は苦いものを飲んだ顔をする。

「ハチミツ入れてね」

「はいはい。お持ちしますから、まずはこちらに着き替がえて横になっていてくださいね」

　グレーテルが用意したのはシルク素材のパジャマだ。チュニックは意識のない彼女にとりあえず着せたものらしい。

「それと、あとでアルベルト様にちゃんとご挨あい拶さつなさいませ」

　横になった咲夜は目をしばたたかせる。老女は優やさしく微笑ほほえんだ。

「まだ、お帰りなさいと、言ってませんでしょう？」

　閉まるドアを見つめて、咲夜は息を吸い込んだ。

　戻もどって、来たのだろうか。本当に、ずっと一緒にいられるのだろうか。

　戻ってきたアルベルトは、咲夜の行方を問い詰めたという。咲夜が狩りに出たと知っていたのか。なぜだ。

　天てん井じようを見上げて、咲夜は息をつく。

　わからないことだらけだ。

「……考えても、しょうがないかも」

　わかっているのは、あのケッツァーを仕留めれば咲夜はクラーンの一員として認められる、ということだ。

　だが咲夜は、本当にそんなものはいらない。だから、それと引き換かえに別の要求をしようと思っている。

　毛布を握にぎり締しめて目を閉じる。

　悔くやしさや腹立ち。そういったものとは別に、胸の奥に小さなあたたかいものが灯ともっている。

　ライン川に落ちる直前、覆うように抱だきしめられた。

　ああ、こんなに会いたかったのかと、咲夜はいまさら痛感した。







　　　　４







　森の中に潜ひそんで日が暮れるのを待っていたケッツァーは、午後三時を過ぎてあたりが少しずつ暗くなってきた頃ころ、ようやく動き出した。

　異い端たんとみなされた瞬しゆん間かんから、彼はただのケッツァーとして扱あつかわれ、個の名前などは抹まつ消しようされる。しかし彼には、生まれてから数十年間使いつづけた名前が確かにあった。

　彼の名はテーオドール、テーオと呼ばれていた。

　あの城じよう砦さいでテーオが作り出したゴーレムのほとんどは、クラーンの者たちに壊こわされた。

　ゴーレムを作るには技量がいる。強い力を持つものならば人間の血がなくとも生成できるが、自分程度では難しい。

　さらってきた子どもや赤ん坊ぼうたちは使いきった。これから調達するのも時間がかかる。

　テーオは顔を歪ゆがめた。

　もともとはヴァンピーアのクラーンに属していた。階級は最下層。クラーンの本ほん拠きよ地ちである『黄昏の城』は、名前しか知らない。どこにあるのかもわからない。

　クラーンは血筋ですべてが決まる。自分のような何も持たないヴァンピーアは、どれほど生きても最後まで最下層のままだ。

　それに嫌いや気けが差していた。

　そんな彼に、接せつ触しよくしてきたものがいた。

　その男は、クラーンの存在を、人間たちに『モンスター』と呼ばれるものたちのことを知っていた。そして、その本拠地を探しているとも。

　人間たちの中には、クラーンの者たちが持つ異能の力や、桁けた外はずれに長い寿じゆ命みように目をつけ、それを欲ほつするものたちがいることを聞いていた。どうにかしてそれらを手に入れるため、魔ま術じゆつ的なものから科学的な分野にまで手を広げ、研究している一団があるのだと。

　テーオは、魔術から科学までとはまるで秘密結社か何かかと揶や揄ゆしたが、男はそのとおりだと笑った。『クライス』。それが秘密結社の名だという。

　結社に属するものの証あかしとして、鍵かぎとなるペンダントを受け取った。

　テーオは舌打ちした。あのペンダントを、クラーンの小こ娘むすめに奪うばわれたままだ。取り戻さなければ。

　自分を『ケッツァー』と呼び、ゴーレムにひるむことなく倒たおしたあの娘むすめは、黒のケープをまとっていた。話に聞いたことがある。クラーンの紋章の入ったケープ。黒のそれは、ケッツァーを狩かるために放たれたクラーンの刺し客かくだ。

　テーオは考えた。クライスの男は、あの娘を生け捕どりにし、自分が引き取りにくるまで身み柄がらを拘こう束そくしておくように言っていた。

　なんとしてももう一度捕とらえなければ。そして、ペンダントを取り戻さなければならない。あれがなければクライスに受け入れてもらえない。

　クライスの技術は相当なものだという。ならばそれを利用するのだ。クラーンの上層階級たちを研究材料としてクライスにくれてやり、『黄昏の城』に自分が君臨してやろう。

　そのためには、まず兵隊を作らなければ。ひとりでは何をするにも不自由だ。

　ゴーレムが作れないなら、生きた人間を僕しもべにするしかない。

　テーオは森を進み、ひとつの建物に目をつけた。

　塀へいに囲まれ、幾いくつかの建物が並んでいる。その中のひとつはひときわ高く、尖せん塔とうが天を突ついている。

　明かりの灯ともり始めた窓の向こうに、幾つかの影かげが動いている。

　口元の牙きばがのびる。舌なめずりをするテーオの目が、ぎらりと光った。




　　◆　◆　◆




　日本家屋の障子の張り替かえが終わったのは、約束どおり週の半ばだった。

　綺き麗れいになった畳たたみの一室は掘ほりごたつになっており、喜色満面のカールがどてらでこたつという「日本人、よくある冬の風景」を再現していて、妙みように目め頭がしらが熱くなった。さすがに温うん州しゆうみかんはなかったようだが、代わりにマンダリンオレンジをかごに入れていたあたり、カールの探究心は徹てつ底ていしていた。

　バイト料は好意で色づけされており、要はほくほくしながらヴァイナッツマルクトに繰くり出した。もうすぐ日本に帰国するので、土産みやげというか、プレゼントを探すためだ。

「で、どんなのがいいわけ？」

　セーターとスカート、タイツにアーミー系のごついブーツをはいた咲夜が、ダウンコートにショルダーバッグを斜ななめがけして要の隣となりを歩いている。

　要は空を見て思案するように目を細めた。

「うーん。可愛かわいいものがいいと思うんだが、女の好みはわかりにくいんだよなぁ」

　しかつめらしい顔で腕うでを組み、要はあちらこちらを見回す。

　ヴァイナッツマルクトは、季節ならではのものからそうでないものまで、多種多様の品が並ぶ。

　後ろ手を組んだ咲夜が肩かたをすくめた。

「可愛いって言っても、色々あるわよ？」

「そうなんだろうなぁ。…………よくわからないんだよなぁ」

　本気で困っている要に、咲夜は半ば呆あきれながら息をついた。










　東條要はこの春中学を卒業し、両親の許にやってきた。

　その卒業式に、同級生の少女に告白されて、現在遠えん距きよ離り恋れん愛あい真っ只ただ中なかなのだ。

　卒業時にはもう留学が決まっていた要は、告白してきた彼女に、半ばパニックに陥おちいりながらまくし立てた。

　──うえぇぇぇっ!?　て、あの、えーと!?　俺、来週ドイツに行くんですけどっ！

　知っている、でも最後にどうしても伝えたかった。そう涙なみだぐんだ彼女は、要が小学校六年生の二学期にやってきた転校生だった。

　家が近かったのと、それからずっと同じ学校、同じクラスだったので、登下校が一いつ緒しよになることが多く、同級生の中ではかなり親しい間あいだ柄がらだったと思う。というか、中学に上がって最初のクラス編成で、同じクラスに名前を見つけたとき、心の中でガッツポーズをするくらいには、とてもとても親しみを持っていた。

　いやもう親しみとかそういうレベルじゃないっていうかまぁなんだそういうことだ、と自分に対してまで無意味な理由を並べるくらいには、要は彼女のことが気になっていたのだが、まさか彼女も自分を見ていてくれたなんて、冗じよう談だんか何かの間ま違ちがいか誰だれかの仕し掛かけだったら俺いまそいつの首を締しめ上げる、とあたりを見回してしまった。

　彼女は涙目で微笑ほほえみながら言った。

　──どうしても最後に言いたかったの。ドイツに行っても、元気でね、要くん

　要は慌あわてて訴うつたえた。

　──ちょっと待てよ、どうしてこれで終わりみたいな言い方すんの!?

　彼女は潤うるんだ目を丸くした。

　東條要十五歳。遠距離恋愛が確定した瞬間だった。

　その後、週に一度の文通という、実に気の長い付き合いがはじまった。

　何しろ日本とドイツは遠い。電話は料金を払はらいきれないし、ファクシミリでは味気ない。ほかになにか連れん絡らく手段があればと思うが、そんな便利なものはないのだから仕方がない。

「俺さ、思うんだよ。たとえばさ、ものすごく科学が発達して、地球の裏側から一いつ瞬しゆんで手紙が届くとかさ、そんな発明誰かしないもんかな」

　拳こぶしを握にぎり締めて熱弁をふるう要に、咲夜は冷めたものだ。

「ないんじゃない？」

「冷たいなぁ～～～」

「はいはい、きっと誰か発明してくれるわよ。人間の努力と発想は素す晴ばらしく技術の進歩は目覚ましい、父さんが言ってたんだから間違いないわ」

　横の咲夜をじとっとねめつけ、要は半眼になってうめく。

「その気のない口ぶり、誠意の欠片かけらもねぇなぁ、おい」

「だって要、あんたそれ言うの何度目よ。いい加減聞き飽あきたし、そこまで言うなら日本に帰ればいいじゃない」

　要はにわかにあさってを見はるかした。

「それはだめだ。男が一度決めたことを、中ちゆう途と半はん端ぱに投げ出すのはよくない」

「かっこ悪いもんね」

「そうなんだよ。……って、だからどうしてお前ってやつわ…っ！」

　頭を抱かかえる要を黙もく殺さつして咲夜はあらぬ方を眺ながめやる。

　怪け我がは大分よくなったが、いまでも動くと少し痛い。それでも出かけてきたのは、前々から要の買い物に付き合うと約束していたからだった。

　ずっと外出禁止を言い渡わたされていたので、外に出るのは久しぶりだ。

　外出するにあたり、ルイは渋しぶ々しぶリボルバーを返してくれた。くれぐれも無む茶ちやをしないように、何かあったら即そつ刻こく電話を入れるか、タクシーを拾って帰ってくるようにときつく言い渡された。

　アルベルトが同行しようとしたのを、咲夜は断った。

　どうしてかわからないが、十年ぶりに会ったアルベルトは時々知らない人のように思えて、いやに落ち着かない。

　それに、と。咲夜はそっとため息をついた。

　アルベルトやカール、ルイに隠かくしていることがある。それがあるから、どうしても平静でいられないのかもしれない。

　アルベルトの物言いたげな黒い双そう眸ぼうに見つめられると、つい目を逸そらしてしまう。

　子どもの頃ころはそんなこと絶対なかったのにと、咲夜はそれが寂さびしかった。

　アルベルトは子どもの頃から極きよく端たんに口数が少なく表情も乏とぼしくて、カールがかなり心配していたという。対するエミーリアはまったく動じなかったそうだ。

　──アベルはね、本当に言いたいことだけしか言いたくないし、ちゃーんと色々わかってるのよね。だから、大事なときにしか笑わないの。それってすごく貴重じゃない？

　妻の言葉に、カールはなるほどと納なつ得とくし、ルイとグレーテルは拍はく手しゆしたという。

　自分があの家に来る前の話だ。

「それで、彼女はどんな子なの？　それがわからなかったら選べないわよ」

　立ち止まった咲夜が促うながすと、要は腕うで組ぐみをして唸うなった。

「うーんうーん、強しいて言うなら……」

「言うなら？」

「お前と正反対」

　指差された咲夜の目が、据すわった。

「………おとなしくて口数も少なくて優やさしくて静かに笑う大和やまと撫子なでしこみたいな？」

「そうそうそのとおり」

　大喜びで手を叩たたく要を睨にらみ、咲夜は低く唸った。

「いーい度胸じゃないのよ要。あんたいま、ここであたしが怒おこって帰っても文句言えないこと言ったわよ」

「俺、噓うそのつけない人間なんだ」

「噓がつけないならせめて言葉を選びなさいよね、まったく……」

　ぷりぷりと怒おこりながらも帰ろうとしないのは、ここで放ほうり出したら要は本当に何を選べばいいのかわからず途と方ほうに暮れて結局泣きつかれるだろうことが容易に想像できるからである。

　咲夜は真面まじ目めに思案した。口元に指を当てて考える。

　一方の要は、身近にこういう頼たのみごとができる同年代の異性が咲夜しかいなかったので頼んでみたものの、なんだかんだいって結構な大金持ちのお嬢じよう様さまの感覚で選ぶものが本当に彼女の好みに合うかどうかが実は心配でもあった。

　移動が常にファーストクラスで、道楽であんなきちんとした日本家屋を建てて日本庭園を造り、着ているものはすべてオーダーメイド。どてらを含ふくめて。

　養女とはいえそんな男の娘むすめである司堂咲夜は、本人の好みなのか、いつも極端にシンプルな服しか着ていないが、それらはすべてかなり上質なものであると要でもわかる代しろ物ものだ。

　小こ遣づかいをため、バイトをし、要の歳としにしては頑がん張ばった予算だが、咲夜の選ぶものが彼女の日常的な感覚にそった品物だと、足りないかもしれない。

「写真とかはないの？」

　問われた要は、いまは持ってないけど家に行けばあると答えた。これは本当だ。卒業式に一緒に撮とった写真が一枚、机の引き出しのノートの下に隠してある。そこまでしなくてもと思われるかもしれないが、掃そう除じをしに入ってきた母に見つかったら大変なことになるので、念には念を入れたわけだ。

　実は要の母である雅まさ美みはそれをとうにお見通しで、両親揃そろってこっそり写真を見て、きゃっきゃと喜んでいたりする。知らぬは子どもばかりなり。

「髪かみ型がたは？　長い？　短い？」

「えーと、夏はこの辺まであったかな。切ったっていう話は聞いてないから、いまはもうちょっと長いかも。勉強するときはゴムで縛しばったりしてた」

　肩かたの辺りを示す要に、咲夜はふむと頷うなずいた。

　おとなしくて控ひかえめなら、派手なヘアアクセサリーなどは好まないかもしれない。ならばいっそ、身につけるものではないほうがいいか。

「…………たとえば…あれとか？」

　咲夜が示したのは、近くの露ろ店てんで売っているスノーグローブだった。

　様々な種類のスノーグローブは、日本でもよく見かける。

「値段も手ごろだし、そんなに大きくないから持って帰るにもかさばらないし、窓辺とか本ほん棚だなとかに置けるからしまいっぱなしにはならないだろうし、見てる分には可愛かわいいし綺き麗れいだし」

　しかし自分で買うかというと、少し悩なやむものだ。なんとなくだが、スノーグローブは自分で買うものではなく、誰かからもらうものという気がする。

「あたしもうちに何個かあるけど、父さんが買ってきてくれるのよね。凄すごく小さいけどボールの中の細工が細かいのだとかなり綺麗よ」

　へたに自分の使いやすいものや女性らしいものという点を追求すると、一体誰に選んでもらったのか、ということになるかもしれない。女は勘かんがいいのだ。たとえただの友人であっても、離はなれているとその分疑いが深くなってしまうこともある。

　スノーグローブをためつすがめつしていた要は、感かん嘆たんしたようだった。

「なるほどなぁ……。ちゃんとしたのは結構値が張るけど、確かに綺麗だわ」

　うんうんと頷いて、要はにっと笑った。

「よし、これにしよう。えーと、どれがいいかな」

　吟ぎん味みしはじめた要を横目に、ほかの客に場所を譲ゆずった咲夜は露店を少し離れる。

　そういえば。

　マルクトをぐるりと見回して、咲夜は瞼まぶたを伏ふせた。

　まだ、ガラスのオーナメントを買っていない。今年は何にしようか。

　降誕祭を二週間後に控えた冬の夜に、エミーリアは息を引き取った。元気になったらオーナメントを買いに行きましょうねと約束をしていた。何を買うかをそのとき決めていたのに、結局約束は果たされず、次の年は別のオーナメントを買ったのだ。

　咲夜とエミーリアだけの約束だったので、揃そろっていないオーナメントがなんなのか、家族たちは知らない。

　風が冷たい。ドイツの冬は日が短く、気温が低い。家の中はあたたかいが、外にいると本当に寒い。

「あたし、よく風邪かぜ引かなかったなぁ」

　この季節にライン川に落ちたのに。

　ショルダーバッグの中にあるチーフス・スペシャルには、あの弾だん丸がんが二発残っている。

　なんとしてでもケッツァーを探して仕留める。だが、どうやって。

　手がかりはない。あの爆ばく破はされた城じよう砦さいは、個人が買い取ってホテルになる予定だったという。

　無人の城砦が何者かによって爆破されたというニュースを、この数日報道はかなり大きく扱あつかっていた。

　過激派のテロではないかという予想を立てている新聞社もあったが、結局真相にたどり着くことはできず、徐じよ々じよにほかの話題に移りはじめている。

　ケッツァーが絡からんだ事件は、人間たちが知らないだけでそれなりにあるのだ。

　それらは常に人知れずクラーンが片づけている。

「なんていうと、便利屋みたいね」

　ひとりごち、コートの首を搔かきあわせた。マフラーを持ってくるんだった。首が寒い。川に落ちて引かなかった風邪をここで引いたら笑い話だ。

　いつの間にか人だかりができていたスノーグローブの露店から、茶色いクラフトの袋ふくろを持った要がやってきた。袋が潰つぶれないように、抱かかえ込むようにして人だかりを抜ぬけてくる。

「どんなの選んだの？」

「お店のおじさんにすすめられて、これ」

　袋からスノーグローブを取り出す。オルゴールのついたスノーグローブだ。透とう明めいのドームの中に、煙えん突とつとそれを掃除するガラスの煙突掃除人チムニースイーパーがいて、動かすたびに舞まう雪の中でせっせと煙突掃除をしているように見える。

「なんか、ラッキーを呼んでくる、とか言ってたから、じゃあこれだと思ってさ」

　嬉き々きと説明する要である。

「まぁ、いいんじゃない？　チムニースイーパーはチェコのラッキーアイテムだけど」

「え？」

　目を剝むく要に、咲夜はさすがに苦く笑しようした。

「要らしくていいじゃない。きっと喜んでくれるわよ」

　ドイツらしい土産みやげのつもりで選んだのにと、要は複雑な顔をしている。しかし、まぁいいかと思い直した。ドイツで買ったものなのだから、ちゃんとしたドイツ土産だ。

「あ、焼き栗ぐりだ。付き合ってもらったお礼に買ってやるよ」

「あんたが食べたいだけでしょう」

「そうともいう」

　焼き栗を一袋買ってマルクトを抜ける。

　少し歩くとライン川に出る。そこまで行ったふたりは、川沿いのベンチに腰こしを下ろした。

　真冬のライン川沿いはさすがに寒く、日の暮れかかり街灯の灯ともり出したこの時間に歩いている人はあまりいない。

「さすがに遊覧船もそんなに混こんでないみたいだしなぁ」

　ライン上りの遊覧船がそろそろ戻もどってくる頃ころだろうか。上りは下りより時間がかかるから、大たい概がいの乗客は列車で戻ってくるらしい。

　要は十二歳のときに一度ライン川を下る遊覧船に乗ったことがあるのだが、川に落ちて中断したきりまだちゃんと乗ったことがない。

　別に怖こわいというわけではないのだが、なんとなくタイミングがなくて乗らないでいる。両親も率そつ先せんして乗ろうとは言わないので、もしかしたらずっと乗らないかもしれない。

　一度くらいは乗っておきたいものだなぁと考えながら、要は咲夜に焼き栗の袋を差し出した。

　咲夜はひとつ取って、ぱきぱきと音を立てながら器用に皮を剝き、栗くりを口に放り込む。取り立てておいしいというほどでもないが、まずくもない。小腹がすいたときはちょうどいい。

「前々から訊きこうと思ってたんだけどさ」

「何よ」

　ふたりとも栗を手にぱきぱきと剝きながら会話をする。

「アルベルトさんのこと、何でアベルさんて呼んでんの？」

「あたしは昔からだけど、そういえばなんで要もアベルをアベルって呼んでるの？」

　質問に質問で返されて、要は首を傾かしげた。そういえば、どうしてだろう。

　少し考えた要は、栗を口に放ほうり込んで手を叩たたいた。

「ああ。お前がアベルって言ってたからじゃないか。だからてっきりお前の兄貴はアベルというのが正式な名前だと思ってたんだ」

　が、実はアルベルトが正しかった。

　自分は捨て子だったんだという衝しよう撃げきの事実をあっけらかんと話す咲夜に度ど肝ぎもを抜かれたのは、もう三年も前だ。

「ああ、なるほど」

「司堂は何でアベルさん？」

「あたしは、だから昔からよ」

　赤ん坊ぼうの頃に、ようやくしゃべりはじめた咲夜は、ほかの赤ん坊も大概そうであるように舌足らずだった。アルベルトが言えなくて、言いやすいように縮めてしまったのだろう。

　それを聞いたエミーリアもアベルと呼ぶようになった。彼女が亡なくなってからは、そう呼ぶのは咲夜だけだったのだが。

　いきさつを聞いた要は眉み間けんにしわを寄せた。

「というと、俺はアルベルトさんて呼んだほうがいいのかなぁ？」

「いいんじゃない？　アベルが怒おこってないなら。たぶんあんまり気にしてないと思う」

　咲夜の言葉に、要は胡う乱ろんな顔になった。

　そうだろうか。だったらいいが、実は無表情で怒っていたりしたらどうしよう。

　アルベルトはおっかない。何しろ背が高いので、整った容姿で鋭するどい目で見下ろされるだけでもかなり迫はく力りよくがある。

　空になった袋に栗の皮を戻し、近くのくずかごに放り込んで、要は話題を変えた。

「こないだカールさんが色々教えてくれたんだけどさ」

「うん？」

「クラーンて……なんだろ、凄すごく、閉へい鎖さ的なのな」

　咲夜は瞬またたきをして、肩かたをすくめた。

「まぁね。でなきゃ、人間に比べたら圧あつ倒とう的てきに少ないモンスターたちは生き延びてこられなかったんじゃないかな」

　それに、少数派なのに妙みような力を持っていたり、変身能力を持っていたりする存在だ。迫はく害がいされたこともあるだろう。いまだってクラーンのものは正体を知られないように細心の注意を払はらっている。

　いうなれば、ケッツァーたちを狩かるのはクラーンを守るためだ。決して人間たちを守るためではない。

　咲夜は別にそれでもいいと思う。人間に害をなすことはしない、人間に攻こう撃げきされても退けるだけでそこから逃にげる、そういうスタンスでいるおかげでクラーンは滅ほろぶことなく今こん日にちまで存続してきた。

「映画や小説の中に出てくるモンスターは、あたしたちが見るとまったく別の生きものだわよ。あんなにおどろおどろしくないし、だれかれ構わず殺したりしないもの」

「そうだよなぁ」

　これには心から同意する要である。

　何しろヴェアヴォルフは要にとって命の恩人だし、ヴァンピーアは日本家屋で掘ほりごたつに入ってどてらを着ている。

　人間と違ちがうだけで攻撃するのは乱暴だ。相手が攻撃してきているならいざ知らず。

「……お前は人間なのに、そこで頑がん張ばってるんだなぁ」

　唐とう突とつな言葉に、咲夜は目を見開いた。

　要はラインの流れを見ながらしみじみとつづける。

「俺、ヴァンピーアとかヴェアヴォルフとか、昔から結構好きだったし興味があったから、お前たちに会えたの凄く嬉うれしかったんだよね」

　カールもルイもグレーテルも気のいいひとだ。ひとという呼び方が正しいのかはわからないから「人」とは言えないが、たとえ彼らがモンスターでなくても、彼らの性格がとても好ましいものだから、きっと彼らを要は好きなままだろう。

　司堂咲夜は人間で、なのにとんでもなく運動神経がいい。これはどうも、小さい頃からかなり鍛きたえられたからであるようだ。そのへんのことを要はまだ聞いたことがないので憶おく測そくに過ぎないのだが。

　数日前、咲夜がケッツァーを狩るためにリボルバーを携たずさえてひとりで出かけていったきりまだ戻っていない、という話を聞いたときは、それはもう驚おどろいた。驚いたが、理由はさておき、あいつならそういう無む謀ぼうなことだってやる、絶対にやる、と妙に納なつ得とくしたのも事実だった。

　結局要はあの晩、カールに付き合って夜半過ぎまで起きていた。

　ずぶぬれで気を失った咲夜を連れたアルベルトとルイが戻ってきたのは、日本で言うところの丑うし三みつ時だった。

　あらかじめ家には連れん絡らくをいれていたので、要はそのままベルンシュタイン邸ていに泊とまったのだが、空気が妙に重苦しかったので実にいたたまれなかった。

　朝が来ると自然に雰ふん囲い気きも和やわらいだ。要はあの時朝日の偉い大だいさを実感した。

「でもまぁ、無事に戻ってきて良かったよ。カールさんも、かなり心配してたし」

　どてらを着ていてもその深刻さは際きわ立だっていた。

「俺が言うのは違うかもしれないけど、あんまりみんなに心配かけないほうがいいよ」

「………」

　咲夜は膝ひざに肘ひじをついて、頰ほお杖づえをつくようにしてうつむいた。

　沈ちん黙もくしている咲夜の顔は、長い栗くり色いろの髪かみに隠かくれて見えない。

　黙だまっていると美少女で、おそらくいまは憂うれい顔だろうから薄はつ幸こうの美少女っぽく見えることだろう。しかし、クラーンでの扱あつかいはともかく、ベルンシュタイン家における司堂咲夜は文句なしに幸せであるはずだ。

　金がすべてではないが、育てられない人間の親がベルンシュタイン家を選んだ、その選せん択たくは限りなく正しい。何しろ金持ちだし、家族はみんな愛情深い。たとえその正体がモンスターのヴァンピーアやヴェアヴォルフでも。

「……要はさ」

　うつむいたまま、咲夜はぽつりと言った。

「お前なんか死んでもいいって、言われたこと、ある？」

　咲夜の台詞せりふのあまりにも深刻な内容に、要は思わず固まった。

「…………ヘビーだなぁ」

　咲夜は黙っている。要はぎくしゃくしながら必死で考えた。

　子どもの時分に友達との喧けん嘩かで、おまえなんかしんじゃえー、おまえだってしんじゃえー、レベルはあった気がするが、最後には、うわーんしんだらだめだよー、おまえだってやっぱりだめだよー、と互たがいに泣き喚わめく羽目に陥おちいった。

　子ども心にも、友達から「しんじゃえ」と言われるのは、たとえ本心でなくてもそれはもう痛かった。

　だが、咲夜は、たぶんそんな生易しいものではないことを言っているのだ。

「…………そんなこと、言うほうが…………痛い目見たら、いいんだよ」

　そっちこそ死んでしまえ、とはどうしても言えない。言ってはいけない。

　だって、それを言う自分の心が痛くなる。自分に向けているわけではないのに、それを言う自分の声を自分の心が聞いているから、ひどいことを言ってはいけない。

　要は、あの喧嘩をしたその日の夜に、古風で頑がん固こで優やさしい祖父からそう教わった。

　咲夜は唇くちびるを嚙かんでいた。

　父にもいえない。ルイにもグレーテルにも言えない。アルベルトにも絶対に言えない。

　彼らのクラーンが、誰だれかが自分を陥おとしいれようとしている。自分はそこまで疎うとまれている。

　みんなに言ったら、きっととても怒ってくれる。一いつ緒しよに悲しんでくれる。でもそうしたら、同じクラーンの者たちに対して、不ふ穏おんな感情をいだかせてしまうことになる。

　人間なのにクラーンに育てられた。それが悪いのだといわれたら、そうなのかもしれない。

　だがしかし、クラーンがなんぼのもんよと、咲夜は彼らに対して確かに怒いかりを持っている。

　彼らがエミーリアに対してした冷たい仕打ちは絶対に忘れない。

　何よりも、ダンピールだというだけでアルベルトが理不尽な扱いを強いられている。それが許せない。

「あたしね、父さんもルイもグレーテルも大好きよ」

　うつむいたままの咲夜が口を開く。要はおとなしくそれを聞く役につく。

「モンスターだからとか、人間だからとか、そういうのはもう関係ないの。だって、父さんは父さんで、ルイはルイなんだもの。グレーテルだってそうよ」

　そうして、声には出さずに胸の中で添そえる。

　アベルのことが大事、何よりも大事。

「だからこそ、クラーンの思おも惑わくになんか絶対に乗ってやらないわ」

　顔を上げて、咲夜は断言した。

「お前なんかいらないって言うなら、しぶとく生きてやるわよ。クラーンに認めてほしくなんてないって思ってたけど、気が変わった。絶対にケッツァーを仕留めてクラーンの一員になってやるわ。あたしだけじゃなくてアベルのことも認めさせて、取り返す」

　クラーンの紋もん章しようが入ったケープとブローチを身につけての狩りは、誰にも異を唱えられない正式なものとして記録される。

「思い通りになんか、絶対なってやるもんですか。見てなさいよ冷れい酷こく非道のモンスター、人間はねぇ、しぶといのよ……！」

　実に雄お々おしい台詞だ。

　要は思わずぱちぱちと拍はく手しゆした。冷たい風の中にわびしく響ひびく。

「司堂、俺思うんだけどさ」

「何よ」

　振ふり向く咲夜に、要は生き真面まじ目めな顔をした。

「人間だって言うけどさ、俺が見る限り、お前絶対にモンスターっぽいと思うんだよね」

「どこが」

　凄みを増した咲夜の迫はく力りよくに、たじたじとなりながらつづける。

「だってさぁ。普ふ通つうの人間は、ひとりで飛び出してって拳けん銃じゆうで敵を倒たおして石の城じよう砦さい壊こわしたりできないって」

「城砦爆ばく破はしたのはあたしじゃなくてケッツァー、あたしたちは被ひ害がい者しやよっ」

　嚙みついてから、咲夜はふと思い出した。

　そういえば。

　ショルダーバッグの中から、あのとき拾ったペンダントを取り出す。

　ポケットに入っていたものをグレーテルがちゃんと取り出しておいてくれたのだ。ちなみにあの日着ていた服は、埃ほこりや川の水でもう着られるものではなくなってしまったので、処分となった。

　ケープとブローチはカールの許もとにある。ケッツァーを倒したら、咲夜に取引を持ちかけたものが誰なのかを徹てつ底てい的てきに調べ上げると息巻いていた。

　ケッツァーはこのペンダントに執しゆう着ちやくしていた。これは一体なんなのだろう。

　それと、もうひとつ思い出した。

　あのケッツァーが口走った、クライスという言葉。

「クライス…クライス……」

　呟つぶやいた声を聞きとがめて、要が口を挟はさむ。

「クライス？　円がどうしたって？」

　咲夜は要を見返した。

「やっぱり、円クライスなのかしら？」

「違ちがうのか？」

「さぁ」

　本気で首をひねり、とりあえずペンダントをショルダーバッグにしまう。

　空が完全に暗くなってしまった。

「そろそろ帰ろっか」

　立ち上がった咲夜を見た要は、視線の先に長身の影かげを見つけた。

「おう。迎むかえがきたみたいだしな」

「え？」

　要が示す先を振り向いた咲夜は、離はなれた場所でたたずんでいる相手の、あまり表情の読めない瞳ひとみを認めた。

　どういう反応をするべきか、咲夜は本気で考え込んだ。その隣となりの要が立ち上がって踵きびすを返す。

「じゃあな。帰国前に一度顔出すわ」

　ひらひらと手を振って去っていく背を見送り、咲夜はそうっとアルベルトを顧かえりみた。

　コートを羽織っているのは、記き憶おくにあるよりずっと広い肩かただ。

　なんだか本当に、知らない人のようだと思った。










　てくてくと歩いていた要は、突とつ然ぜん腕うでを摑つかまれて茂しげみに引きずりこまれた。

「……っ！」

「しっ、静かに」

　聞きなれた声がする。口元を押さえられた要は、目だけを動かした。

　カールとルイだった。要を押さえているのがルイだ。

　ルイの手を引き剝はがし、要は目を剝むいた。

「なんなんですか、急に！」

　茂みの中にひそんだまま、カールは重々しく腕うでを組んだ。

「あの子が元気がなかったので、心配でね」

「……て、まさかずっと見てたんじゃないでしょうね？」

　カールは両手を広げた。

「いやいや、そんなことはない。ちゃんと会社に出社して、書類に判を押し、会議で白熱した議論を繰くり広げ、取引先の重役とのビジネスランチ、またもや会議に書類整理、そんなごくごくありふれた一日の業務を終えて、さっきルイと合流したところだ」

　ということは、ルイはずっとあとをつけてきていたのだろうか。

　不ふ審しんな目をする要に、ルイは笑いながら首を振った。

「いえ、私も先ほど屋や敷しきを出たばかりです。夕食の買い物をグレーテルに頼たのまれたので、そのついでに咲夜様のお迎えに」

　要はふたりをじとっと見ていたが、とりあえず信じることにした。

「で、なんですか」

　カールは茂みを出て、近くのカフェを示す。

「寒くないかい要くん。あたたかいものをご馳ち走そうするよ」

「はぁ、じゃあお言葉に甘えて」

　ここは付き合わないといけないんだろうなぁと、要はおとなしく応じた。







　　　　５







　十年前に別れたとき、九歳のアルベルトは五歳の咲夜よりずっと背が高かった。おそらくいまのほうが目線が近い。

　面おも差ざしは、成長してますます母のエミーリアに似てきたようだ。幼い頃ころの面おも影かげは残っているものの、いまでは完全に大人の顔だ。

　自分は変わっただろうかと、咲夜は考えた。五歳のときの写真を見ると、いまよりずっと頰ほおが丸くて、家族たちからは子どもらしくて可愛かわいいといわれるが、自分ではちょっと嫌いやだった。

　丸すぎるのは嫌だが、いまは我ながら細すぎると思っている。何しろ五歳のときから父についてあちこちを回り、クラーンの連中に侮あなどられたくない一心で鍛きたえてきた。

　体が重いと動きが鈍にぶる。必要のない脂し肪ぼうはつかないように、と努力した覚えは実はあまりないのだが、振り返って考えればこの十年間の生活は、ハードなものであったかもしれない。

　近づいてきたアルベルトは、自分の首のマフラーをはずして咲夜の首に巻いた。

「ありがと……」

「ああ」

　歩き出すアルベルトについて歩を進める。並んで歩くのは、ほぼ十年ぶりだ。

　何を話せばいいのかわからない。

　咲夜は視線を落としながらとにかく足を進める。アルベルトは無口だから、咲夜が何も言わなければこのまま無言で家まで帰ることになる。それは随ずい分ぶん重苦しい。

「…………アベルは……」

　そろそろと目線をやると、高い位置にある目が自分を見下ろしている。母譲ゆずりの黒い目は、少しだけ青みがかっている。

「どうして、戻もどってこられたの？」

　アルベルトは、少し思案するように眉まゆ根ねを寄せた。

「…………戻ってこられたわけじゃない」

「え？」

「状じよう況きよう次し第だいだ。いまは、しばらくいられることになっている」

「……そうなんだ」

　では、アルベルトの側の事情が変わったら、またいなくなってしまうのか。

　なら、それまでに咲夜はあのケッツァーを見つけ出さなければならない。

　ケッツァーを仕留めたら、クラーンの一員として認められなくていいから、代わりにアベルを返せ。

　そう言い渡わたすつもりだった。

　城にいる間は咲夜はアルベルトに会いに行くこともできない。クラーンのものではないから立ち入り禁止だといわれたら従うしかなく、アルベルトは城から出されることがそうそうなかったはずだ。

　カールは年に何度か城から呼び出しを受けるので、そのたびに様子を聞いた。

　元気だ。背がのびた。剣けんを学んでいる。勉強もこなして、随分難しい問題も解いて見せるので家庭教師たちが舌を巻いている。

　そういったことのひとつひとつを何度も何度もせがんで聞いた。

　だが、咲夜自身が成長していくにつれて、それもなくなっていった。

　どれほど聞いても、直接会うことはできない。何を聞いても咲夜の中でアルベルトは別れた日のままの姿で止まっている。

　突とつ然ぜん現れた十九歳のアルベルトは、だから咲夜にとってはひどく遠い存在なのだった。

　こうやって歩くのも久しぶりなのに、我ながらぎこちない。昔はどうだっただろう。

　昔から口数の極きよく端たんに少ない子どもだったアルベルトは、やはりこんな風にして黙だまって、ついてくる咲夜の手を引いたり、背中に負ったり、ひょいと抱だき上げてくれたりしたのだが。

　さすがに十五にもなってそれはできない。せいぜい人ひと混ごみの中で見失わないように手を引いてもらうくらいか。アルベルトが嫌でなければの話だが。

　帰り道は、先ほど出てきたマルクトの中を通る。避さけてもいいがマルクトの中を抜ぬけたほうが早い。

　時間が遅おそくなってきたので、会社帰りの社会人が増えている。人出がピークになる時間帯だ。気をつけていないとスリに遭あう。

　ふと、アルベルトが立ち止まった。目線の先にガラスのオーナメントの露ろ店てんがあった。

「少し、ここで待っていろ」

　咲夜に告げて、アルベルトは露店の人だかりの中にするりと入っていく。

　黒いコートを着た背中は、どこにいてもすぐに見分けることができる。

　職人がその場でバーナーを使ってガラス細工を仕上げている。完成品が所ところ狭せましと並べられ、ライトに照らされてきらきらと光っている。

　吊つるされたオーナメントがゆれて、ライトの光を弾はじいた。それに負けないくらい、客たちの輝かがやいた笑え顔がおが眩まぶしい。

　しばらくして、アルベルトはクラフトの袋ふくろをひとつ手にして戻ってくると、それを咲夜に手て渡わたした。

　開くと、中にはガラスのオーナメントがひとつ入っていた。

　手のひらにそれを出し、咲夜は目を瞠みはった。

　ガラス細工のスノーマン。黒いシルクハットをかぶったスノーマンが、大きな口でにんまりと笑っている。

「これ……」

「エリーとの約束だ」

「っ！」

　咲夜はアルベルトを振ふり仰あおいだ。

　エリーとは、母エミーリアの愛あい称しようだ。カールとアルベルトがそう呼んでいた。アルベルトはカールを真似まねて母親を愛称で呼び、咲夜のように「母さん」と呼びかけることはほとんどなかった。

「亡なくなる直前に、頼まれた」

　──今年はスノーマンを買おうねって、約束していたの。でも、たぶんもう一いつ緒しよに買いには行けないから、あなたがあの子に買ってあげて

　病びよう床しようのエミーリアに頼まれて、アルベルトは頷うなずいた。

　だが、母が亡くなって間もなく、アルベルトは城に連れられていくことになり、降誕祭の前にベルンシュタイン邸ていから出ることになった。

　あのとき、すがりついてきた丸みのある柔やわらかな小さい手。いまガラスのスノーマンを持っている手はすらりとのびて細く繊せん細さいだ。

「やっと果たせた」
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　そう言ってアルベルトは、目を細めた。

　咲夜はスノーマンを両手で包んだ。

「一緒に行こうねって、言ってたのよ」

「ああ」

「アベルも一緒にねって、言ってたの」

「ああ」

　ああ、頭がぐちゃぐちゃだ。言いたくて言えなかったことが多すぎて、どれから言えばいいのかがわからない。

「どうして、行っちゃったの」

　行かないでと、泣いて頼たのんだのに。

　わかっている。アルベルトはカールの代わりに城に入った。咲夜が何を言ったとて、それを聞くことはできなかった。

　アルベルトは頭をひとつ振った。

「長老どもが、カールを城に呼ぶということは、ルイもグレーテルも全員あの屋や敷しきを引き払はらうということだ」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげる咲夜に、歩くよう促うながして、アルベルトは静かにつづけた。

「連中は、ベルンシュタイン家の奥方が人間であるということが許せなかった。そして、人間の子どもを邪じや険けんに思っていた。エリーがいなくなったと同時に、お前を放ほうり出すようカールに迫せまったんだ」

　咲夜は思わず立ち止まった。

「─────は？」

　一歩先で止まったアルベルトが振り返り、咲夜の手を取って進むように促す。そうしないと人の流れを乱してしまう。

「そんなの知らない」

「そうだろうな。カールもルイもグレーテルも、お前には言わなかっただろうし、言う気もなかっただろう」

　カールは当然それを突つっぱねた。長老たちは、ならばアルベルトをよこせと突きつけてきた。カールがそれも拒こばむのを見み越こして。

「結局長老たちは、カールになんとしても正統な跡あと継つぎを作らせたかったわけだ。だから、俺が城に入った」

　淡たん々たんと語るアルベルトに、咲夜は躊ちゆう躇ちよしながら尋たずねた。

「どうして……？」

「ダンピールだろうとなんだろうと、俺が城にいれば奴やつらはカールに手は出せないからな。そういう約束だ。さすがに連中もそれを反ほ故ごにするほど恥はじ知しらずじゃない」

「じゃあ、今回戻ってこられたのは」

「それは、長老たちとはまた別の話だ」

「どういうこと？」

　アルベルトはそこで首をひとつ振る。それ以上話すつもりはないらしい。

　咲夜は唇くちびるを引き結んだ。頭の中を整理する。

「…………つまり」

　漸ようよう口を開いた咲夜を、アルベルトは無言で一いち瞥べつする。咲夜は眉まゆを吊り上げた。

「長老どもはあたしを追い出すのが目的で、アベルはそれを阻はばむために城に入ったってことなの!?」

　無言をもって返すアベルである。

　咲夜は、それまでにも燃えていた怒いかりの炎ほのおがさらにたぎるのを自覚した。

　どうして置いて行ったのと、心のどこかでずっと思っていた。エミーリアがいなくなってしまって、カールがいても、ルイやグレーテルがいても、それでは足りなかった。

　母が死んでしまって、アルベルトがいなくなってしまって、とても寂さびしくて、悲しくて、つらかった。

　が、それはすべて咲夜を守るためだったという。

「そんなこと言い出した長老、出て来い…っ！」

　いまなら、ショルダーバッグに入っているチーフス・スペシャルの引き金を、そのモンスターに向かって躊躇なく引ける。容よう赦しやなく引ける。

　ガラスのスノーマンを握にぎり締しめて、咲夜は言葉にならない声で唸うなった。

　悔くやしい、悔しい。人間だからといって、どうしてここまで嫌きらい抜ぬかれなければいけないのか。

　しかし、人間がモンスターを恐おそれるように、クラーンにとって人間はそこまで拒きよ絶ぜつしなければならない対象なのだ。

　怒りのあまり言葉の出ない咲夜の頭を軽く叩たたき、アルベルトは息をついた。

　しばらくそうしていた咲夜は、やがて胸の奥が空になるほど大きく息をついた。

「……アベルは、城でどんなふうに生活してたの？」

「取り立てて、いうほどのものでもなかった」

　人がさらに増えてきた。

　アルベルトが咲夜の腕うでを引く。咲夜は慌あわててアルベルトの腕を摑つかんだ。

　無言で足を進めるアルベルトの表情は変わらない。子どもの頃ころとその横顔が重なった。

　言いたいことがあっても、よほどのことがない限りそれを口にすることはない。その代わり、黙だまって行動に移す。それが咲夜の覚えているアベルだ。

　取り立てて言うほどのことはない。それは、咲夜に言うべきことではないということだろう。

　人間との間に生まれたダンピール。血筋を重んじる城の長老たちがどんな風にアルベルトを扱あつかったか。

　そして、咲夜を、カールを守るために、アルベルトがどんな思いでそれに甘んじていたか。

　侮あなどられないように、見下されないように。人間の血を引いているからと言われないように、必要な知識を貪むさぼり、いずれはケッツァーを狩かるために必要となる技術のすべてを体得し、長老たちを結果でねじ伏ふせるために血のにじむような努力をしてきたに違ちがいない。

　咲夜と同じように。

「あたし、アベルに会えなくて寂しかったのよ」

「ああ」

「本当に、寂しかったんだから」

　わかってると言いたげに、アルベルトは頷く。

　咲夜は目を細めて、アルベルトの腕に手を絡からめて額を押しつけた。

　自分は寂しかった。アベルはどうなの。

　そう訊ききたかったが、彼の顔を見ているうちにそんなことは意味がないと思えてやめた。

　なんの理由があるにせよ、いまアルベルトは自分の隣となりにいる。自分が一番危険なとき、駆かけつけて助けてくれた。十年前の言葉のとおりに、守ってくれた。

　なら、それ以上ほしいものはない。

　別れ際ぎわに言った言葉を貫つらぬくために、アルベルトは十年間、長老たちと戦ってきたのだ。

　長老たちはいまもアルベルトをベルンシュタインの後こう継けい者しやとして認めていない、クラーンの一員に加えていないという。

　咲夜は、自分を排はい斥せきしようとしたことよりも、そのことが許せない。

　ならばなおのこと、ケッツァーを仕留めて認めさせるべきだろう。

　見ていろ、モンスター・クラーンの長老どもめ。人間はしぶといのだ。

　新たに誓ちかい直した咲夜は、スノーマンをクラフトに戻もどしてショルダーバッグにしまった。割れないようにバッグの中を少し詰つめ替かえる。

　十年前に止まった時間が、スノーマンの訪おとずれとともに再び動き出したような気がした。

　そのとき、銀色のペンダントが滑すべり落ちた。

　かしゃんと音を立ててペンダントが道を転がる。

　アルベルトがそれを拾い上げた。

「これは……？」

「この間の城じよう砦さいで、拾ったの。ケッツァーのものみたい」

　怪訝そうにそれを見つめるアルベルトに、咲夜は思い出して言った。

「クライスがどうのって、言ってたわ」

　ふいに、アルベルトの瞳ひとみが光った。

「───クライス？」

　表情と語気が一気に硬こう質しつなものに変わる。

　驚おどろいて、咲夜は言葉を失った。

　一方のアルベルトは、しばらく険しい顔でそれを見ていたが、やがてそれをコートのポケットに突っ込んだ。それから胸の内ポケットから懐かい中ちゆう時計を出して時間を確かく認にんする。

　それは、咲夜が初めて見るものだった。自分の知らない時間がアルベルトには十年分あって、それは彼も同じなのだ。

「……そろそろ戻らないと、グレーテルが心配するな」

「アベルが一いつ緒しよだから大だい丈じよう夫ぶよ」

「一緒でも遅おそくなれば心配するさ」

　それもそうか。グレーテルだけでなく、カールやルイも案じているかもしれない。

　そう口にすると、アルベルトはこれには答えなかった。

　ヴァイナッツマルクトはまだまだこれから盛り上がる時間だ。

　それらを横目に、ふたりは家路についた。










　その後ろ姿を、人ひと混ごみの中から静かに見送る人ひと影かげがあった。

　その影かげは、露ろ店てんと人混みにまぎれてそこから消えた。




　　◆　◆　◆




　三日後の夕方、咲夜は再びマルクトを訪れていた。

　特に目的がなくても、ヴァイナッツマルクトは見ているだけで心が浮うき立って楽しいものだ。

　アルベルトがくれたスノーマンは、ほかのオーナメントたちと一緒にリビングのツリーに飾かざってある。

　降誕祭は宗教や人種を問わずに一大イベントと化している。本来それらと無む縁えんのはずのモンスターだって、楽しいことは存分に楽しむのが信条だ。

　降誕祭よりも、それを楽しむ家族たちの嬉うれしそうな顔を見ることがカールは喜ばしいと思っている様子だった。

「要は確か明日あした帰国するんだったっけ」

　帰国の前に顔を出すといっていたが、忙いそがしかったのだろう。あれからまだ一度も姿を見ていない。

　咲夜はおそらく日本人の血を引いている。純じゆん粋すいな日本人ではないだろうと思われる容姿なので、こちらとあちらの人たちが両親だったのだと考えている。

　生みの親にも捨て置かれ、クラーンにもいらないと言われて、自分は結構かなり不ふ遇ぐうな人生だと思わないでもないが、それを嘆なげいても何にもならない。

　この数日間、あの城じよう砦さい跡あとの様子をできる範はん囲いで調べているのだが、過激派の犯行ではないかという説が濃のう厚こうになってきたとかで、一いつ般ぱん人は立ち入り禁止になっている。

　ケッツァーがあの場で行っていたことを消し去るために城ごと消したのだろうが、そもそもあの城は誰だれかが買い取っていたものだ。その持ち主を探しているのだが、どうしてかたどり着けないのである。

　カールが調べてくれているのだが、どうしてもわからないということだった。売ばい却きやくの記録を追っているのだが、途と中ちゆうでそれが途切れてしまうという。

　どうも故意に記録が抹まつ消しようされているのではということだった。

　城砦の主がケッツァーとつながっていたのか。その目的はなんだろう。

　ケッツァーはたくさんのゴーレムを作っていた。あれは兵隊だ。兵隊が必要な理由はなんだろう。

　死なない兵隊というのがあれば、戦場では重宝されそうだが、そもそもドイツではそんなものは必要ない。

「うーん、これが紛ふん争そう地域とかだったら話は変わってくるんだろうけど……」

　死なない兵隊、死なないモンスター。兵士にできたら、かなりの戦力だろう。

　ケッツァーたちは火器を持っていた。あれはどうやって入手したのか。ケッツァーにそんな入手ルートがあったのか。

「誰か、裏にいるとか」

　それと、『クライス』も気にかかる。その言葉を聞いたとき、アルベルトの表情が変わった。

　アルベルトが戻ってこられた理由は相変わらずわからないままだ。咲夜が知らなくていいということなのだろうが、少し歯がゆい。

　ショルダーバッグの中のリボルバーを、ぽんと叩たたく。

　モンスターのような力はないが、その代わりに武器を扱えるように必死で努力した。

　これでも命中率は高いのだ。

　手入れは欠かしていない。特製の弾だん丸がん以外の予備弾だんもある。

　咲夜は息をついた。

　昨夜ゆうべ、カールが部屋にやってきて、眉み間けんにしわを寄せながら予備弾をくれたのだ。

　ケッツァーが潜ひそんでいるという城砦にひとりで乗り込んでいった理由を、咲夜はカールたちに話した。取引のこともある程度は伝えた。

　これを果たせば、クラーンの一員として認められるということ。そうなれば、年が明けての新月祭で、エーアストから自分のマントとブローチを与あたえられることになる。

　どうせなら、来月行われる新月祭に間に合わせたい。アルベルトがいつまで屋や敷しきにいられるのかわからない以上、急がなければ。

　マルクト散策は気晴らしだ。あまりにも難しい顔をしていた咲夜を見かねたグレーテルが送り出してくれたのだ。

「……帰ろうかな」

　ひとりで歩いていても、特にほしいものがあるわけではない。そろそろひとりで歩いている者もいなくなってきた。大たい概がい友人連れか恋こい人びと連れ、家族連れだ。

「アベルかルイに一緒に来てもらえばよかったか」

　三日前以来、咲夜はアルベルトと普ふ通つうに話せるようになった。といっても、アルベルトは口数が少ないので、一方的に咲夜が話すような形だ。が、それは十年前もそうだったので、元に戻ったというほうが正しいのかもしれない。

　咲夜の話をアルベルトは黙だまって聞いている。時々口を挟はさんでくることもあるが、細かい部分が気になったときに補足を求めてくる程度だ。

　離はなれていた間のことを互たがいに話すこともある。

　そうしているうちに、要とアルベルトが実は日本で何度か顔を合わせていたということを咲夜は初めて知った。

　その件についてはあとで要を問い詰つめようと思っているのだが、それは年が明けて要がドイツに戻もどってからになるだろう。

　そんなことを考えていた咲夜は、突とつ然ぜん誰だれかに行く手をさえぎられてぶつかった。

「あっ、ごめんなさい」

　謝ってから、急に出てきたのは相手のほうだということに思い当たる。自分が悪くないのについ謝ってしまった。

　ぶつかってきた相手は、顔も見ずに立ち去って行った。

　咲夜は咄とつ嗟さにバッグの中を確認した。ああやってぶつかってくるスリは結構いるのだ。いつも財さい布ふや貴重品はコートのポケットのような出し入れしやすいところには入れないようにしている。

　財布は無事だったが、バッグの中に一通の封ふう筒とうがねじ込まれていた。

「なに？」

　盗ぬすまれたものは何もなかった。財布も無事だ。

　ぶつかってきて、これをバッグにねじ込んだ相手は、すぐ人混みに紛まぎれてしまったのでもうどんな顔をしていたのかもわからない。ただ、暗い色の服を着て、頭に布をかぶっていた。

「シスター？」

　神に仕える修道女が、なぜひとにぶつかってきて何も言わずに去っていくのか。

　謝るくらいはしてもいいではないか。

　ぶつぶつと口の中で文句を言いながら封を触さわって中身を確かく認にんする。紙のようなものと、何か小さな塊かたまりが入っているようだった。

「びんせん？　カード？」

　封を開きかけて、やめる。なんとなくだが、ここで開けないほうがいい気がした。

　自分にとって危険なものが入っているとか、そういうことではないと思うのだが、何かあったときにひとりでないほうがいいような気がしたのだ。

　咲夜は足早に邸やしきに戻った。

　出て行ってからさほど時間が経たっていないのに帰ってきた咲夜を見て、グレーテルが目を丸くした。

「まぁ、咲夜様。こんなに早く……」

「ただいまグレーテル。父さんは戻ってる？」

「いえ、まだです。でもアルベルト様は奥にいらっしゃいますよ」

　そこに、話題にしていたカールが帰ってきた。

「ただいまー。いやー、今日は疲つかれた。客も多いし会議も多いし。グレーテル、うまいハーブティーを淹いれてくれ」

　肩かたをほぐしながら首を回しているカールに、咲夜は封筒を差し出した。そして、誰かがぶつかってきてバッグに入れていったと説明する。

　カールの表情が引き締しまった。

　暖だん炉ろの火が燃えているリビングに行くと、アルベルトが猫ねこ足あしの三人掛がけウィングバックチェアに座ってハードカバーを広げていた。書名はわからないが、並んでいる単語はドイツ語でも英語でもない。何を読んでいるのか気になったが、いまはそれよりも封筒のほうが重要な案件だった。

　カールの表情を見たアルベルトが眉まゆをひそめる。

　咲夜が事情を説明している間にカールが封を切って中に触ふれないよう逆さにすると、一枚の写真と白いものが落ちてきた。

　ひらっと舞まった写真をカールが空中でキャッチする。

　白いものはまっすぐ落ちて、小さな音を立てて転がった。長い紐ひもがついている。

　咲夜は瞠どう目もくしてそれを拾い上げた。

「これ……」

　革かわ紐ひものついた、牙きばだ。東條要がいつも首にさげている、三年前に亡なくなったヴェアヴォルフの形見。

「要の。なんで、こんなものが」

　無む性しように嫌いやな予感がした。

　カールを見ると、彼は胡う乱ろんげに手の中の写真に目を落としている。アルベルトがその手元を覗のぞく。

　写っているのは石造りの建物だ。幾いくつもの棟むねに、ひときわ高い尖せん塔とう。窓や入り口の扉とびらは上部が半円形になっており、高い部分にはめられているのはおそらくステンドグラス。

「これは、修道院、か？」

　建物に入ろうとしている人ひと影かげがある。ベールをかぶって修道服を身に着けている。

　ほかのヨーロッパ圏けんと同様に、ドイツにも規模の大きいものから小さいものまで、無数の修道院がある。僧そう院いんとも呼ばれる。規律が厳しく入ったが最後生しよう涯がい家族にも会えないものから、観光客を受け入れているものまで様々だ。

　写真に写っているのはさほど規模の大きくないものだった。あまり観光客を呼べるような華か美びさもなく、いたって質素な風ふ情ぜいだ。この規模なら修道女の数もそれほど多くないだろう。

　写真を裏返したカールははっと息を呑のんだ。

　走り書きのような乱れた文字が並んでいる。

「父さん？」

　訝いぶかる咲夜を一いち瞥べつするカールの表情が硬かたい。

「なに？」

「……拾ったものを持って、ひとりで来い、と」

「え？」

　咲夜の手にある牙を示し、カールは苦い声で続けた。

「それの持ち主と引き換かえに」

　咲夜とアルベルトが息を呑む。

　どういうことだ。まさか。

「要くんは……」

　カールの声こわ音ねが硬く低い。額に手を当てながら、咲夜が口を開いた。

「明日あした、日本に帰るって、聞いてる。その前に一度、顔を出すって言ってたけど……」

　帰国の準備で忙いそがしいのだと思っていたから、あまり気に留めていなかった。

　どくんと鼓こ動どうが跳はねる。

　そこに、ルイが姿を見せた。

「アルベルト様……、カール様、咲夜様。お帰りなさいませ」

　律りち儀ぎに一礼するルイの面おも持もちが、いささか強こわ張ばっているように見える。

「先ほど、要さんの母君の雅美さんから電話がありました」

「なんと？」

　尋たずねたのはカールで、咲夜は鼓動が速まるのを自覚する。

「要さんが、昼過ぎに出かけたまま戻らない、と」

　──そちらに帰国前のご挨あい拶さつに伺うかがうといって出て行ったんです。準備が終わってないから、顔を出したらすぐに戻ってくると言っていたので、もしかしたらそちらで何か話が弾はずんで長居しているのかしらと……

　咲夜は、自分の手の中にある牙を凝ぎよう視しした。

　まさか。

　ふいに、誰だれかの手が肩を摑つかんだ。視線を滑すべらせるとアルベルトが背後に回りこんでいる。

「アベル……？」

「大だい丈じよう夫ぶか」

　問われて初めて、自分がよろめいていたことに気がついた。

　牙を握にぎり締めながら、咲夜は深呼吸をした。

「だいじょうぶ……、大丈夫、大丈夫」

　何度も何度も繰くり返す。自分に言い聞かせるように。

　青ざめてそれだけを繰り返す咲夜を後ろから抱だきしめるようにして、アルベルトはその手から牙を取り上げた。

「ルイ、これは？」

「三年前に、大おお叔父おじが要さんに遺のこしたものです」

「確かか」

　執しつ事じは頷うなずいた。

「はい、間ま違ちがいありません」

　同族の、それも比ひ較かく的てき近しい大叔父の牙だ。見間違えることはありえない。それに、この牙を首からさげられるよう細工をしてほしいと頼たのまれて、そういう加工をしている店に発注をしたのはルイ自身だった。

　それまで写真を凝視していたカールが漸ようよう口を開いた。

「咲夜」

　咲夜は黙だまって顔を上げる。父の紫むらさき色いろの瞳ひとみが怖こわいほど真しん剣けんだった。

「拾ったもの、というのは？」

「それは……」

　アルベルトが持ったままのはずだ。

　見上げると、アルベルトは応じるように僅わずかに目を伏ふせ、ルイに指示してコートを持ってこさせた。

　ルイが戻もどってくるまでの間に、人数分のハーブティーを淹れたポットとカップを用意したグレーテルが姿を見せる。

「あら、どうしました。みんな随ずい分ぶん怖い顔をして」

「グレーテル、まずいことになったようだ」

　当主の言葉に老女は首を傾かたむけた。

「はい？」

　写真をひらめかせて、カールは苦々しく続けた。

「血迷ったケッツァーが、我らが親しきナハバールを誘ゆう拐かいしたらしい」
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　どこかわからない石造りの建物の中に、胸の前で手を縛しばられた東條要は、柱を背にして括くくりつけられていた。

　我ながら、面おも白しろいくらいにわかりやすく囚とらわれの身だ。

「………なんてことを、悠ゆう長ちように言っている状じよう況きようじゃあない」

　努めて冷静に、要は呟つぶやいた。

　わざわざ呟いたのは、自分に言い聞かせないと、まかり間違ってうっかり逆上してパニックを起こしてわめき立てでもしたら、犯人の癇かんに障さわって口くち封ふうじをされちゃったりするかもしれないと理性が弾はじき出したからだ。

　というわけで俺、何がどうしてどうなってこうなったのかをちょっと整理してみよう。

　おお、いい考えだな俺。そうやって情報を整理することで、何かとてもいいアイディアが出てくるかもしれないぞ。

　わかっているじゃないか俺。いまはとにかく、希望を捨てない、諦あきらめない。いざとなっても最後の最後まで悪あがき、それでもだめならそのとき初めて祈いのれ。

　誰にだよ。

　そこまで考えて、要はふにゃっと顔を歪ゆがめた。

「～～～～～～～～……っ」

　昔も似たようなことがあった。赤い夕日の中で、それはもう怖い目にあい、もうだめだと腹を括った。

　いや、腹を括る、なんてかっこいいものではなかった。叫さけんで泣き喚わめいて暴れてあがいて、もうだめだと観念した。

　あの時は助かったけど、今回はダメかもしれない。

　要は必死で我が慢まんしながら、そろそろと周囲を見回した。

　表情の抜ぬけ落ちた修道女が十四名、自分を囲むようにずらりと並んでいる。

　彼女たちは普ふ段だんは乱れひとつなく修道服を着ているのだと思う。首まできっちり包むはずの修道服は、上から三つ目までのボタンがはずれて、血管の浮うき出る首があらわになっている。

　そこにふたつの赤い点が並んでいた。全員だ。

　中央に神の通る道を空け、両側に木製のベンチがずらりと並んだ礼拝堂。

　扉とびらの奥には祭さい壇だんと、二千年前に馬小屋で産うぶ声ごえを上げたという救世主の像。

　十字を背にした像は、苦痛を堪こらえるように目を閉じている。

　祭壇の下には燭しよく台だいやロウソクなどが散乱していた。

　いつもは燭台が立っている場所に、ひとりの男が行ぎよう儀ぎ悪く腰こしを下ろしている。

　長いコートの下にはショルダーホルスターをつけ、右みぎ肩かたが少し下がっている。あれは、重いものをさげているからだ。

　冷たい顔で要を見下ろす男の口には、長い牙きばがあった。

　一いつ瞬しゆん目が合いかけて、要は慌あわてて視線を逸そらした。男はそれに気づいたものの、何も言わずにふてぶてしく笑う。

「なぁ、ナハバール」

　男が口を開く。要は飛び上がりそうになったが、なんとか耐たえた。

「……」

　恐おそる恐る見やると、男はにぃと牙を剝むいている。赤い目が爛らん々らんと光っていて、自分をさす指の先には、絵に描かいたように長い爪つめだ。

「無力なナハバール。お前を取り返しに、あの小こ娘むすめたちは来ると思うか？」

　嘲ちよう笑しようを含ふくんだ問いに、要は思わず本気で考え込んだ。

「…………来ないかも…」

　捕つかまったあんたが悪い！

　と、目を怒いからせて断言する咲夜の姿が脳のう裏りに浮かぶ。それをルイがまぁまぁとなだめすかし、カールが腕うでを組んで悩なやむそぶりを見せ、グレーテルが額に手を当てて息をつく。

　そんな情景がありありと浮かぶのはなぜ。

　ちなみにアルベルトが出てこないのは、要がアルベルトという男とあまり接点がなかったのと、あまりにも無口で無表情なので、彼はきっと自分のことをなんとも思っていないからさっさと見捨てる可能性大、と頭のどこかが弾き出したからである。

「……俺、そんなに重要人物でもないし……なんか、カールさんたちが仲良くしてくれる理由、いまいちよくわかんないし……俺を囮おとりにしても、あんまり意味ないって言うか……」

　あ、なんだかどんどん落ち込んできたぞ。

　自分で言いながら肩かたを落としていく人間の少年に、ケッツァーは呆あつ気けに取られてしまった。

「そもそもね…、司堂の奴やつは俺に結構冷たいんだよ。いや、一応友達だと俺は思ってるんだけど、たぶんあいつも友達の端はしくれくらいには思ってるだろうなぁ、と思ってるんだけど、でも、こんなふうにして足を引っ張ったりしたら、それもどうかなぁ……」

　ぐるぐる巻きに縛られた両手に額を押しつけて、要は唸うなった。

　こんなときだが、自分は結構司堂咲夜を気に入っているし、カールやルイ、グレーテルのことも好きだし、アルベルトはおっかないけど嫌きらわれるのはいやだなぁということは嫌われたくないんだよなぁと再さい確かく認にんする要だった。

　それに、ついこの間咲夜の深刻な告白を聞いたばかりだ。軽々しく頑がん張ばれとは言えなかった。でも、しんどいのは伝わってきたし、同じ人間として理り不ふ尽じんな扱あつかいが許せなかった。

　絶対に認めさせてやる、という彼女の意気やよし、何もできないけど俺は心から応おう援えんするぜ。

　と心に決めたのである。

　が、決めたそばから足を引っ張るってどうなの俺。

「…………」

　わけのわからないことをぶつぶつと呟いている人間をしばらく胡う乱ろんげに眺ながめていた男は、やがて肩をすくめてどこかに消えていった。

　しんと静まり返った礼拝堂で、修道女たちは瞬またたきもせず、人形のように並んでいる。

　微び動どうだにしない彼女たちを一いち瞥べつし、要は肩を落とした。

　家を出て、ベルンシュタイン家マインツ邸ていに向かったのは昼過ぎ。あまり早すぎてもよくないし、あまり遅おそすぎるときっとせっかくだから夕食を一いつ緒しよに、と気を遣つかわせる。

　絶ぜつ妙みようの頃ころ合あいを見計らったつもりで、今日は寒かったので自転車をやめて徒歩とトラムにした。

　いま思えば、その選せん択たくが悪かった。自転車にしておけば、少なくとも、通りすがりの修道女に道を訊きかれて、ああ近くだから案内しますよ、などという親切心を起こすこともなく、人気のない裏通りで無数の修道女にぐるりと囲まれ、わけもわからず巨きよ大だいな麻あさ袋ぶくろに押し込められて車に乗せられる、などという事態にはならなかったはずだ。

　たぶん。

　さっきいなくなったあの男。たぶん咲夜がケッツァーと呼んでいたヴァンピーアだろう。クラーンを離り反はんしたものをケッツァーと呼ぶのだそうだ。ケッツァーと呼ばれるモンスターと遭そう遇ぐうするのは人生で二度目だ。

　一度目は心優やさしいヴェアヴォルフが守ってくれたが、二度目はどうだろう。

　首に牙のあとがある修道女たちは、ケッツァーの命令どおりに行動するようだ。命令がないとまるで人形のように動かない。瞬きひとつしないので、精せい巧こうに作られた蠟ろう人にん形ぎようのようだ。

　最初の事件のときは、たまたまモンスターに遭遇して、付け狙ねらわれてしまった。

　今回は、モンスター・クラーンのある意味骨肉の争いに巻き込まれた形なのだろうか。

「てことは、俺、ものすごい貧びん乏ぼうくじだなぁ」

　ここで咲夜を憎にくめればいいのだが、どう頑張ってもそれは難しい。何しろ要は自分で彼らにかかわっている。かかわったからこうなったというなら、原因は自分の好こう奇き心しんだ。

　だってヴァンピーアとヴェアヴォルフだぜ。モンスターってほんとにいるんだぜ。みんな知らないだろうけど、どてら着てこたつに入って、雪が降ったら雪見酒、とか言って大だい吟ぎん醸じようを用意してるんだぜ。そのために徳とつく利りとぐい飲みまで用意して、盆ぼんなんて漆うるし塗ぬり。なんでそこでウィスキーとかブランデーじゃないの。そもそもドイツ人が雪見酒って発想はどうなの。せめてそこはビールかワインでしょ。

　なんてことを考えつつも、でもなんだかんだで似合ってるし楽しそうだからいいのか、なんてことを日々考える。

　ドイツ語で苦しんだり、文化と風習の違ちがいでなんとなく疎そ外がい感を感じていたり。そんな毎日の中で、流りゆう暢ちように日本語を話してくれて、やけに日本文化に詳くわしくて、いつ行ってもいやな顔ひとつ見せないで出で迎むかえてくれておいしいものを振ふる舞まってくれて。

　そんな人たちがいてくれなかったら、自分で決めたドイツ留学でも、どこかでくじけて日本に帰っていたと思うのだ。

　かっこ悪いもんねと咲夜が言っていたが、彼らがいなかったら自分はものすごくかっこ悪いことになっていた。

　でも、命の危険がオプションについてくるのはちょっとなぁ、そんなのはいらないなぁ。

「……、いやいやいやいやいや」

　頭をぶんぶん振ふって、どんどん落ち込んでいく自分自身を奮い立たせる。

　ここで何もしないでいても、危険なことには変わりがない。どうにかして自力で活路を見み出いださなければ、咲夜たちが来てくれたときに怠なまけ者と一いつ喝かつされそうだ。

　そう思って、要は目をしばたたかせた。

「……なんだ」

　俺、あいつらがきてくれるって、思ってるんじゃん。疑ってみたりしても、最後は信じちゃってるじゃん。

　だって、信じなかったら悪い。自分たちはモンスターだよと彼らがあけっぴろげにしてくれるのは、要がそれを吹ふい聴ちようしないと信じているからだ。

　なぜそこまで信しん頼らいしてくれているのかといえば、あの年老いたヴェアヴォルフが、自分を守ってくれたからだろう。

　黄昏たそがれを生きるモンスターは、血族には絶大な信頼を寄せている。数少ない血族の結束は、人間には及およびもつかないほど固い。だからこそ、カールが人間を娶めとったことや、人間を養女にしていることが許せない。それはすべて、血族を守ることへの裏返しの感情だ。

　きっと、そこに自分がたどり着けるくらいだから、カールは勿もち論ろんのこと、咲夜もそれを理解している。

　でも、理解していても、心がついていくかといわれたら、やっぱり難しいだろう。痛いことを言われたら反発したくもなるし、大事な人を奪うばわれたら、許せない。

　様子を窺うかがっても、修道女たちはまったく動かない。

「………………」

　ぐるぐる巻きの腕の束そく縛ばくを、なんとかはずせないものかとあがいてみる。

　何もしないで捕まったままあの世行きか、精せい一いつ杯ぱいあがいた上であの世行きか。どちらがいいかと言われたら、とりあえずあがくほうを選ぶべきだ。

　それが間ま違ちがった選択でないことを祈いのりながら、要はどうにかして腕の縛いましめをはずせないかと思案した。
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　東條要がケッツァーの手に落ちた。

　戻もどってきたルイからコートを受け取り、ポケットからアルベルトがペンダントを取り出す。

「ケッツァーは、『クライス』と口にしたそうだ」

　咲夜を除いた全員が息を呑のむ。

　息子むすこからペンダントを受け取ったカールは、ついと手を掲かかげて指を鳴らした。

　部屋の明かりがふっと消え、闇やみが降りる。

　銀のロケットを開くと、小さな鏡が現れた。

　カールはそれを暖だん炉ろに赤々と燃える炎ほのおに向けた。

　すると、鏡の表面が淡あわく輝かがやき、炎の放つ光を反射して壁かべに小さな円が映し出される。

　反射の円を見ていた咲夜は、はっと目を瞠みはった。

　白い円の中に、紋もん様ようが浮うかび上がる。

「……なに？」

「魔ま鏡きようだ。光を当てると仕込まれたものが浮かび上がる」

　答えるアルベルトの声こわ音ねが鋭えい利りな響ひびきを含ふくんでいる。

　実際の鏡よりずっと大きな円が壁に浮かぶ。その中に現れたのは、メビウスの輪に鷹たかの目と剣けん、太陽が配された何かの紋もん章しようのようだった。

　いつもは優しげなルイの相そう貌ぼうが剣けん呑のんに歪ゆがむ。

「クライス……！」

　咲夜は家族たちを見回した。

「クライスって何？　要をさらったのはケッツァーじゃないの？」

　咲夜を後ろから抱かかえるようにしたアルベルトの腕うでに力がこもる。

　重苦しい沈ちん黙もくが降る中、深刻な面おも持もちのカールは一同をゆっくりと見回した。

　カールの双そう眸ぼうがきらりと光る。

「おそらく、このケッツァーはクライスに与くみしている。一刻も早く狩からねば、クラーンの存続にかかわる」

「待ってよ！」

　ひとりだけついていけない咲夜が声を荒あらげる。

「クライスってなに？　どうしてみんな知ってるの？　あたしには言えないの？」

　ふいに、こみ上げてくるものがあった。

「あたしが人間だから、知っちゃいけないの……っ!?」

　モンスターたちは虚きよをつかれたような顔をした。咲夜はたまらなくなって言い募つのる。

「だったら、人間じゃなくなればいいの？　長老たちが言うように、あたしが誰だれかの牙きばを受けたらいいの!?」

　咲夜の叫さけびに、今度は全員が息を呑む。

　血相を変えたカールが咲夜に詰つめ寄った。

「待て！　咲夜、誰がそんなことをお前に言った!?」

　咲夜はアルベルトの腕を摑つかんで首を振る。

「知らない！　でもそう言われたわ、ケープとブローチと、あの銀の弾だん丸がんを持ってきた奴やつが、それが長老たちの意思だって言ったのよっ！」

　──人間であることをやめて黄昏に生きると誓ちかえば、我らの牙を受ければ、すぐにでもクラーンの一員に加えられる

　だが、人間のままでありたいと望むなら、ケッツァーをひとりで狩って見せろ。

　アルベルトの腕に顔を押し付けるようにして、咲夜は隠かくしていた思いを吐はき出した。

　自分は中ちゆう途と半はん端ぱなところにいる。人間でありながらクラーンの中にいて、人間だからクラーンとはみなされない。

　咲夜という名は人間の両親がつけたもので、カールたちがつけてくれた名前はあっても彼らはそれを使わない。

　人間であることが嫌いやなのかと問われれば、決して嫌ではないと答える。だって自分は人間として生まれた。その上でモンスターに育てられた。

　ではモンスターに転化しろと言われて、果たしてそれが正しい道か。

　カールの妻だったエミーリアは、どれほど迫せまられても決して牙を受けなかった。彼女は人間であることを誇ほこりに思っていた。

　まだ五歳だった咲夜だが、病びよう床しようのエミーリアは幼い彼女に色々な話をしてくれた。

　──私はね、あえてクラーンの血を受けないの。もしもっとずっと長生きをして、ああもういいかなと思ったら、そのときまた考えようと思っていたのよ。カールは私の願いを聞いてくれたわ。とてもとても大変な思いをして、それでも私を守ってくれた

　そうして、咲夜の髪かみを撫なでた。

　あなたはまだ幼くて、私の言っていることはきっとわからないわね。でも、咲夜。私たちがどうしてあなたをそう呼ぶのか、いつかきっとわかる日が来るわ。

　覚えておいてね。私もカールも、アベルも、ルイも、グレーテルも。

　みんなあなたを愛してる。あなたを丸ごと愛してる。どんなことがあっても。

　最後まで人間だったエミーリア。牙を受ければ病気はたちどころに癒いえたはずだ。そしてカールと長い長い時をともに生きられただろう。
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　それでも彼女は人間のまま生きて、人間のまま死ぬことを選んだ。

「人間をやめたらいいなら、そう言ってよ。あたしだけ、置いていかないでよ……」

　十年前のあの日、去って行くアルベルトにすがって泣いた。

　いま咲夜は、あの日と同じ思いをしている。

　みんなが知らないことを言っている。自分だけが置き去りにされている。

　肩かたを震ふるわせる咲夜に、誰かのあたたかい手がそっと触ふれてきた。

「……違ちがうんですよ、お嬢じようちゃま」

　咲夜はのろのろと顔を上げた。

　目の前に、目を細めた老女の、慈いつくしむような瞳ひとみがある。

「このうちの男どもはねぇ。みんながみんな、臆おく病びよう者なんですよ。だから、お嬢ちゃまを危ないことにかかわらせたくなくて、できることなら箱の中にしまっておきたいくらいなんです」

　ほら、こんなふうにと、さっきからずっと咲夜を抱えているアルベルトの腕をグレーテルは造作もなく引き剝はがす。

「知ればお嬢ちゃまは先せん陣じん切って飛び出していく……。それがわかっているから、みんなで隠していたんです」

　ぐるりと見回すグレーテルに、カールやルイは居い心地ごこちの悪い顔をして目を泳がせた。

「カールぼっちゃま、ルイ坊ぼうや。そろそろしまいにしなさいな。隠すから暴あばきたくなるんです。老体どもが何をほざこうと、お嬢ちゃまはもう立派なクラーンの一員ですよ」

　じろりとねめつけられて、カールはまるで悪戯いたずらを叱しかられた子どものような顔をしている。ルイにいたってはヘビに睨にらまれたカエルのようだ。

　呆あつ気けに取られる咲夜の耳元で、嘆たん息そく交じりにアルベルトが呟つぶやいた。

「マルガリータ。そろそろ引いてくれないか。わかったから」

　おや、と、グレーテルはにっこり笑った。

「その名を呼ばれるのは久しぶりですねぇ」

　そうしてグレーテルは、くるりと踵きびすを返した。

「咲夜様とアルベルト様の支し度たくをしてまいりましょう。カール様。その間に、咲夜様にクライスとクラーンの確かく執しつを、お話しくださいませね」

　ロングドレスの裾すそを持って一礼し、老女は軽かろやかに下がっていく。

　その背に向けて、カールは額を押さえながら訴うつたえた。

「ぼっちゃまはやめてくれ、グレーテル」

「はいはい、そうですね。ぼっちゃま」

　その後ろでは、ルイが苦虫を嚙かんで潰つぶしてじっくり味わったような面持ちで、乱れていないタイを整えている。

「いつまで坊や扱あつかいされるのか…」

　心底参ったと言わんばかりにうめくルイの肩を、カールがぽんと叩たたいた。

「ぼっちゃまよりはいいじゃないか」

「坊やのほうが情けないと思うんですが」

　互たがいに傷を舐なめあうふたりを見ながら、どっちもどっちじゃないかなと、咲夜は心の中で呟いた。

「あぁぁ…あれでばあやは本気で怒おこっているんだ」

「ですね…。仕方ありません。咲夜様を泣かせてしまった以上、あれくらいですんで良かったと思いましょう、カール様」

「そうだな、そうしよう」

　うんうんと頷うなずきあって、ふたりは同時にため息をついた。

　一方、咲夜はさかんに目をしばたたかせて戸と惑まどいの表情を見せている。

　その頭を、アルベルトがよしよしと撫でた。

「すまない。マルガリータの言うとおり、俺たちは過保護だったようだ」

　咲夜は窺うかがうような瞳でアルベルトを見つめる。

「クライスについてをこれまでお前に教えなかったのは、お前を巻き込みたくなかったからだ。人間だからじゃない、お前を危険な目に遭あわせるのを避さけるために」

　しかし、それが咲夜に孤こ立りつ感かんを与あたえていたのだとしたら、非はやはり自分たちにある。

　アルベルトが視線を滑すべらせた。青みがかった黒の双眸が見み据すえるのは、父親だ。

「カール。モンスター・クラーンを束ねるヴァンピーアの長おさよ。マルガリータの言うとおり、咲夜は紛まぎれもなくクラーンの一員。知る権利がある」

　カールは沈ちん鬱うつに目を細め、やがて息をついた。

「───そのとおりだな」

　そうして、彼らは咲夜に座るよう促うながした。

　カールとアルベルトも腰こしを下ろし、当主の傍かたわらにルイが立つ。

「聞きなさい」

　そうしてカールは、静かに語りだした。
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　クライス。

　それは、魔ま術じゆつから科学まで手広く扱う秘密結社の名だ。

　世界中に支部を持ち、不老不死を手に入れるためにありとあらゆるサンプルを追っている。

　それが不老不死、異能の力にかんすることであるならば、常人であれば笑い飛ばすかはなからまともに受けることのない絵空事であっても、クライスの者たちは至し極ごく真面まじ目めに考察し、時には研究を重ねる。

　たとえば、無から人間を作る錬れん金きん術じゆつ。

　たとえば、東洋の閨けい房ぼう術。

　そして、世界中に伝説として残るモンスターの存在と、その生命力について。

　終わりのない生を表すメビウスの輪。狙ねらったものをどこまでも追う鷹たかの目。人間をはるかに超ちよう越えつした力を象しよう徴ちようする剣けん。闇やみに隠かくれたものを照らす太陽。

　それがクライスの意い匠しようだ。

　ケッツァーの落としたロケットに刻まれていたのは、まさにそれだった。

「クライスは、数百年前にクラーンの存在をかぎつけて、それからずっと追っている」

　クラーンには、人間とさほど変わらない姿形、能力のものも多い。それらはクライスに捕とらえられ、生体実験の材料にされて命を落としている。

　かろうじて逃のがれたものからクライスの詳しよう細さいを知らされたクラーンの長老は震しん撼かんした。まさか人間がそんな暴挙に及およぶとは考えなかった。

　一部の権力者たちは、最終的に不老不死を追い求めるようになる。人間である以上、老いと死からは逃れられない。

　人間にあらざるもの、モンスターと呼ばれるものたちの生命力や尽つきない寿じゆ命みように目をつけたのは、ある意味当然の成り行きだったかもしれない。

　クライスは、モンスターが実在していることをどうやってか嗅かぎ付けた。そして、様々な情じよう報ほう網もうを駆く使ししてモンスターを探している。

「大たい概がいのケッツァーは、それぞれのクラーンの末まつ端たんにいるものたちだ。彼らはクライスに言こと葉ば巧たくみに扇せん動どうされ、クラーンの上層階級を憎にくむようになる」

　だが、末端のクラーンは、真に力の強い長命な上層階級たちがどこにいるのかを知らされておらず、それがどの程度の数であるのかもわかっていない。

　クラーンの上層階級は結束が固い。しかし、その下の血族同士の交流はほとんどない。へたに交流をしないことで互いの領域を守っている。

「奴やつらの科学力で、それぞれのクラーンの長クラスの生命力と能力が手に入る。そう思いこまされたケッツァーたちは、城を探すようになる。突つき止められたら大変なことになる」

　大たい抵ていのクラーンは静かに暮らしている。クラーンにとって、クライスは命を脅おびやかす悪あしき存在だ。

「ケッツァーを狩かるものは、同時に、クライスを迎むかえ撃うち、殲せん滅めつする役目も負うことになる」

　カールの唇くちびるを見ていた咲夜は、あることに気づいて瞠どう目もくした。

「……クライスを構成するのは、……人間？」

「そうだ」

「ケッツァーを狩るということは、時には人間と殺し合いをしなければならない？」

　カールは無言で頷く。

　それでも、クラーンには鉄則がある。クラーンと人間が共存するために、はるか昔、各クラーンのエーアストたちが定めた掟おきてだ。

「血族クラーンは、いかなることがあっても隣人ナハバールに危害を加えてはならない。もし、隣人ナハバールが血族クラーンに危害を加えてくることあらば、速すみやかにそれを退け、すべての痕こん跡せきを消してそこから去れ。そして、隣人ナハバールに害をなす血族クラーンは、異端者ケツツアーとみなして、狩れ」

　モンスター・クラーンを束ねるヴァンピーア族の長、カール・ブラント・フォン・ベルンシュタインは、重々しく告げた。

「それに、クライスの存在が明るみに出たとき、もうひとつ加わった。ナハバールに危害を加えてはならない。だが、クライスの紋もん章しようを持つものは、その限りではない」

　ひと呼吸おいて、カールは愛まな娘むすめを見つめる。

「……私は、いまもお前に狩りをさせたくはないよ」

　咲夜は何かを言いかけた。けれども、うまく言葉が見つからない。

　しばらく言いあぐねて、やがて両手を握にぎり締しめた。

　そこに、ケープとブローチ、そして見慣れない衣装を持ったグレーテルが戻もどってきた。

「お話は済みましたか？」

　老女の問いにカールは渋じゆう面めんで頷く。そんな当主に、グレーテルは手にした衣装を差し出した。

　カールはそれを受け取り、テーブルに置いた。

「だが、長老衆の誰だれかがお前に狩りを命じたのなら、そこにはエーアストの意向がある。ケッツァーを狩れば、クラーンの一員として認められるというのも本当だろう」

　あとで取引を持ちかけた長老を見つけて締め上げる、とカールは心に誓ちかっている。

「ケッツァーはお前にひとりで来いと言っている。人ひと質じちを取って待ち構えているケッツァーだ、狩りは相当困難なものになるだろう。要くんの命もかかっている」

　咲夜はブローチに刻まれた紋章を見つめた。

「これを取るなら、失敗はもう許されない」

「…………」

　口を開きかけたとき、ずっと握っていたものが仄ほのかにあたたかくなった気がした。

　手のひらを開く。細工のされた白い牙きば。要がずっと持っていたお守りだ。

　三年前のあのとき、自分たちが駆かけつけるまで人間の少年を守っていたのは、年老いたヴェアヴォルフ。

「───行くわ」

　ブローチを摑つかんで、咲夜は顔を上げた。

「相手は、ナハバールに害をなすケッツァー。なら、それを狩るのはクラーンの役目よ」

　彼女の決意を受けて、カールはひとつ頷うなずくとルイに目配せをした。応じたルイが一いつ旦たん下がり、一丁のリボルバーと革かわの箱がのったトレーを手に戻ってくる。

　テーブルに置かれたトレーを示し、カールは口を開いた。

「これは、お前が長老衆からもらったのとは別の弾たまだ」

　意に反してケッツァーの牙を受けた人間は、「闇に転化したものフエアヴアンドルング」と呼ばれる。ケッツァーを倒たおせる銀の弾だん丸がんは、彼らの命も奪うばってしまう。

「これを、ケッツァーの牙のあとに打ち込む。そうすると、ケッツァーの血が無効化されてもとに戻すことができる。……らしい」

「らしい？」

　思わず聞き返す。カールは目を泳がせた。

「つい最近できたばかりの試作品だそうだ。さすがに人間で人体実験するわけにもいかないから、まだ試ためしたことがないと、クラーンの連中が」

　渋しぶい顔をする咲夜に、ルイがもうひとつの箱を差し出した。

「こちらは麻ま酔すい弾だんです。動きを封ふうじるくらいはできるかと」

　咲夜は嘆たん息そくして立ち上がった。

「わかったわよ。ちょっと癪しやくだけど、クラーンのサンプルになってやろうじゃない」

　そうして、ケープとブローチと衣装を摑む。

「ところでグレーテル、この服なに？」

　両手を握り合わせた老女はにっこりと笑った。

「狩りの正装です。さぁこれで長老どもには文句は言わせませんよ」










　外は既すでに夜闇が落ちている。

　ベルトを締めて、二丁のリボルバーを両りよう肩かたに下げると、思った以上にずしりと重量がかかる。

　グレーテルの用意した服は軽いのに厚みのある丈じよう夫ぶな生き地じで、ぱっと見は軍服のようだ。

「なるほど、確かにこういうのを着ると気持ちも引き締まるわね」

　紛まごうことなき戦せん闘とう服。見た目は重要だ。特に女の子は、気合いの入り方が違ちがう。

　予備弾丸を腰こしのポーチに突っ込んで階段を駆け下りると、同じような戦闘服のアルベルトとルイが既に準備万ばん端たんで待っていた。

「行くぞ」

「え？」

　身を翻ひるがえすアルベルトに虚きよをつかれて一いつ瞬しゆん反応できない咲夜に、ルイがほけほけと笑った。

「場所の特定ができました。急ぎましょう」

「え、でも。ひとりでこいって……」

「大だい丈じよう夫ぶです。ケッツァーもどうせ咲夜様がひとりでいらっしゃるとは思っていません」

　そうだろうか。

「え、でも、もし万が一ということが」

　ルイは笑え顔がおで断言した。

「ありません。そんな正々堂々としたケッツァーだったら人質を取るものですか。目には目を、歯には歯を。クラーンを離り反はんしナハバールに害をなしたからには、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめして土に返すのがクラーンの流りゆう儀ぎ」

　滔とう々とうと語り、咲夜を玄げん関かんポーチに促うながす。

「実際にケッツァーを狩られるのは咲夜様ですが、そこにいたるまではお守りいたします。もっとも……」

　ルイの笑みに苦く笑しようが混じる。

「私の出番はないと思いますが」

　ポーチの向こうで、エンジン音が響ひびく。

　咲夜は慌あわてて外に出た。

　大型のバイクにまたがったアルベルトが、後ろに乗るよう促す。

　咲夜が後部座席に飛び乗ると同時に、バイクは走り出した。

　やや遅おくれて出てきたルイが、ガレージを開けて愛車に乗り込む。

　びしょ濡ぬれになったシートは綺き麗れいになったが、そのあとで念のためにシートカバーをかけておいた。

「備えあれば憂うれいなしですね」

　キーを回してエンジンをかける。ローから一気にトップまでギアチェンジし、爆ばく音おんとともに発進させ、アルベルトの後を追う。

　玄関ポーチに出てきたカールとグレーテルは、凄すさまじい排はい気き音に顔をしかめた。

「近きん所じよ迷めい惑わくだな」

「大丈夫ですよ。我が家はご近所とは結構距きよ離りがありますもの」

「それもそうか」

　あっさり呟つぶやき、カールは踵きびすを返した。

「カール様？」

「ちょっと出かけてくるよ。手を回しておかないと、この間の爆ばく破は事件の二の舞まいだ」

　老女は恭うやうやしく一礼した。

「はい。お留守はこのグレーテルにお任せを」
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　じたばたとあがいていた要は、佇ちよ立りつしていた修道女たちが一いつ斉せいに向きを変えたのに、心臓が止まるほど驚おどろいた。

「わあっ！　ごめんなさいごめんなさいもう悪あがきはやめます！　……あれ？」

　修道女たちは整列したまま礼拝堂を出て行く。

　最後の一人が扉とびらを閉めると、要は闇やみの中に取り残された。

「……なに？」

　自分以外誰だれもいなくなった礼拝堂は、静せい寂じやくが満ちる。だんだんその静寂に押しつぶされるのではないかと錯さつ覚かくするほど、凄まじいストレスだった。

「誰か、誰か助けてーっ」

　てーっ、てーっ、てーっ……。

「……うわぁ、木霊こだまがするぞぉ。静かだぞぉ、おっかないぞぉ」

　くらいってこわいなぁと、要は半泣きになりながら腕うでの縄なわにかじりついた。

　がしがしと結び目をかじり、なんとかならないかと引っ張ってみる。

　もっとカルシウムを取ってたらこれくらい嚙かみ千切れたかなぁと、普ふ通つうだったら考えないような突とつ拍ぴよう子しもないことを本気で検討する。が、どう頑がん張ばっても硬かたくて丈夫な縄には文字通り歯が立たない。

「縄ってか、ロープ？」

　解けないものかとあがいたおかげで、手首の薄うす皮かわが擦すり切れて赤くなっている。縄が当たるたびに痛くて、悲しい気持ちになってきた。

「なんかもう、めそめそしてもいいだろうか、俺……」

　それでも男としてのなけなしのプライドで持ち堪こたえる。

　えい、えい、と痛みを我が慢まんしながら腕を動かしていると、誰かが肩かたをぽんと叩いた。

「ぎゃあぁぁぁぁぁっ！」

　要は文字通り絶ぜつ叫きようした。誰もいない礼拝堂で肩を叩かれるなんて、ホラー以外のなんだというのか。

　礼拝堂に出るなら幽ゆう霊れいか、それともゾンビか、あるいはヴァンピーア、いやいやヴァンピーアは十じゆう字じ架かとか苦手だから。

　いや違った、ヴァンピーアは十字架も日光も水もにんにくもまったく平気です。本物を見ている俺が言うんだから間ま違ちがいありません。

　驚きよう愕がくと恐きよう怖ふで半ば錯さく乱らん状態の要は、背後を振ふり返った。

　周囲には街灯もないので、月明かりがやけに明るく見える。

　そこに立っていたのは、見知らぬ青年だった。

　薄うす暗ぐらいのでよく見えないが、たぶん青年だと思った。髪かみが長い。ルイほどではないが、少しウェーブしていて、片目が隠かくれている。

　陰かげになっていて顔の上半分は見えないのだが、口元は笑っているようだった。

　要は座っているからものすごく長身に感じられるが、アルベルトよりは低いかもしれない。彼は百八十センチ後半だと思う。

　上は白いシャツ一枚で、下は黒いスラックス。

　妙みようだ。

　要は違い和わ感かんに気づいた。
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　闇の中で月つき影かげを背にして立っている青年は、どうしてこんなに薄うす着ぎで平気なのだろう。

　要は長Ｔシャツとセーターの上にダウンジャケットを羽織っている。それでも石の床ゆかにじかに座らされているおかげで相当寒い。さっきからずっと吐はく息が白くて、指先はとっくにかじかんで感覚はないし、手首の痛みも半ばマヒしている。

　あまり寒いとすっかり冷えてしまって、それが当たり前になるから感じなくなるものだ。

　でも、息を吐けば白くなる。さっきの修道女たちも、佇立している間無表情だったが、呼吸のたびに口のところが白くなっていた。

　なのに、この青年は、呼吸しているはずなのに、それがない。

　要は無意識に身を引いた。

　ケッツァーとは違う。目が離はなせないのに、体が勝手に動く。何かが要をそうさせた。

　要を見下ろしていた青年は、静かに口を開いた。

「───逃にげたい？」

　要は声も出せず、ただ目を見開いた。
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　ケッツァーが送ってきた写真の建物は、先日爆破されて倒とう壊かいした城じよう砦さいからさほど離れていない、森の奥にある修道院だった。

　ひっそりと暮らす修道女たちは生しよう涯がい家族にも会わず、神にすべてを捧ささげて戒かい律りつの中で過ごす。規則正しい生活の中で彼らがもっとも尊ぶのは祈いのり。

　その静かな暮らしの中に、ケッツァーが入り込んだ。

　あのケッツァーはゴーレムを失い、すぐに使える手て駒ごまを欲ほつしていたはずだ。

　ポーチに入っている弾だん丸がんは二十発。果たしてこれで足りるだろうか。それ以前に、本当に効果があるのだろうか。

「闇に転化させられちゃった人間は、どうなるの？」

　バイクのエンジン音に搔かき消されないように声を張り上げる。届かないかもと思っていたが、ダンピールの聴ちよう覚かくは咲夜の言葉を正確に捉とらえていた。

「その場合は、城に連れて行く。エーアストが手を打つ、心配するな」

　咲夜はほっとした。ケッツァーさえ仕留められれば、なんとかなる。

　アルベルトの背中にしがみついて、咲夜は唇くちびるを嚙む。

　なんとしてでも要を助け出さなければならない。

　自分たちにかかわったことで巻き込んだ。親しくしてはいけなかった。

　要は咲夜にとって、初めてできた人間の友達だった。人間の、同年の少年と、どう付き合えばいいのかよくわからなくて戸と惑まどったことも多い。

　ルイやカール、グレーテルのアドバイスは、時々あまりあてにならない。試し行こう錯さく誤ごしながら距離を測るということを少しずつ覚えたつもりだが、それとて正しいのかどうか。

　これが終わったら、もうかかわらないようにしよう。

　ケッツァーやクライス、人間にとって危険なことがたくさんある。クラーンとナハバールは馴なれ合ってはいけないのだ。

　爆破された城砦の近くを通過する。川沿いの道は暗く、対向車もまったく見られない。

　アルベルトのバイクとルイの車がかなりの速度で走り抜ぬけるのを、森の動物たちが驚いて見送る。

　夜はまだはじまったばかりだった。

　写真に写っていた修道院は森の奥深くにある。

　バイクの後部座席に座っていると、だんだん寒さで感覚がなくなってくる。

　革かわの手て袋ぶくろはしているが、これは発はつ砲ぽうしてシリンダーが熱を持ったとき、誤って触ふれて火傷やけどをしないための配はい慮りよだ。

　最初のうちはつい素す手でで触さわってしまい、そのたびに熱さで火傷をしていた。あとが残らなかったのはひとえにその後の対処が早かったのと、グレーテルの膏こう薬やくが効いてくれたおかげだった。

　痕あとはなくても、過去に無数の傷を負った。

　彼女が本格的に射しや撃げきを始めたのは十歳のときだ。それまではどんなに望んでも断固として反対された。

　十歳になってようやく許されたのは、少しずつ体組織が成長して、発砲の衝しよう撃げきを受けても耐たえられると判断されたからだ。

　自分が人間であり家族たちとは種族が違ちがう。五歳のとき、その事実に打ちのめされてからずっと、彼女は戦う力がほしかった。
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　クラーンを離り反はんしたものはケッツァーと呼ばれ、人間に害をなしたケッツァーはクラーンによって狩かられる。

　それを咲夜が知ったのは六歳のときだ。

　マインツの郊こう外がいに建つベルンシュタイン邸ていに時折やってくるクラーンの訪問者は、カールたちのいないところで陰かげ口ぐちを叩たたく。

　どこの馬の骨ともわからない人間の子ども。仮にもヴァンピーアの長おさが、人間を養女にして、何を考えているのか。

　ヴァンピーアだけでなく、モンスター・クラーンすべてを束ねる長。

　それが何を意味するものなのか、咲夜は少しずつ自力で調べた。なぜ自分はあれほどクラーンの者たちから白眼視され、心無い言葉を向けられるのか。どうして母は、クラーンの者たち全員が持っているというあのマントとブローチを与あたえられなかったのか。アルベルトがこの屋や敷しきから出て行かなければならなくなった理由はなんだったのか。

　疑問は日ごとに膨ふくらんで、けれどもどうしても、家族たちに尋たずねることはできなかった。

　幸い、屋敷の書しよ斎さいには様々な書物が揃そろっていた。

　彼女は毎日のようにそこに入り込んでは、なんとか理解できるレベルのものから読みはじめた。

　咲夜は学校に通わなかった。だが通わなくても勉強はできる。それに、咲夜には人間としての戸こ籍せきがなかった。

　カールをはじめとしたクラーンは、人間社会に見事にとけこんでいる。書類などはいくらでも偽ぎ造ぞうすることができる。

　また、爵しやく位いも歴史もある家いえ柄がらだから、上流階級にも顔がきく。

　クラーンのものたちは一定の年ねん齢れいを過ぎると年を取らなくなる。そうなったら世間的には世代交代だ。子どもに代を譲ゆずったように見せかけて、ほとぼりが冷めた頃ころに再び子孫のような顔で社交界に現れる。もしくは、世界一周の旅と称しようして姿をくらます。五十年も経たてば大たい抵ていの顔ぶれは変わっているから、先代によく似ていますねと言われる程度で不ふ審しんに思われることはない。

　ベルンシュタイン家の爵位は、とうに滅ほろんだ王国の君主から与えられたものだ。もはや名ばかりになっているが、それでも爵位を持っているとなれば相手の態度が変わる。ないよりはあったほうが便利だ。

　世間でもっとも有名なヴァンピーアは、とあるホラー小説に登場しているトランシルヴァニアの伯はく爵しやくで、クラーンとしては、あのような虚きよ構こうのモンスターがヴァンピーアの真の姿であると考えられるのは非常に心外だと、あの小説が発表された当時から遺い憾かんの意を示していた。

　自分たちの長は公こう爵しやく位を持っている。あれより遥はるかに古く由ゆい緒しよ正ただしい血筋であると、矜きよう持じがあるのだ。それもあって、ベルンシュタイン家は、古い王国から授さずかった公爵の称しよう号ごうを、いまでも堂々と使用している。

　咲夜の戸籍を、用意しようと思えばいくらでも整えられたはずだったが、カールはそれをしなかった。

　それは、咲夜のためにかける労力を惜おしんだのでは決してなく、外の世界に出すことで、両親に置き去りにされたという事実が彼女に災わざわいをなさないようにという配慮からだった。

　子どもというのはひどく鋭えい敏びんで残ざん酷こくだ。自分たちと少しでも違うものには徹てつ底てい的てきな敵意を向ける。

　カールたちがいくら細心の注意を払はらっていても、人間とモンスターの違いはどこかに現れてしまうかもしれない。それが咲夜を傷つけてしまうのではと、モンスターたちはそのことを恐おそれたのだ。

　グレーテルの言うとおり、ベルンシュタイン家の男たちは臆おく病びようだ。人間たちに正体を知られることよりも、幼い少女が傷つくことを恐れて、何者も届かない自分たちの腕うでの中に閉じ込めてしまった。

　そして、咲夜自身がその囲みを抜けようとするまで、そこから出さなかったのだ。

　しかし、六歳のとき、咲夜は自らの意思で彼らの庇ひ護ごの外の世界を見たいと望み、そのために動きはじめた。

　地理、歴史、文化、民族、風ふう俗ぞく、戦争、経済、様々な技術、科学、天文。

　書斎にはあまたの分野の書物が並び、難しい言葉だらけのそれらを拾い読みしながら、少しずつ少しずつ覚えていった。

　隠かくし扉とびらを見つけたのは偶ぐう然ぜんだ。たまたまバランスを崩くずして本を落としてしまった。拾おうとした手の先、床ゆかすれすれの書しよ棚だなの枠わくに刻まれた紋もん様ようのひとつが、ずれていた。

　不思議に思ってそれを触ると紋様がくるりと回転し、奥に取っ手があった。試ためしに引いてみると書棚が静かに動き、隠されていたもうひとつの書斎が現れた。

　そこに並んでいたのは、クラーンの歴史や事件、各血族についての記録だったのだ。

　カールのいない間にそこにもぐりこんで、ハンドライトで照らしながらそれらを読んだ。わからない言葉が多く、時にはドイツ語ですらないそれらを、書斎にあった辞書を持ち込んで調べながら、必死でページを繰くった。

　やがて、昼間に時々姿の見えなくなる咲夜を心配して捜さがしにきたグレーテルに見つかり、咲夜の行動はカールの知るところとなった。

　カールは渋じゆう面めんを作って、幼い咲夜をじっと見つめていた。

　ルイとグレーテルがはらはらした様子でそれを見守る中、当主は漸ようよう口を開いた。

　──勝手に入ったらいけないと言っていただろう？

　書斎に入るだけでなく、いつのまに隠し扉を見つけたのか。

　咲夜は答えた。知らないことを学んで、色々なことをできるようになりたかった。それで、みんなに隠れて出入りしているうちに、隠し扉を見つけたの。

　カールは仕方ないという風ふ情ぜいで、これからは書斎に自由に出入りしていいと許可をくれた。そして、そこから正式に、クラーンについても教えてくれるようになった。










　母を失い、義理の兄として一いつ緒しよに育ってきたアルベルトを奪うばわれて。取り戻もどすために何をすればいいのか。自分に一体何ができるのかを、幼いながらも真しん剣けんに考えた。

　勝ち取るためには戦わなければならない。

　自分が人間だからクラーンに認められないなら、彼らがどうすればそれを覆くつがえすか。

　答えを求めていたときにそれを見つけた。

　隠し書斎の奥にあった、黄金でできた扉の古い書。

　羊皮紙の最初のページに、誰だれかの手書き文字で記されていた序文。







『血族クラーンは、いかなることがあっても隣人ナハバールに危害を加えてはならない。

　もし、隣人ナハバールが血族クラーンに危害を加えてくることあらば、速すみやかにそれを退け、すべての痕こん跡せきを消してそこから去れ。

　そして、隣人ナハバールに害をなす血族クラーンは、異端者ケツツアーとみなして、狩れ。』







　クラーンにとって、咲夜はどこまでもナハバール。

　しかし、ナハバールを守り、ケッツァーを狩ることができたら。

　それはもはや、人間を超こえるものだ。それができれば、人間でありながら限りなくクラーンに近づけるのではないか。

　しかし咲夜はやはり人間だ。クラーンのような異能の才も、超ちよう人じん的な身体能力も持たない。

　彼女がケッツァーと戦うためには武器が必要になる。それも、人間でも、女でも、自在に扱あつかえて、殺傷力の高い武器が。

　クラーンのものたちがケッツァーを狩かる際に用いるのは、紋もん章しようにも描えがかれた剣けんだ。刃やいばであればどんなものでもいい。それは牙きばの代わりだと、爪つめの代わりだと、何かで読んだ。

　クラーンの誇ほこりを汚けがすものはクラーンの手で葬ほうむるという意思表示なのだろう。

　しかし、接近戦では咲夜に勝ち目はない。ならば選ぶべきは飛び道具。

　人間の女性、ごくごく平均的な腕わん力りよくしかない自分が、ケッツァーと対たい峙じするためにもっとも現実的で理想的なものは。

　様々な武器を探し、吟ぎん味みして、結論を出した。

　自分は人間だ。ならば、人間の作り出した鉄の武器を選んで何が悪い。牙も爪も持たない人間が、離はなれた場所にいる敵を倒たおすためにその叡えい智ちを集めて作り出した高性能で強力な武器といったら、銃じゆう火か器き以外に選せん択たく肢しはない。

　銃火器は多種多様だ。

　大きさは、重さは、威い力りよくは、射しや程てい距きよ離りは。

　彼女の熱意に負けたカールが選んでくれたのは、リボルバーのハンドガン。

　──その心に体力も知識も何もかもが追いついたら、お前に牙を与えよう

　それを持てるだけの体力をつけるために、血のにじむような努力をした。

　学校に通わない代わりに、カールについて世界中を回り、ルイとともに様々な経験をした。

　それだけではない。半年ごとにドイツに戻り、公爵家の令れい嬢じようとして必要な知識や所作振ふる舞まい、マナーのすべてをグレーテルから教わった。

　クラーンの連中に隙すきを見せないために。人間であるというどうしようもない事実以外で、侮あなどられないように、蔑さげすまれないように。

　ヴァンピーアのような、ヴェアヴォルフのような。牙と爪を持たない咲夜にとって、鉄でできたリボルバーがその代わり。

　アルベルトが去っていったあの日から、咲夜の戦いははじまったのだ。
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　冬の風は切るように冷たい。何の覆おおいもないバイクはそれをもろに受ける。

　アルベルトが肩かた越ごしに一いち瞥べつしてきた。

「寒くないか」

　彼の腰こしにしっかりしがみついた咲夜は、エンジン音にかき消されないように声を張り上げた。

「大だい丈じよう夫ぶ！」

　ずっと吹ふきさらしで走っているのだ。普ふ通つうだったらいまごろ凍こごえきってしまっているだろう。しかし、バイクが走り出したときから、服の下にしまったペンダントの青い石がぼんやりと光を放ち、それが彼女を包んでいる。そのおかげで、寒さで体がうまく動かないというようなことはない。

　アルベルトは何かを諒りよう解かいしたようだった。

　彼女の持つ青い石は、五つのとき、母が亡なくなった折にカールから与あたえられたものだ。

　──魔ま法ほうの石だよ。みんなには秘密だ

　膝ひざを折って視線を合わせたカールは、唇くちびるに指を当てて片目をつぶった。

　あとでグレーテルだけにこっそり打ち明けて、これが何かを尋たずねたら、彼女もやはり口元に指を当てて笑った。

　──カール様の仰おつしやるとおり、魔法の石ですよ。時々話しかけて御ご覧らんなさい、きっといいことが起こります

　言われたとおりにしていたら、仄ほのかに光るようになった。

　でも、起こる魔法はいつもささやかなものだ。暗いところを照らしてくれたり、こういうときに寒さをさえぎってくれたり。空を飛ぶとか、怪け我がを治すとか、そういう力はない。

　青い石だからそのままブラオと呼んでいる。我ながらひねりがないなと思わないでもなかったが、ほかの名前を考えて試ためしてみてもまったく反応せず、ブラオと呼びかけるときだけまるで喜んでいるように明めい滅めつするのだ。

　昨今のモンスターは魔法も使うらしい。いや、もしかしたら魔法というものは、もともとはクラーンが扱っていたのを人間たちに伝えたのかもしれない。

　昔はモンスターであるという事実を隠かくすこともなく、当たり前のように共存していたと、古い書物に書かれていたのを思い出す。

　森が深くなっていく。

　アルベルトはバイクを加速させた。急にスピードが上がって、咲夜は慌あわててしがみつく腕うでに力をこめる。バイクは森のわき道に入っていく。

　舗ほ装そうされていない砂利じやり道を走行していたバイクのエンジン音がふいに聞こえなくなった。

　エンジンを切ったバイクは惰だ性せいで砂利道を走り、やがてゆっくりと停止した。

　左足を砂利道に下ろして車体を支え、咲夜に降りるよう促うながす。咲夜がひらりと飛び降りたのを確かめて、アルベルトはバイクを茂しげみの陰かげに停とめる。

　それまで背負っていた白しら鞘ざやを腰に佩はき、アルベルトは道の奥を指差した。

「この先だ」

　月の射さす夜だ。街灯はないが、月光で足元は見える。

　目を凝こらすと、道の先にぽつぽつと幾いくつかの明かりが見えた。

　森の奥に作られた修道院だ。周囲に人家はなく、川沿いの道路から大分入ったところにある。これならば多少騒さわぎになっても、誰かが様子を見に来るということはないだろう。

　城じよう砦さいのときのようにケッツァーが建物に爆ばく弾だんを仕し掛かけていないことを祈いのりながら、咲夜は右の脇わき下したに差したリボルバーを引き抜ぬいた。

　愛用のチーフス・スペシャルと同じタイプだ。グリップには、クラーンの紋章が刻まれたプレートがはめ込まれている。本来Ｓスミス＆Ｗウエツソンのエンブレムがはめこまれる場所だ。

　サイドプレートに刻印はない。あとは咲夜の愛あい銃じゆうとまったく同じＳ＆Ｗ、Ｍ36チーフス・スペシャルだ。

「間ま違ちがえないようにしなきゃ……」

　こちらには、闇に転化したものフエアヴアンドルングを人間に戻もどせるはずの弾だん丸がんを装そう塡てんしてある。咲夜のチーフス・スペシャルに装塡してある銀の弾丸は残り二発。ケッツァーと対峙するまでこちらは抜かない。

　左の脇下にさげたチーフス・スペシャルも一いつ旦たん抜ぬいて、シリンダーをスウィング・アウトさせる。シリンダーラッチを押して横に振ると、かしゃんと音を立ててシリンダーが飛び出してくる。

　チーフス・スペシャルを振ってシリンダーを戻し、ホルスターに突つっ込む。重さを覚えておく。一発分でも撃うてば僅わずかに重量が変わる。体で覚えておかなければ、いざというときに残ざん弾だん数を誤るかもしれない。

　五発の銃じゆう弾だんを一気にシリンダーに装塡できるスピードローダーは持っていない。撃ち尽つくしたら排はい莢きようして新たな銃弾を装塡するまでにタイムロスが生じる。その僅かな時間が一番危険だ。

　が。

　咲夜は、傍かたわらのアルベルトを一瞥した。

　大丈夫。城砦に乗り込んだときのように、ひとりではない。

　白鞘の鯉こい口くちを切り、アルベルトは目め許もとに険しさをにじませた。

「………静かだ」

　ダンピールの聴ちよう覚かくは人間のものよりも遥はるかに鋭えい敏びんに音を拾う。

　出発するまでの短い時間に、写真から場所を特定したルイが詳しよう細さいを調べ上げた。あの修道院には十四人の修道女が俗ぞく世せを離はなれて暮らしているはずだ。

　ドイツの冬は夜が長い。日はすっかり暮れていても、まだ就しゆう寝しんするほど深い時間ではない。

　人が生活している気配が感じられない。ケッツァーの気配は捉とらえられない。警けい戒かいしているのだろう、気配を完全に殺しているのだ。

　注意深く気配を手た繰ぐっていたアルベルトは、かすかに瞼まぶたを震ふるわせた。

「……いた」

「要？」

「おそらく」

　人間の気配がひとつ。敷しき地ちの奥だ。

　咲夜は頷うなずいて、右手にチーフス・スペシャルを引っ提さげ、走り出そうとした。

　その腕を、アルベルトが唐とう突とつに摑つかんだ。

　咲夜は思わず振り返った。

　青みがかった黒い瞳ひとみが、何かを訴うつたえるように見つめてくる。

　唇が小さく動いた。だが言葉は聞き取れない。

　何を言いたいのかが伝わってきて、咲夜は頷いた。

「危なくなったら、ちゃんと呼ぶ」

　でもそれまでは、自分の力で潜くぐり抜ける。

　寒風がケープと髪かみを煽あおる。サイドの髪が邪じや魔まにならないように無造作に編んできたのだが、それでもやはり残りの髪が邪魔になりそうだった。

　後ろで一本に結ゆってくるんだったかなと考えながら、咲夜は笑った。

「あたし、たぶんアベルが思っているよりも、無む茶ちやで無む鉄てつ砲ぽうに突っ込んでいくと思うけど。止めることだけはしないでね」

　彼女の言葉に、アルベルトは一度目を閉じて、答える代わりに腕を解放した。

　咲夜とアルベルトが走り出す。闇に包まれた修道院は、まるで彼らを待ち構えているように門を大きく開いていた。










　門から敷地に入ると、綺き麗れいに整えられた芝生しばふが続いている。

　目の前にあるのは二階建ての建物だ。館やかたの両側はレンガの塀へいがそびえ、まるで侵しん入にゆう者をさえぎるように、敷地の奥にはこの館を通らなければ入れない配置になっている。外から修道女たちが見えないようにか、生活している区域は完全に隔へだてられている。

　玄げん関かんポーチに明かりがぼんやりと灯ともっており、両開きの扉とびらは無用心に開いたままだった。

　入ってこいということだ。ならば、中でケッツァーが待ち構えている。

　修道女たちはどこにいるのか。可能性は限りなく低いが、ケッツァーの手にかかっていないことを切に願う。

　玄関の横で一いつ旦たん立ち止まり、ふたりは扉の両りよう脇わきに身を隠して中の様子を窺うかがった。

　入ってすぐは広いエントランスホールだ。天てん井じようは高い。右手に奥まで続く廊ろう下かがのびている。

　廊下の南側は無数の部屋か。執しつ務む室とか、そういったものだろうか。生活感が感じられない。公的な役割の区域なのだろうと察せられる。

　廊下の左側は窓。天井までの大きな窓だ。廊下の突き当たりが両開きのフランス窓になっていて、中庭に出られるようになっている。

　中庭の様子はここからでは窺えない。修道院なら礼拝堂があるはずだ。

　修道女たちの私室がある館と、礼拝堂、それに納な屋やなどがあるのではないか。

　エントランスホールの左手には二階につづく大きな階段があり、木製の古いシャンデリアと、質素なライトが下がっていた。

　シャンデリアはロウソクを立てて使用するもので、さすがに現在は使っていないのか埃ほこりをかぶっている感がある。その横に設置されたあまり明るくないライトがぼんやりとエントランスホールを照らしていた。

　人の気配は感じられない。

「……廊下の奥の窓から中庭に抜けるわ」

　咲夜の言葉にアルベルトは無言で頷いた。

　警戒しながらエントランスホールに踏ふみ込む。

　同時に、ぼんやりと灯っていたライトが消えた。

　闇の落ちた屋内に、月明かりが射し込んで来る。

　咲夜の心臓はどくどくと音を立てて疾しつ走そうし始めた。落ち着け。深呼吸をしながら視線をあたりに走らせる。

　ブーツのかかとが床ゆかを蹴けってかつんと小さな音を立てる。注意しなければ、足音でこちらの居場所がわかってしまう。

　柱まで一気に移動し、廊下の前で陰にひそんで様子を窺う。両手で持ったＭ36を顔の前に構え、ぎりぎりまで神経を研とぎ澄すまして物音を探さぐる。

　かたんと、頭上から何かが動く音が響ひびいた。

　咲夜の傍らにいたアルベルトがはっと上階を振ふり仰あおぐ。

　誰だれもいなかったはずの二階ホールに、修道服をまとった修道女が、火器を構えて銃じゆう口こうを階下に向けていた。

　修道女の構えた火器のフォルムを見て、咲夜は目を剝むいた。

「トンプソン!?」

　軍用のサブマシンガンだ。

　咲夜とアルベルトはばっとその場から飛びのいた。

　修道女の構えたトンプソンが火を噴ふく。銃じゆう声せいが静せい寂じやくを引き裂さいて、弾丸を受けた柱や床の破は片へんが飛び散る。軌き道どうの読めない跳ちよう弾だんを回かい避ひするため、ふたりは近くの部屋の扉を蹴け破やぶって転がり込んだ。

　入り口を狙ねらってサブマシンガンが連射される。乾かわいた軽い銃声とは裏腹に、レンガの壁かべが音を立てながら砕くだけて破片が散乱していく。

　空の薬やつ莢きようがエントランスに散乱する音とともに、幾いくつもの足音が階段を駆かけ下りてくるのがわかった。

　アルベルトが白はく刃じんを抜ぬき、刃やいばを返す。

「アベル？」

「動きを封ふうじる」

　部屋の真ん中に据すえられていた机の陰かげに隠かくれたとき、姿を見せた数人の修道女が、手にしたサブマシンガンやオートマチックを構えてトリガーを引いた。

　銃弾を避よけて部屋の中を逃にげながら、咲夜は思わず叫さけぶ。

「なんで修道女が武器なんて持ってるのよ!?」

「クライスの支給品だ」

　冷静な返答があった。

「支給品て…」

　あまりにも不似合いな響きに思えるのはなぜだ。

　無表情にトリガーを引く修道女たちの間合いに飛び込み、アルベルトは視線を走らせた。

　彼女たちの右の首筋に、小さな赤い痕あとがふたつ並んでいる。

「フェアヴァンドルング…！」

　低く唸うなって、彼女たちの腕うでを下から跳はね上げる。銃口が天井を向き、反動で火を噴いたサブマシンガンが宙を舞まう。

　乱射された跳弾があちらこちらにめり込み、これらをかいくぐった咲夜が転がりながらチーフの銃口を修道女に向けた。

　よろめく修道女の修道服、前ボタンの上から幾つかがはずされ、首筋がさらされている。

　闇やみになれた咲夜の目は、そこにふたつの牙きばのあとを認めた。

「…！」

　修道女の後ろから新しい影かげが現れ、オートマチックの銃口が修道女の顔の横から覗のぞく。

　咲夜のチーフとその銃口が同時に火を噴いた。

　右の頰ほおを灼しやく熱ねつが掠かすめる。もんどりうって転がる咲夜を、修道女のオートマチックを叩たたき落としたアルベルトが振り返る。
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　最初の修道女がのけぞった。牙のあとの間に金の弾たまが吸い込まれる。

　声も上げずに倒たおれた修道女を、甲かん高だかい叫びを立てながら別の修道女が踏み越えてきた。

　銃じゆうを叩き落とされた修道女は、無表情で叫びながら咲夜に突とつ進しんしてくる。

　体勢を立て直し、咲夜は息を止めてトリガーを引いた。

　乾いた銃声が響き、ベールに隠れていた牙のあとの真ん中に金の弾だん丸がんがめり込む。修道女は白目を剝いて卒そつ倒とうした。

　あとから出てきた修道女は、アルベルトめがけて両手に持った手て斧おのを振り上げる。

「アベル！」

　咲夜の叫びにアルベルトは膝ひざを折って体を沈しずませた。

　無表情の修道女が手斧を振り下ろす寸前、首筋の牙のあとめがけてトリガーを引く。

「────っ！」

　振り上げられた手斧が手のひらから滑すべり落ちてくる。アルベルトの白刃がそれを弾はじき、あとから飛び掛かかってきた修道女の大きな肉切り包丁を弾き飛ばした。

　手斧と包丁が硬かたい音を立てて床に転がり、修道女がアルベルトに両手を突つき出す。その後ろに新手の構えたサブマシンガンが見えた。

　咲夜が床を蹴ってアルベルトの横をすり抜け、アルベルトが修道女の腹に脇差柄つか頭がしらを突き入れた。

　うめいて体をくの字に折り曲げる修道女の腕をアルベルトはねじ上げ、押さえ込む。その肩かた口ぐちと首すれすれをサブマシンガンの銃じゆう弾だんが襲おそう。

　視線を走らせた先に、弾丸を避けながら壁を数歩蹴って修道女を飛び越えざま身をよじり、咲夜が狙いを定める様が映った。

　修道女が咲夜を追って体をひねる。ベールが翻ひるがえって首筋が見えた。

　トリガーを引く。着ちやく弾だんの衝しよう撃げきで修道女がもんどりうって吹ふっ飛んだ。

　バランスを崩くずした咲夜は転がりながら床に着地する。さっき受けた銃じゆう撃げきで頰が裂け、血がたらたらと流れるのを手の甲こうで拭ぬぐう。

　アルベルトが押さえ込んでいる修道女の前に膝をつき、牙の痕に向けてトリガーを引いた。衝撃でのけぞった修道女は、そのままがくりと首を落とす。

　動かなくなった修道女たちを部屋の中に運び、念のためカーテンを裂いて手足を縛しばる。

　シリンダーの弾を撃うちつくして、咲夜はようやく口を開いた。

「生きてる、よね…？」

　撃ってから言う台詞せりふでもないと思ったが、戦せん闘とう中に確かめる余よ裕ゆうはなかった。第だい一いち陣じんはこれで終わりか。

　新手の襲しゆう撃げきを警けい戒かいしながら、アルベルトが修道女たちの様子を窺う。

　赤い痕の間にできた弾だん痕こんからの出血はない。念のために触ふれてみる。皮ひ膚ふの奥にめり込んだ弾丸は、氷が溶とけるように小さくなって、その成分が体内をめぐりはじめているようだった。

「ああ」

　さすがに上がった呼吸を繰り返し、警戒しながら立ち上がった咲夜は、シリンダーラッチを押してシリンダーをスライドさせた。

「弾丸の形の薬だと思えばいいのかな……」

　エジェクターロッドを押して空からの薬莢を排はい出しゆつし、転がって音を立てる薬莢を足で払はらいながらポーチから新しい弾丸を抜き取る。

　革かわの手て袋ぶくろ越ごしでは感かん触しよくしかわからないが、通常の弾丸のように硬く重量がある。これがどうして修道女の細い首筋を貫かん通つうせず、皮膚の奥で留とどまるのかは、咲夜には説明ができない。

「魔ま法ほう、だと思っておこう」

　弾丸をシリンダーに一発ずつ装そう塡てんしながら、修道女たちが無事に呼吸しているのを確かめる。

　敬けい虔けんな修道女を命知らずの兵隊に変えてしまったケッツァー。彼女たちが持っていた火器が、本当にクライスの用意したものなのだとしたら、クライスというのは軍用兵器も扱あつかっているということではないのか。

　そう口にすると、アルベルトは当然の顔で頷うなずいた。

「そういうことになるな」

　咲夜は思わず声を荒あらげそうになって、寸前でそれを飲み込んだ。

　クラーンはモンスター。銃じゆう火か器きで攻こう撃げきを受けても、そうそう簡単には死なない。でも、銃じゆう撃げきを受ければ当然傷を負い、それは決して無痛ではないはずだ。

　アルベルトの肩かたに銃弾が掠めたのを見た。ケープが裂け、覗いた白い皮膚にも銃弾が掠めた痕がある。

　咲夜の視線に気づいたアルベルトは、頭をひとつ振ふった。

「気にするな」

「気になるよ」

「それでも、気にするな」

　白刃を一ひと振ふりして、アルベルトは身を翻す。

「お前はケッツァーを狩かることだけを考えろ。……修道女はあと九人だ」

　おそらく全員転化させられている。彼女たちを元に戻もどすことも、クラーンの役目だ。

　正体を失っている修道女たちを見下ろして、咲夜は瞼まぶたを震ふるわせた。

「……ごめんなさい」

　巻き込んで、ごめんなさい。

　謝罪の言葉は彼女たちには届かない。それでも咲夜は、言わずにはいられなかった。










　正面玄げん関かんのある館やかたの方から、まるで戦争映画のような銃じゆう声せいが轟とどろいてきた。

　銃を持っているということは、彼女だろうか。

　鼻の奥がつんと熱くなる。

　要の首に下がっていた牙を無理やり奪うばって、修道女をひとり連れてケッツァーが消えたのが夕方近く。ケッツァーたちは黄昏たそがれ時どきに戻ってきて、日が暮れてからどこかに消えた。

　あれはもしかしなくても要がここにいるぞという証しよう拠この品で、返してほしかったらうんたらというよくある脅きよう迫はくに使われてしまうのではと懸け念ねんしていたのだが、予感は見事的中したというわけだ。

　迷めい惑わくかけたなぁという申し訳なさが確かにあるのに、きてくれたんだという安心感も同居していて、一体どちらに浸ひたればいいのか、かなり複雑だ。

　だが、見捨てないでいてくれたことは純じゆん粋すいに喜ぶべきだと結論づけた。どうせ全部終わったら、いつものように司堂に嚙かみつかれる。それまでは浸っていてもいいだろう。

　無事に生きて戻れればの話だが。

「……………」

　銃撃の応おう酬しゆうが響ひびく暗くら闇やみの中、縄なわが食い込んで皮膚のすりむけた手首を摑つかんだまま、要は硬こう直ちよくしていた。

　要の前には、得体の知れない男がいる。

　修道女たちがいなくなったあとに突とつ然ぜん現れたこの男は、要の腕うでの縛いましめをどうしてかほどいてくれた。

　それには素す直なおに礼を述べたが、それきり口をつぐんでいる。

　男は要の前に腰こしを下ろすと、片かた膝ひざを立ててそこに腕をのせた。

「逃にげたい？」

　さっきと同じことをもう一度口にしてくる。

「………………」

　要は唇くちびるを引き結んだ。

　なんだろう。絶対に答えてはいけない気がするのだ。

　理由はわからない。

　モンスターが好きな要は、当然といえば当然だがオカルトもそこそこ好きだ。モンスターはオカルト話に登場することが多い。そしてオカルトには悪あく魔まや幽ゆう霊れいなども含ふくまれる。もっとも、このふたつに積極的に会いたいかというと、それはない。

　好んで話を聞くのと実際に遭そう遇ぐうするのとは、次元がまったく違ちがう。

　基本的に要は怖こわいものが嫌きらいだ。モンスターだってオカルトだって、安全な場所で見聞きしたりするから気楽に扱えるのであって、目もく撃げき談の多数存在するような廃はい墟きよには決して近寄りたくはない。

　不用意に返事をしたり、望みを口にしたりすると、悪魔は勝手に契けい約やくを交かわしたとみなして魂たましいを奪う場合がある。

　目の前にいる男が悪魔かどうかはわからない。でも、この寒い中で息をしても白くならないのは、やはりおかしい。おかしいというよりも、空そら恐おそろしい。

　だから要は唇を引き結んでいた。力を入れて閉じていないと、うっかり叫さけびそうだったので、実は先ほどから全力で口に力を込めていた。

　月明かりに照らされる男は、実に整った顔立ちをしていた。

　端たん整せいな相そう貌ぼう、美しい容姿、そういったものにここ数年で耐たい性せいができてきた要だが、久しぶりにうわーと思うレベルだ。

　ここまで整っていると、人にん間げん離ばなれして作り物のようだ。さっきからずっと笑っている口元に反して、赤っぽい色の瞳ひとみは冷え冷えとしている。だから余計に作り物に見えるのかもしれない。

　夜の光は正しい色を映さない。だから、この男の瞳の色も、昼間の光の中ではまた違った色合いに見えるのかもしれない。

　だが、この男が太陽の下にいる姿が、なぜだか想像できなかった。

　モンスターでも、太陽の下が似合うひとたちを要は知っている。

　彼らはモンスター。ヴァンピーアやヴェアヴォルフ。昼間の光の下で生き生きと動き回り、楽しそうに笑いさえする。

　だから要には、目の前にいるこの男が、もし人間でないなら怪物モンスターではなくて、悪霊デーモンとか悪魔トイフエルだとしか思えなかった。

　カールたちの顔が脳のう裏りをよぎる。

　要は実はいつも思っている。実際はどうあれ、やっぱりあのひとたちは「モンスター」とかいう柄がらじゃない。

　だってあんなに優やさしくて面おも白しろくて、親切で陽気で、まるで人間みたいだ。

　人間みたい、という言葉が彼らにとって賛辞になるかどうかはわからない。もしかしたら逆の意味合いになってしまうのかもしれない。

　それでも要は人間なので、自分に照らし合わせて考えることしかできないからそう思う。

　クラーンのものたちはモンスターだ。しかし、そこを離り反はんしたケッツァーは、どちらかといえばデーモンとかトイフェルとか、そっちのほうが表現として似合うのだと思う。

　人間に危害を加える悪あしきものなのだから、絶対そうに決まっている。

　よし、これから俺はケッツァーとかいう連中をモンスターとは見なさないぞ。

　それで、カールたちにもそう言うことにしよう。そうしたら、司堂咲夜の疎そ外がい感も、もしかしたらちょっとくらいは軽くなったりするかもしれないじゃないか。

　まぁあんまり意味はなさそうだけど。きっと自分の自己満足だけど。

「無口なんだねぇ」

　男、仮か称しよう「デーモン」が、唇に張りついた笑えみを深くする。

　背筋に悪お寒かんが駆かけ下りた。全身がぞわっと総毛立つ。腹の底からじわじわと冷たいものが迫せりあがってきて、髪かみの毛まで逆立ちそうだ。

「…………」

　絶え間なくつづいていた銃声が、ふいにぴたりとやんだ。

　要は、瞬またたきをひとつして、なんとか無言を貫つらぬいた。
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　襲しゆう撃げきしてきた第二陣じんの首に銃じゆう弾だんを叩たたき込み、動かなくなった修道女たちを一いつ箇か所にまとめる。

　咲夜はだいぶ荒あらくなった呼吸を繰くり返しながら、二度目の銃弾を装そう塡てんし終えた。

　銃じゆう火か器きだけでなく、ナイフや包丁、鋤すきや鍬くわといった農具まで振ふりかざして、およそ通常は出せないだろう膂りよ力りよくを発揮する修道女たちの攻こう撃げきは凄すさまじいものがあった。

　どれほど全力を出したつもりでも、人間は通常七十パーセントから八十パーセント程度しか発揮していない。百パーセントの力を発揮してしまうと、骨や腱けんに異常が出るからだ。それゆえに本能が止めているのである。しかし、ケッツァーによって自我を凍とう結けつさせられてしまったフェアヴァンドルングは、そういった本能の箍たががはずれてしまう。

　痛みも苦しみも感じることなく、己おのれに牙きばを立てたケッツァーの命じるままに動く。たとえ手足が千切れようと、それを感じることもない。

　ゴーレムと違うのは、フェアヴァンドルングは人間だということだ。生きた人間がそのまま操り人形となる。彼らは休息することもなく、肉体が限界を超こえて細さい胞ぼうが崩ほう壊かいするまでケッツァーの兵隊として酷こく使しされ、壊こわれて使い物にならなくなったら打ち捨てられる。

　フェアヴァンドルングが壊れるとは、人間としての死と同義の状態になる。ケッツァーは彼らを物として扱あつかう。だから「壊れる」と表するのだ。

　クラーンのものたちが振るう剣けんでは、フェアヴァンドルングを殺してしまう。彼らを止められるのは、ケッツァーの血を無効化する金の弾だん丸がんのみだった。

「あと、四人」

　ルイの得た情報どおりであれば、修道女は十四人。咲夜たちはそれを信じるほかはない。

　額の汗あせを拭ぬぐい、咲夜は廊ろう下かをぐるりと見み渡わたした。ここは館やかたの二階だ。中庭に出ようとしたところで上から発はつ砲ぽうされた。捨て置いて背後から襲おそわれることを懸け念ねんして、二階にひそんでいた修道女たちを先に仕留めることにした。

　彼女たちの持っていた武器をひとところにまとめておく。

　二階をくまなく探さぐったが、この五人しかいないようだった。

　戦せん闘とう中に残りの四人が一階に侵しん入にゆうしたかもしれない。咲夜とアルベルトは注意しながら階段を降り、廊下の奥の両開きの窓を目指した。

　中庭の向こうにもうひとつの棟むねと、尖せん塔とうが見える。一番奥にある礼拝堂だ。

　廊下を抜ぬけて中庭に出ようとしたとき、アルベルトは視界のすみで動くものを認めた。

　通り過ぎた窓が小さく開き、丸いものが投げ込まれる。

　こんと音を立てて転がったそれは、ピンの抜かれた手しゆ榴りゆう弾だんだ。

　音を聞きつけた咲夜が振り返る。その体を抱かかえたアルベルトが窓ガラスをぶち破って中庭に飛んだ。

　瞬しゆん間かん、爆ばく発はつが起こった。爆風がアルベルトに襲いかかり、ふたりは吹ふき飛ばされる。

　脇わき差ざしが手からすり抜ける。咲夜を抱えたまま転がったアルベルトは、爆風の中で何かがきらりと光ったのを見た。

　咄とつ嗟さに咲夜に覆おおいかぶさった背に、修道女の振り上げた手て斧おのが深々と食い込む。

　堪こらえきれずに低くうめいたアルベルトの下で、咲夜が悲鳴を上げた。

「アベル!?」

　さすがにすぐには動けないアルベルトの下から這はい出した咲夜が、手斧を引き抜いて再び振り上げる修道女の足を払はらい、手斧を摑つかんだ腕うでに銃じゆう床しようを叩きつけた。

　修道女の手を離はなれた手斧が回転しながら飛んでいく。刃やいばが月光を弾はじいた。背中から地面に落ちた修道女の肩かたにブーツの爪つま先さきを落とし、両手でリボルバーを構える。

「よくも…っ！」

　銃弾はふたつ並んだ牙のあとの真ん中に命中した。あと三人。

　よろめきながら立ち上がろうとしたアルベルトは、芝生しばふを踏ふむ音を聞いて顔を上げた。

　彼が取り落とした脇差を摑んだ修道女が、咲夜めがけて突とつ進しんする。ベールと修道服を翻ひるがえした修道女に気づいた咲夜は振り向きざまトリガーを引いた。

　修道女の手から脇差が撥はね飛ぶ。続け様に銃じゆう声せいが轟とどろき、修道女はのけぞってくずおれた。あとふたり。

　落ちた脇差に駆け寄った咲夜は、それを拾ってアルベルトの許もとに取って返す。

　ダンピールとはいえ、あの手斧が食い込んだ背の傷は相当重傷だった。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「うそよ！」

　気き丈じように振ふる舞まうアルベルトに咲夜は思わず声を荒げる。彼女の手から得物を受け取り、アルベルトは視線を走らせた。

　アルベルトの手が咲夜の腰こしを摑んで横に飛ぶ。それまでふたりが立っていた場所をマシンガンの銃弾が襲った。

　修道女たちが生活しているだろう棟の前に、最後のふたりがサブマシンガンを構えて立っている。ガラスのように動かない瞳ひとみは、淡たん々たんと咲夜たちを捉とらえてトリガーを引いた。

　銃弾を転がって避さけながら、アルベルトと咲夜は同時に地を蹴けって二方に分かれた。修道女のマシンガンがそれぞれに向けられる。

　アルベルトが跳ちよう躍やくした。人間ではありえない速度と高度に、修道女は狙ねらいをはずして無む駄だ弾だまを撃うつ。それに気づいたもうひとりが咲夜から銃じゆう口こうを逸そらした。

　白はく刃じんが月光を弾いて翻る。飛来した青年に向けられた銃口が火を噴ふく。しかし狙いははずれた。

　咲夜のチーフが火を噴くほうが速かった。首の着ちやく弾だんで手元が狂くるい、アルベルトのケープをずたずたにするにとどまる。倒たおれる修道女に、最後のひとりが銃口を向けた。

　咲夜は見た。礼拝堂の扉とびらの前にケッツァーがいる。その手にあるリボルバーが狙っているのは修道女の背中。

　いや、違ちがう。

　咲夜は目を剝むいた。奴やつが狙っているのは、修道女を挟はさんだ位置にいる咲夜自身だ。

　仲間を狙う修道女を撃てば、その瞬間ケッツァーが咲夜を撃つ。咲夜が撃たなければ修道女は仲間を撃ち殺す。

　どうする。

　一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいは命取りだ。ケッツァーが嗤わらう。修道女めがけて男の銃口が火を噴いた。

　が、疾しつ風ぷうのようにふたりの間に滑すべり込んだアルベルトが、白刃を薙なぎ払う。硬かたい音を立ててケッツァーの放った弾丸が叩き落とされた。

　その間に咲夜は修道女の手からサブマシンガンをもぎ取り、装塡されている最後の弾丸をその首に撃ち込んだ。

　乾かわいた銃声が夜空を駆け抜ける。十四人目の修道女がゆっくりとくずおれた。










　荒い息を継ついだ咲夜は、チーフを全ぜん弾だん撃うち尽つくしたことを自覚していた。

　ケッツァーは銃口をこちらに向けている。

　白刃を構えたアルベルトが、剣けん呑のんにケッツァーを睨にらんだ。

「動くなよ」

　ケッツァーがにやにやと笑いながら銃口をアルベルトに向ける。咲夜は思わず声を上げそうになる。瞬間、ケッツァーの弾たまがアルベルトの足元にめり込んだ。

「動くな。その銃じゆうはもう弾切れだ。俺のほうが速い」

　そうしてケッツァーは、アルベルトを睨む。

「お前が俺のところに届く前に、俺はあの女を撃てる」

「──────」

　白刃の切っ先がぴくりと動いた。アルベルトはケッツァーを、視線だけで殺せるのではというほど苛か烈れつな眼光で射い貫ぬいている。

　一方の咲夜は、打つ手が見み出いだせず、微び動どうだにできずにいた。

　ケッツァーに注いでいる咲夜の視界にアルベルトの背が映る。ずたずたになったケープに覆われた背から、いまだに出血が続いているのが認められた。

　咲夜は歯は嚙がみした。ダンピールのアルベルトは人間などよりはるかに治ち癒ゆ能力が高いはずだ。にもかかわらず、まだ血が止まっていない。それだけ深い傷を負っているということだ。

　早く、どうにかこの状じよう況きようを打破してケッツァーを仕留めなければ。

　だが、どうすればいい。修道女たちは仕留めたが、ケッツァーは無傷だ。咲夜の命が危あやういとなればアルベルトは動かない。咲夜もまた同様だ。

　何かほかに、ケッツァーの気を散じさせる手立てはないか。

　必死で考えていた咲夜は、ふいに月つき影かげが翳かげったのを感じた。

　雲が月を覆う。完全な暗くら闇やみが落ちた。

　だがケッツァーはヴァンピーアだ。闇やみは咲夜が不利になるだけで、状況はさらに悪化しただけだ。

　せめて、チーフの弾を一発でも残していれば。たとえケッツァーに致ち命めい傷しようは与あたえられなくても、突とつ破ぱ口こうくらいは作れたはずなのに。

　ほぞを嚙かんだとき、風が吹いた。

　雲が流れて月が再び顔を覗のぞかせる。

　咲夜に、アルベルトに、ケッツァーに、月影が落ちる。

　ふいに、ケッツァーに落ちる月光が何かにさえぎられた。ケッツァーだけに影かげがかかり、男は無意識に視線をあげた。

　アルベルトの双そう眸ぼうが光る。

　月光をさえぎったのは、レンガ塀へいを越こえて現れた白銀の狼おおかみだ。琥こ珀はくの双眸がケッツァーを捉とらえ、牙きばを剝いて飛びかかる。

「な…っ！」

　虚きよをつかれたケッツァーがほんの少しだけうろたえた。その隙すきを咲夜は見み逃のがさない。

　アルベルトが地を蹴って白刃をひらめかせる。その後方めがけてケッツァーの銃口が火を噴いた。

　標的は咲夜だ。その手からチーフが弾き飛ばされる。衝しよう撃げきで彼女はそのままよろめいた。

「咲夜！」

　アルベルトの足が鈍にぶった。ケッツァーの銃口が狼に向けて火を噴く。狼は身をよじって弾だん道どうから逃のがれ、着地と同時に大おお幅はばに距きよ離りを取る。

　咲夜は左にさげたチーフス・スペシャルを引き抜ぬいた。が、さっきの銃じゆう撃げきで痛めたのか、愛銃を取り落とす。

　ケッツァーは嗤った。ここまで自分を追いつめた奴らだ、クライスが何を言おうともういい、全員殺す。

　咲夜の急所に銃口を向けるケッツァーに、アルベルトが斬きりかかる。

　しかしその切っ先は届かない。ケッツァーは勝利を確信した。きっと修道女の負わせた傷が動きを鈍らせたのだ。

　たとえクラーンでも、重傷を負えば死ぬ。クラーンの生命力は確かに桁けた違ちがいに強い。だが決して不死ではないのだ。

　アルベルトの体が沈しずむ。

　嗤っていたケッツァーの双眸が、ふいに凍こおりついた。

　長身の体たい軀くに隠かくされていた咲夜が、左手でリボルバーを構えている。

　少女の鋭えい利りな眼光がケッツァーを撃ち抜いた。

「まさか…っ」

　動かない右手を添そえて、咲夜はトリガーを引いた。

「────っ！」

　衝撃で腕うでが跳はね上がる。軽くよろめいて数歩後退する咲夜を、駆かけ寄った白銀の狼が支える。

　銀の弾だん丸がんはケッツァーの眉み間けんを正確に撃ち抜いた。

「……両…利きき…だ…と…」

　のけぞったケッツァーの眉間の銃じゆう創そうが瞬またたく間に広がって灰と化し、徐じよ々じよに崩くずれていく。

　ざっと音を立てて崩れ去るケッツァーを、寒風が吹ふき散らした。

　それを確かめたアルベルトは、息をついて僅わずかによろめいた。背中の傷が痛む。しかしそれを堪こらえて振ふり返った。

　咲夜は崩れ落ちていた。左手で握にぎり締しめたリボルバーを、狼が離はなさせようとしている。だが、筋肉が硬こう直ちよくしてしまっているのか、なかなか指が開かない。

　白しら鞘ざやに脇わき差ざしを収めたアルベルトが咲夜の許もとにやってくる。

　その顔色が青白いのは、月影のせいだけではないはずだ。

　リボルバーを摑つかんだまま、咲夜はアルベルトを見上げた。彼は、利きき腕ではないはずの手でケッツァーを撃うったことに驚おどろいているようだった。

「ルイ、あたしは大だい丈じよう夫ぶだから、要を捜さがして」

　狼は僅かに逡しゆん巡じゆんを見せたが、応じて身を翻ひるがえした。

　片かた膝ひざをついたアルベルトが、滅めつ多たに見せない驚いた目をした。

「いつの間に……」

　左で撃てるようになったことだけではない。本能の箍たがをはずした修道女たちとの戦せん闘とうの際に見せた動きは、徹てつ底てい的てきに訓練されたものだった。

「……頑がん張ばったのよ」

　ようやくそれだけ答えて、咲夜は瞳ひとみを揺ゆらした。

　左ひだり腕うでは右腕ほど筋肉がまだついていない。発はつ砲ぽうの衝撃に耐たえられるのはせいぜい一度だ。狙ねらいははずさなくても、反動で体勢を崩す。

　いざというときしか左は使わない。その一発で勝負がつく場合だけ。そう決めている。

　リボルバーを握り締めたまま、咲夜は堪えきれなくなって顔を歪ゆがめた。

「だって、アベル、言ったじゃない。あたしのことを守るって」

　十年前、別れのときに。

　行かないでとすがった咲夜を抱だきしめて、九歳の少年は胸に刻むように呟つぶやいた。

　──なにがあってもぜったいに、おまえをまもるから

　咲夜はそれを確かに聞いた。

「だから、あたしも決めたの。アベルがあたしを守ってくれるなら、あたしがアベルを守るのよ。何があっても、絶対に……っ！」

　アルベルトの腕が咲夜を抱きしめる。咲夜は力の入らない右手を彼の背に回した。

「…ケッツァーを狩かれたら、狩れたら、クラーンの一員にしてやるって言われたわ。でもね、そんなのいらない。いらないから、アベルを返して…っ…！」

　取り戻もどせるならどんなことでもできる。どんなにつらくても耐えられる。

　会えなくても、あの言葉があったから信じていられた。

「……もう、いい。わかった、わかってる」

「………ぅ……っ」

　大おお粒つぶの涙なみだをぼろぼろこぼしながらも必死で声を殺している咲夜を、アルベルトは抱きしめる。

　離はなれていた十年間。狂くるってしまった歯車のように。

　あの日あの場所に置き去りにされていた感情が、ようやくここに追いつくことができた。










　礼拝堂を押し開けて中に踏ふみ込んだ白銀の狼は、がらんとした無人の屋内を警けい戒かいしながら捜そう索さくした。

　祭さい壇だんの前に要の臭においが残っている。くんくんと鼻を鳴らしたルイは、彼の痕こん跡せきが唐とう突とつに搔かき消えているのに気づいて不ふ審しんなものを覚えた。

　要がいたと思おぼしきところに、修道女たちともケッツァーとも違ちがう何者かの残り香ががある。

　それを嗅かぎ取ったルイの全身が、ざわっと逆立った。

　本能が警告している。これは危険だ。咲夜たちに報しらせなければ。

　身を翻したルイは、アルベルトの手を借りて立ち上がった咲夜の許に立ち戻った。

「咲夜様！」

「どうしたの、要は？」

「それが……」

　ルイの言葉を受けたふたりは目を瞠みはり、礼拝堂に足を向ける。しかし狼がそこに立ちはだかった。

「いいえ、だめです。いけません」

「ルイ？　だって、要が……」

「入ってはいけません、すぐにこの場を離れましょう。何かが……」

　ふいに、ルイは押し黙だまった。

　視線だ。

　狼が総毛立ち、これ以上ないほど警戒心をあらわにして振り返る。

　咲夜とアルベルトはその視線を追い、半分開いた礼拝堂の扉とびらの奥を凝ぎよう視しした。

　祭壇の前に、何かがいる。

「──────」

　アルベルトの全身から殺気にも似たものが立ち昇のぼる。それに気づいた咲夜は慄りつ然ぜんとした。

　彼がここまで警戒心を剝むき出しにするものがそこにいる。

「要は、どこ？」

　震ふるえが足もとから這はい登ってきた。寒さのせいではない。ケッツァーを前にしても決して感じることのなかった戦せん慄りつが咲夜に絡からみついてくる。

「ここで待て」

　アルベルトがひとりで行こうとするのを、咲夜はその手を摑んで拒こばんだ。

「あたしも行く」

　険しい眼まな差ざしにも、咲夜は怯ひるまなかった。

　アルベルトは嘆たん息そくして、無言で歩き出す。そのあとにつづく咲夜の足もとに、ルイがぴったりと寄り添った。

「決して私たちから離れないでください」

　ルイの声が緊きん迫ぱくしている。咲夜は固かた唾ずを呑のんだ。

　礼拝堂の扉を完全に開ける。

　壁かべのステンドグラスが月の光で浮うかび上がるように見えていた。床ゆかに落ちた色いろ鮮あざやかな影かげが、奇き妙みように蠢うごめいているかのように錯さつ覚かくする。

　どくどくと、鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ。

　ルイの首の辺りを思わず摑んで、咲夜は礼拝堂の中を見回した。

　誰だれもいない。要はここではなかったのか。

　首をめぐらせていた咲夜は、アルベルトが息を呑む気配に視線を戻した。そして瞠どう目もくする。

　先ほどまで誰もいなかったはずの祭壇の前に、まるで幽ゆう鬼きのような影がたたずんでいる。

　ステンドグラスの影が落ちる。長めの髪かみで面おも差ざしが半分隠れているが、かろうじて見える下半分は笑えみを作っていた。

　人の気配をしていない。

「…………」

　咲夜は無意識にアルベルトの左手を摑んでいた。自分のものより長くて大きな指が握り返してくる。

　静せい寂じやくの満ちる礼拝堂で、その男はゆっくりと前に出てきた。

「───やっと、会えたね」

「……っ」

　ぞっとした。

　体がすくむ。こんなことは初めてだ。

　一歩一歩、距きよ離りを縮めながら、男は嬉うれしそうにつづけた。

「ずっと待っていたんだよ。そろそろ痺しびれを切らしてしまいそうだった」

　立ち止まって、男は咲夜に向けて手を差し出してきた。

「久しぶりだね。───きみはおそらく、覚えていないだろうけど」

　月つき影かげが男の面差しを照らし出す。

　咲夜はこれ以上ないほど目を見開いた。

　知っていると、思った。どこかで見たことがある。だが、どこで。

　混乱する咲夜の耳に、アルベルトの唸うなりが突つき刺ささった。

「エクシール…！」

　咲夜の手を離し、鞘さやから白はく刃じんを引き抜ぬいて、アルベルトは獰どう猛もうな獣けもののように男に突とつ進しんする。

「アルベルト様!?」

「アベル！」

　ルイと咲夜の叫さけびが重なる。

　弾だん丸がんのように飛びかかったアルベルトの斬ざん撃げぎを、エクシールと呼ばれた男は無造作に回かい避ひするとひらりと宙を舞まった。

　アルベルトが体を返す。エクシールが咲夜の眼前に降り立つのと同時だった。

　ルイが牙きばを剝いてエクシールに躍おどりかかる。それを軽くいなして蹴けり飛ばし、ベンチもろとも転がっていく狼おおかみを一いつ顧こだにせず、エクシールは咲夜の手をとった。

「きみはなかなか外に出してもらえないだろう？　仕方がないからクラーンに手を回したんだけど、それでも時間がかかったね」

「……え？」

　少しかがんで咲夜と視線を合わせながら、まるで悪あく魔まのような男は唇くちびるだけで静かに笑う。

　この、顔。どこだ、どこで見た。暗くら闇やみのせいで髪の色はわからない。

　瞳ひとみは少し赤みがあって、でも冴さえ冴えとした色の────紫むらさき。

　咲夜は愕がく然ぜんとした。なぜだろう、一いつ瞬しゆん、カールのそれに重なって見えた。

　男は突とつ然ぜん跳ちよう躍やくした。彼が立っていた場所に、白刃の旋せん風ぷうが襲おそい来る。

「エクシール…ッ！」

　渾こん身しんの一いち撃げきを逃のがれた男を追い、アルベルトは語気を荒あらげた。

「貴様を狩かるのが俺の役目だ！」

　祭壇に降り立ったエクシールが、軽く目を瞠って振ふり返る。

　刃やいばに刻まれた剣けん巻まき龍りゆうを認めて、紫色の双そう眸ぼうが妖あやしく光った。

「……なるほど。エーアストの放った刺し客かくか」

　祭壇上に立ったまま、エクシールは諸もろ手てを広げた。

「でも、そんな深手を負って、私を仕留められるかな？」

「黙れ！」

　怒ど号ごうとともに斬きりかかるアルベルトを、咲夜は呆ぼう然ぜんと見ていた。

　エクシールとは何者だ。あの男を狩るのが役目ということは、アルベルトがベルンシュタイン邸ていに戻もどってこられたのは、エクシールを捜さがすためなのか。

「……咲夜…さま…」

　ベンチに埋うもれたルイが、破は片へんまみれになりながらよろよろと立ち上がる。

「いけません…あれは……おそらく、クライスの……」

　その名を聞いた瞬しゆん間かん、萎い縮しゆくしていた咲夜の心に火がついた。

　クライス。クラーンを脅おびやかす。得体の知れない男。アルベルトの標的。

　ならば、なすべきことはただひとつ。

　左手でリボルバーを構える。しかし力がうまく入らない。さっきの衝しよう撃げきがまだ残っている。狙ねらいが定まらない。

　腕うでが震える。銃じゆうの重さで腕が下がる。いつもは気にならないのに、重量がまるで何倍にも感じられる。

　歯を食いしばって全力で腕の位置を保ち、トリガーに指をかける。

　銃じゆう身しんが揺ゆれる。エクシールとアルベルトはめまぐるしく立ち位置を入れ替かえる。少しでも目測を誤れば、弾丸はアルベルトを襲う。

　刃を振るうアルベルトが祭さい壇だんを叩たたき斬って視線を走らせる。彼の目がこちらを向いた。

　視線がかち合う。それだけで言葉はいらない。

「指、動け…っ！」

　気配を察したエクシールが振り向いた瞬間、トリガーを引いたリボルバーが、最後の弾丸を叩き出す。

　銃じゆう口こうが火を噴ふき、発はつ砲ぽうの反動で咲夜は壁に叩きつけられた。

「っ…！」

　脳のう震しん盪とうを起こして視界が揺れる。足の力が抜けて、咲夜はそのままずるずると壁伝いに座り込んだ。

「咲夜様！」

　彼女に駆かけ寄ろうとしたルイは、銃じゆう弾だんを避よけたエクシールに首を摑つかまれ投げ飛ばされた。

　アルベルトは柱に激げき突とつ寸前のルイを受け止めた。が、そのまま一いつ緒しよに叩きつけられる。衝撃が突き抜けてさすがに息が詰つまった。

　脇わき差ざしを取り落として激しく咳せき込みながら、目でエクシールを追う。

　男は片かた膝ひざをついていた。

「やれやれ。きみは危ないおもちゃを使うね」

　思し惟いが半分飛んで朦もう朧ろうとしている咲夜の顎あごに手を添そえて、エクシールは呆あきれたように笑った。

「咲夜！」

　色を失ったアルベルトの叫びを遠くで聞きながら、すぐ近くにある端たん整せいな面差しをぼんやりと見返す。

　よく知っている瞳の色と、見覚えのある面差し。これは。

　エクシールは、それまでとはまったく違ちがう穏おだやかな瞳で咲夜を見つめた。

「うるさいのがいるから、今夜は退散するよ」

　咲夜の額に唇を押しつけて、エクシールはささやいた。

「また会おう。───エリアンヌ」

　エクシールが離はなれて、気配がふっと搔かき消える。

　翳かすむ視界に、血相を変えて駆け寄ってくるアルベルトが映った。

　あんな顔は初めて見た。それきり瞼まぶたが落ちる。

　意識が完全に沈む間ま際ぎわ、あの容よう貌ぼうをどこで見たのか、思い出した。

　あれは────。

　駆け寄って膝ひざをついたアルベルトは怒いかりに燃える瞳で男の消えた虚こ空くうを睨にらんだ。

「エクシール…っ」

　リボルバーを握にぎったまま気を失った少女を搔き抱いだき、ダンピールは低く唸る。

「貴様に咲夜は渡わたさない、絶対に……！」

　よろよろと身を起こしたルイは、取り乱すアルベルトの放つ殺気に、近づくこともできない。

　どうしたものかと狼ろう狽ばいする狼の耳が、ふいにぴくりと動いた。

　かすかな音が聞こえた。

　上だ。

　礼拝堂の天てん井じよう近くに作られたステンドグラス。その向こうで、何かが動いている。

　まさか。

　ルイは外に飛び出し、ゴシック様式の尖せん塔とうに飛び上がった。

　うろうろと屋根を歩き回ったルイは、足が半分屋根から落ちかかり、壁かべに必死の体ていでしがみついて震ふるえている人ひと影かげを認めた。

「要さん！」

　それを聞きつけた少年は、涙なみだでぐしゃぐしゃになった顔をあげた。

「あ…………」

　琥こ珀はくの瞳を見た瞬間張り詰めていたものが音を立てて切れる。

「要さん、だめですっ！」

　叫ぶも届かず、気を失って脱だつ力りよくした要はそのまま壁をずり落ちていく。

　狼の姿から人型に戻ったルイが、危き機き一いつ髪ぱつ、あわやのところで要の腕を摑まえた。
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　年が明けた最初の新月の晩、ベルンシュタイン公こう爵しやく一家は『黄昏の城』に入った。

　そこには、十年ぶりにここを訪おとずれる当主の養い子の姿もあった。










　居並ぶ長老たちが、十年ぶりに登城した人間の少女をちらちらと見ている。

　ひそひそと言葉を交かわす一同の顔は実に忌いま々いましげで、横目にそれを認めた咲夜はかすかに眉まゆをひそめた。

　しかし、いらぬ争いの種を蒔まくのは得策ではないと判断し、慇いん懃ぎんに一礼して身を翻ひるがえす。

　その肩かたには、先ほど与あたえられたばかりの真しん紅くのマントと、クラーンの紋もん章しようが刻まれた純銀のブローチが輝かがやいていた。

　本当はロングドレスを着て髪かみを結ゆい上げるべきなのだが、柄がらではないのでやめた。いま身にまとっているのは、グレーテルが用意してくれたあの戦せん闘とう服だった。

　あの衣装にマントをまとうと、不思議とよく似合った。グレーテルはこれを見み越こしていたのかもしれない。

　咲夜にとって城での新月祭は、見えない敵との戦いの場だ。この服は言わば身を守るための鎧よろいのようなものだった。

　マントを翻して城内を闊かつ歩ぽしていた咲夜は、肖しよう像ぞう画がの並ぶ回かい廊ろうに入って足を止めた。

　夢で見た光景だ。

　母と一いつ緒しよに見上げた肖像画。

　クラーンの、ヴァンピーアの始祖。真紅のマントをまとい、銀のブローチをつけ、剣けんの柄つか頭がしらに両手をのせている姿。

　険しい眼まな差ざしで肖像画を睨み、咲夜は低く呟つぶやいた。

「……エクシール」

　あの礼拝堂で遭そう遇ぐうした悪あく魔まのような男と瓜うり二ふたつの面おも差ざしが、そこにあった。

　エクシールがヴァンピーアの始祖と何らかのかかわりがあるのなら、あれほど似ていることに一応の説明がつく。カールと同じ色の瞳ひとみだったことも、血けつ縁えんであれば不思議はない。

　クライスは人間の構成する秘密結社だ。それに関かかわっているということは。

「ケッツァー、か……」

　無意識に手が動く。

　脇の下にも腰こしにも、今日はホルスターを下げていない。

　それを思い出し、咲夜は息をついた。

　銃じゆうを下げていないと、妙みように肩が軽い。違い和わ感かんを覚えるほどに、リボルバーを携けい帯たいしていることが当たり前になっている。

　ケッツァーと対たい峙じするためにはそのほうがいいのだろうが、いまの自分を見たら母はなんと言うだろう。

「……うー、困らせるかなぁ…」

　こめかみの辺りに手を当てて、咲夜は肩を落とした。

　母が生しよう涯がいまとえなかったクラーンの正装を授さずけられたが、ちっとも嬉うれしくない。マントは丈たけばかりが長くて、足にまといつく。

「動きにくいったらありゃしない。やたら重いし、邪じや魔まだし」

　これを身につけて狩かりをするのは正直願い下げだ。

「こんなところにいたのか、咲夜」

　呼びかけに振ふり返ると、肖像画の始祖と同じ出いで立ちのカールが手を振っている。その隣となりには、深い緑色のマントをまとったルイが随ずい従じゆうしていた。

　ルイの生家であるベリル家はヴェアヴォルフ族の筆頭だ。かの家は代々ベルンシュタイン家当主の執しつ事じとして仕えることになっており、ルイは二百十年前からカールの執事としてベルンシュタイン家に滞たい在ざいしている。
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　ベリルの拠きよ点てんはフランスだ。しかしルイはまったくといっていいほど里帰りをしない。帰ってもすることがないのだという。確かに、生家を出てから二百年以上も経たつと、居場所もなくなってしまうのだろう。

　別に邪じや険けんにされているわけではないんですよと苦く笑しようしていたが、まるで余所よその家のようだという感覚はあるらしい。

「ルイは、本家のひとたちのところに顔は出さないの？」

　年に一度、主だったクラーンが集まる新月祭だ。

　見上げてくる咲夜に、ヴェアヴォルフの執事はほけほけと笑った。

「さっき一応挨あい拶さつはしてきました。でも、ほかに取り立てて話すこともありませんし、お互たがいに黙だまって笑っているだけというのはあまり建設的ではないと思いますし」

「それは……なんだか随ずい分ぶんよそよそしいような……」

　素す直なおな感想を漏もらす咲夜に、ルイはふいっとあらぬ方を眺ながめやる。

「いいんです。私の帰るべき場所は、ベルンシュタイン家の皆みな様さまがいらっしゃるところですから」

　言葉だけを聞くと忠誠心に溢あふれているのだが、彼の表情がそれを裏切っているように見えてならない。

　胡う乱ろんげに眉をひそめる咲夜に、カールがこそっと耳打ちしてきた。

「ルイにも色々あるんだよ。若気の至りという奴やつが」

「ああ、なるほど」

　そういうことかと合が点てんのいった咲夜に、ルイはやや渋しぶい顔を向けた。

「咲夜様、なぜそれで納なつ得とくなさるんですか」

　不満げな執事に、咲夜は黙って首を振る。ルイは肩をすくめて、それ以上長引かせることはしなかった。

　ベルンシュタイン家の控ひかえの間は城の南奥にある。そこまで結構距きよ離りがあるのだが、途と中ちゆうでクラーンのものたちに行き合うことはほとんどない。

　城の南側は、ヴァンピーアたちしか入れないのだ。

　自分が入っていいのかとさすがに咲夜は逡しゆん巡じゆんしたが、問題ないとカールが言うのでそれに従った。

　父はヴァンピーアの長おさだ。それはとりもなおさずクラーン全体の長ということで、本来ならば誰だれも楯たて突つくことはできないのである。

　しかし、長の身分でありながら、カールの立場は微び妙みようだ。かなり険しい状じよう況きようにあるといっていいだろう。

　回廊に三人分の足音が木霊こだまする。

「……いま、お前に取引を持ちかけたものが誰なのかを捜さがしている」

　声をひそめた父を見上げて、咲夜は頭かぶりを振った。

「別にいいわよ」

「そういうわけにはいかない」

　カールの目め許もとに険が宿る。

「私の、ベルンシュタインの娘むすめに、よくもあんなふざけた真似まねを。必ず捜し出して目にものを見せてくれる」

　物ぶつ騒そうな響ひびきは、彼が相当本気であることを物語っていた。

　しかし咲夜は渋じゆう面めんを作る。

「だから、いいってば。あたしがケッツァーを仕留められるわけがないと思って持ちかけてきたんだろうし」

「だが、お前に牙きばを受けろなどと」

　ふいに、咲夜は立ち止まった。カールとルイも足を止める。

「……本当のこと、言うとね」

　半分目を伏ふせて、咲夜は苦く笑った。

「それがいいのかなって、思ったこともあった。あたしが人間だから、父さんも難しい立場にいるわけだし」

「そんなことはないぞ」

　即そく座ざに否定するカールを見て、咲夜は首を傾かたむける。

「うん。そう言ってくれるのわかってるから、言わなかったの」

　再び足を進めながら、咲夜は明るくつづけた。

「要がね。いまでもあたしは充じゆう分ぶんモンスターだとか言うのよ。失礼しちゃうと思わない？」

　カールとルイが顔を見合わせる。このとき咲夜が振り返っていたら、彼らがひどく困こん惑わくしているような、複雑な顔をしている様を見ることができただろう。

「人間でもここまでやれるんだって証明できたわ。これからだって、文句なんて言わせない。あたしは人間の両親のところに生まれたけど、父さんと母さんのところに来たのはたぶんそういう運命だったからよね。だったら、人間なのはきっと意味があるんだと思う」

　母のエミーリアが人間のまま死んだことも、きっと意味がある。自分にはまだよくわからないが、いつかわかるときがくるだろう。

　それに、咲夜の最大の目的は、クラーンの一員として認められることではない。

　長老衆は、ケッツァーを狩った咲夜の望みを渋しぶ々しぶと諒りよう承しようした。

　アルベルトは、十年ぶりに戻もどってこられることになったのだ。

　身の回りの整理などに一週間ほどかかるということだが、それを過ぎればアルベルトは帰ってくる。今度こそ本当に、誰にはばかることなく帰館できる。

　咲夜はそれが嬉しい。だからほかのことはもういいやと思えた。

「そういえば、アベルは？」

　咲夜同様、アルベルトもまたマントとブローチを与えられた。そして、ダンピールであることを不問とし、正式なベルンシュタイン家の後継として認められたのである。

　今年成人した者たちにマントとブローチが与あたえられて、新月祭は滞とどこおりなく終しゆう了りようした。そこまでは一いつ緒しよにいたのだが、気がついたら姿が見えなくなっていた。

　例年であればエーアスト自身がそれらを与えるのだが、今年は体調が思わしくないということで代理のものがその役を務めた。

　受け取るときにエーアストの顔をしっかりと確かめようと思っていた咲夜の目もく論ろ見みは外れてしまった。エーアストは新月祭にしか姿を見せないクラーンの最長老だ。そうそう対面できる機会は得られないだろう。いつかそういうチャンスがめぐってくればいいのだが。

「アルベルトは、自分の部屋じゃないかな？　あれも堅かた苦くるしい服は好まないたちだし、着き替がえたら顔を出すだろう」

　カールの言葉にルイがうんうんと頷うなずく。

　足に絡からみつくマントを乱暴にさばいて、咲夜は辟へき易えきしたようにため息をついた。

「あたしだってそうよ。早く脱ぬぎたい」

　ほとほとうんざりした様子に、ヴァンピーアとヴェアヴォルフは苦笑した。










　広い室内の中央に、天てん蓋がいのついたキングサイズのベッドが置かれている。

　上体を起こしてクッションに寄りかかった人ひと影かげが、垂れ下がった紗しやの向こうにうっすらと見えていた。

　正装をまとったアルベルトは、剣けん呑のんな面おも持もちちで腕うでを組み、壁かべに寄りかかっていた。

　唇くちびるを引き結び、紗の向こうにいる相手を挑いどむように睨にらんでいる。

　どれほどそうしていたか。

　笑えみを含ふくんだ声が響いた。

「怖こわい顔をしているね、アベル」

　アルベルトの目がさらに険しさを増す。

「ますます怖い顔になって。……仕方がないだろう」

　とりなすような響きが混じり、紗の向こうで身じろぐ気配がした。

「クライスが動いていることは、私の耳にも入っている。だからお前をベルンシュタイン家に戻した」

　ここのところ、ケッツァーが増えている。

　何者かにそそのかされて、クラーンを離り反はんし、クラーンに牙を剝むくものが。

「長老たちを疑うには及およばない。だが、……そうだな。その下の代、さらにその下の代は、どうだろう。残念ながら信服が厚いとはいいがたいというのが、私の偽いつわらざる本音だ」

「エーアスト」

　それまで沈ちん黙もくしていたアルベルトが口を開いた。激しい語気は彼の怒いかりの深さを表している。

「俺が聞きたいのはそんなことじゃない」

　苛いら立だつアルベルトの燃え立つ眼光を感じながらも、エーアストはまったく動じることなく淡たん々たんとしたものだ。

「クライスは、我々クラーンを執しつ拗ように狙ねらってくるだろうね。いままで以上に警けい戒かいが必要だ」

「エクシールは」

「狩かれ」

　短く言い放ち、クラーンの最長老はがらりと口調を変える。

「だが、エクシールを狩ることは難しい。──アルベルト」

　紗の向こうで、手を組んだエーアストが目を閉じる気配がした。

「ヴァンピーアと人間を親に持つダンピールよ。あの子のそばにお前がいたのは、間ま違ちがいなく僥ぎよう倖こうだ。私は動けない。エクシールはあの子の存在を知ってしまった。これから執拗に、あらゆる手段を用いて、あの子を狙ってくるはずだ」

　アルベルトは腕を解き、足にまといつくマントを蹴けりさばいた。逆巻く感情がその仕草に表れている。

　エーアストは静かに笑った。

「エリアンヌを奴やつに渡わたしてはいけない。そのために、反対する長老たちを説き伏せた。お前を戻すようにと」

「エーアスト。俺はあんたに言われたから戻るんじゃない。咲夜を守るのは俺の意思だ」

　剣呑に言い放ち、アルベルトは踵きびすを返すと、すべてを拒きよ絶ぜつするように背を向けた。

　乱暴に閉まった扉とびらの音に、エーアストは肩かたをすくめて苦く笑しようする。

　十年前にこの城にやってきた少年は、あれから格段に成長してあらゆる技量を身につけた。

　だが、感情を抑おさえきれないところはまだまだ青い。

　それでもエーアストはアルベルトに対して、彼なりに愛情を向けて育ててきた。たとえそれが、向けられた側にとって迷めい惑わくなものであったとしても。

　十年かけて育て上げた。それでもまだ、あのエクシールには及ばない。

　だが、ひとりでは及ばなくても、ふたりならあるいは。

「………すまない」

　ひっそりと呟つぶやいて、エーアストは息を吐はいた。
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　日本に帰国していた東條要が久しぶりに顔を見せたのは、一月も半ばに入ってからだった。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます。あ、これお土産みやげです」

　久しぶりの祖国を満まん喫きつしてきた要は血色も良く元気そうで、出で迎むかえたルイとグレーテルは手放しで喜んだ。

「まあまあ要さん、ご丁寧にありがとうございます」

　ペーパーバッグを受け取ったグレーテルが、嬉うれしそうに中を覗のぞく。

「金こん平ぺい糖とうと瓦かわらせんべいです。まぁありきたりなんですが」

「とんでもない。あとでお出ししましょうね」

　深々と頭を下げて、グレーテルは要に座ってくださいと促うながし、足どりも軽やかにキッチンに向かう。

　そこに、ポットとカップの載のったトレーを手にしたルイが入れ替かわりでやってきた。

「ありがとうございます。カール様も大層喜ばれると思いますよ」

　ほけほけと笑ってティーカップにお茶を注ぎ、要の前に置く。

「あ、どうも。いただきます」

　金平糖と瓦せんべいは、以前日本にやってきたとき、浅草に繰くり出したカールがいたく気に入っていたものだ。さすがにヨーロッパでは入手困難だそうで、帰国の際には代金を支し払はらうのでぜひぜひ買ってきてほしいと頼たのまれていた。

　もちろん要は代金を受け取るつもりなど毛頭ない。いつも世話になっているのだから、これくらいは当然だ。

　芳かぐわしいお茶を飲み、要はほっとしたように笑った。

「あー、ルイさんのお茶飲むと、ドイツだなぁと思うなぁ」

　妙みような話だが、帰ってきた、という気分になる。

　要の斜ななめ前に腰こしを下ろしたルイは、しみじみと呟いた。

「本当に、無事に帰国できてよかったですねぇ、要さん」

　執しつ事じの台詞せりふに、要は遠い目をした。

「ええ、本当に……」










　ケッツァーに誘ゆう拐かいされた要がなんとかして自宅に帰りついたのは、夜半近くになってからだった。

　あまり長くない人生で、俺もう死ぬ、と覚かく悟ごを決めたのは二度目だ。

　ルイに背負われて礼拝堂の上からダイビングをしたらしいのだが、実は気を失っていてまったく覚えていない。

　目を覚ましたのは、ルイの運転する車の後部座席。隣となりには、軍服のような衣装を着た咲夜が、ぼろぼろの体ていでぐったりと目を閉じていた。

　併へい走そうしているバイクのドライバーはアルベルトで、かなりスピードを出しているのにヘルメットをかぶっていないアルベルトの姿に、うっかりスリップでもしたら危ないんじゃないだろうかと少しだけ心配になった。もっとも、アルベルトがそんなミスをするわけはないかとすぐに考えなおしたのだが。

　心配しているだろう両親になんと言い訳をしようかと思い悩なやんでいた要だったのだが、なぜだかあまり叱しかられずにすんだ。

　すぐに帰ってくるといい置いて出て行った息子むすこが、連れん絡らくもなしに夜中まで戻もどらなかったのだ。本来ならもっと心配して、かなり叱られる羽目に陥おちいったはずだった。

　が、言われたのはひとことだけ。

「あまり皆みなさんに甘えてたらだめよ」

　要は困こん惑わくした。どういうことだ。

　母にさりげなく尋たずねたところ、出先で偶ぐう然ぜん孫のところに向かう途と中ちゆうのグレーテルに会い、彼女が荷物をたくさん抱かかえていたので、心優やさしい要がわざわざ送ってくれると申し出たのだそうだ。その往路で、遅おくれるときは笑えるくらい遅れる列車が見事に遅れ、孫の家に到とう着ちやくしたのが夕方過ぎ。夕飯をご馳ち走そうになって、またもや遅れた列車に乗ってマインツの駅に着いたのが深夜近くなってから。慌あわててルイに連絡をして迎むかえに来てもらい、自宅まで送ってもらった。

　ということになっていた。

　それにしたってもっと心配するだろう普ふ通つう、と訝いぶかったのだが、どうやらヴァンピーアのカールが両親に軽い暗示をかけたらしい。

　カールの名めい誉よのために言っておくが、彼は滅めつ多たにそういうことをしない。

　今回は特別だ。自分たちクラーンに関かかわったことで命の危険にさらされた。無事に救出し、家まで送り届けることはクラーンの長たる自分の義務であり責任だというのが彼の主張だ。

　巻き込んですまなかったと深々と頭を下げられて、逆に要はうろたえた。

「いやー、巻き込まれたというか。……好きで入り浸びたってるの俺ですし…」

　頭を搔かいてそう呟いたら、グレーテルが感極きわまって涙なみだぐんでいたので、何やらものすごく追い詰つめられた気分になった。

　そして、カール自らがフランクフルト空港までわざわざ送ってくれて、山ほど土産を持たされ、飛行機が飛び立つまできっちり見送ってくれたのである。

　なんだか逆に申し訳なさ一いつ杯ぱいになったので、久しぶりに帰った祖父の家で、要は色々と宮大工の技術を教わってきた。

　ベルンシュタイン家マインツ邸ていの離はなれは俺に任せろ、とはさすがに言えないものの、ちょこちょことした修しゆう繕ぜんくらいはできるように、休み中きっちり仕込まれてきた。

　余談だが、咲夜に選んでもらったスノーグローブは、初はつ詣もうでの際に渡してきた。目を輝かがやかせて嬉しそうに笑ってくれたので、選せん択たくは間ま違ちがっていなかったようだ。

　近所の神社の鳥居の前で待ち合わせをしていたら、着物姿で現れて、自分で着付けをしたというので心から驚おどろき、感心した。大和やまと撫子なでしこはまだ存在している。

「ルイさん、司堂は？　一応土産があるんですけど」

　尋ねると、ルイは相好を崩くずした。

「いらっしゃいますが、お休み中です」

「そうなんですか？　珍めずらしい、あいつ結構規則正しいのに」

　要が首をひねっているところに、手製のクッキーとマドレーヌを持ったグレーテルが戻ってきた。

「どうぞ召めし上がれ」

「おお、いただきます！」

　嬉き々きとして口に運ぶ要に、グレーテルが口を隠かくしてくすくすと笑う。

「咲夜様は、今日は寝ね不ぶ足そくなんですよ」

「ねふほく？」

　マドレーヌを口に入れた要が反復する。ルイとグレーテルが頷うなずいた。

「実は今日の午前中に、アルベルト様がお帰りになりまして……」

　それが楽しみなあまり、まるで遠足の前日の子どものように咲夜は眠ねむれなかったらしく、一いつ睡すいもできずに朝を迎えたらしい。

「子どもか……？」

　思わず呟つぶやく要に、ルイが少し困ったように笑う。

「本当に戻ってくるのかと、期待と不安が入り混じって落ち着かなかったようです」

　幼い頃ころは、帰ってくる夢を見て何度も目を覚まし、そのたびに玄げん関かんのドアが開くのをずっと待っていたのだそうだ。一年経たち、二年経ち、夢を見ることがなくなっていくにつれて、玄関ポーチを見つめることもなくなったのだと。

　それは切ない。二の句の継つげなくなる要である。

　新しいお茶を要のティーカップに注ぎながら、ルイは懐なつかしそうに目を細めた。

「しばらくの間は、昔のように、アルベルト様のあとをついて回られるのではないかと思います」

　そこにいるということが当たり前になるまで。

　そっかぁと呟いて、要は明るく話題を変えた。

「でも、アベルさんが帰ってきたってことは、クラーンの一員としてちゃんと認められたんでしょ？　ケッツァーを狩かれば認められるって言ってましたし」

「はい」

「良かったなぁ。確か、マントとブローチをもらえるんでしたよね。どんなのか、あとで見せてもらえるかなぁ」

　何しろ一番えらいひとから与あたえられるクラーンの証あかしだ。見てもいいなら見て見たいなぁと、実は結構楽しみにしていた要である。

「ええ。そこにありますよ」

「え？　そこ？」

　あっさりと指差すルイの視線の先を見ると、リビングのすみに赤い布が、無造作に丸められていた。

　それをじっと見つめた要は、のろのろとルイを顧かえりみた。

「……あれ？」

「はい」

「大事なものでは？」

「大事ですねぇ」

「丸められてませんか？」

「そうですねぇ」

　ほけほけと応じるルイに、要は眉み間けんにしわを寄せた。

「いいんですか？」

　仮にもクラーンの証をあんなぞんざいに。

「十年分の恨うらみをこめて叩たたきつけていらっしゃったので、しばらくあのままにしておかないと叱られてしまうんです」

　苦く笑しようまじりに説明してくれたルイによれば、本当はブーツでぐりぐりと踏ふみにじりたいところをぐっとこらえて、ふざけるな長老どもと雄おたけびを上げながら壁かべに叩きつけ、ずり落ちたものを足あし蹴げにしていたという。

「はぁ……」

　彼女の性格から考えると、さもありなん。

　赤い生き地じは要の目から見ても上質で、このまま床ゆかにいつまで転がしておくんだろうかと、要はマントがいささか気の毒になった。

「それで、アベルさんは？　帰ってきてるなら一応挨あい拶さつを……」

　立ち上がりかけた要を、グレーテルが肩かたを押して座らせる。

「いけませんよ、要さん」

「はい？」

　要が怪け訝げんそうに首を傾かしげるのには答えず、ルイがおもむろに立ち上がる。

「お茶が冷めてしまいましたね。新しいのをお淹いれいたしましょう」

「ああそうそう。今夜はご馳走です。食べていかれます？　お宅には遅おそくなるのでお送りしますと電話をさせていただきますね」

「えーと、あの」

「書しよ斎さいに近づいてはいけませんよ」

「書斎以外はよろしゅうございますよ」

　畳たたみかけるように言い渡わたされて、要はこくこくと頷いた。




　　◆　◆　◆







　暖だん炉ろで炎ほのおが燃えている。

　布張りのアンティークソファでハードカバーを広げていたアルベルトは、ぱちぱちと炎が爆はぜる音に顔を上げた。

　薪まきが崩くずれる。そろそろ新しい薪を足したほうがいい。

　立ち上がろうとしたアルベルトは、しかし諦あきらめて息をついた。

　隣となりで寝ね息いきを立てている咲夜が、セーターの裾すそを摑つかんでいる。彼女が毛布代わりに包くるまっているのは、アルベルトがエーアストから与えられた真しん紅くのマントだ。

　子どもの頃、よく並んで昼ひる寝ねをした。先に目を覚ますと、小さな手がいつも自分の袖そでや裾を摑んでいた。それを離はなそうとすると泣き出すので、起こさないように抱だきあげて、母のところにそっと連れて行った。

　十年前、泣きながら縋すがりついてきた妹はもういない。

　──アベルがあたしを守ってくれるなら、あたしがアベルを守るのよ

　ここにいるのは、泣くことをやめて戦うことを選んだ少女だ。

　身じろぎひとつせずに眠っている咲夜の髪かみをそっと撫なで、彼は静かに微笑ほほえんだ。







　あとがき







　銃じゆうです。刀です。なのにモンスターです。バトルも忘れちゃいけません。




　初めましての方もお久しぶりの方もこんにちは。結城光流です。

　実はワタクシ、つい先ごろ劇場版が公開された「特攻野郎Ａチーム」が昔から大好きでして。いつかあんな感じの話を書きたいとずっと思っておりました。

　で、念願かなって銃火器ものを書くことになり、設定を細かく詰つめることに。

「ミリタリー好きな人にはきっと実戦には向かないと怒おこられるだろうけど、やっぱり見み栄ばえを重視するなら回転式拳銃リボルバーだよなぁ。主人公にどんな銃を持たせよう」

　用意した専門雑誌やピストル図ず鑑かんや事典を開いたら、思った以上にたくさんのメーカーが。

　コルト、Ｓスミス＆Ｗウエツソン、レミントン、デリンジャー、ワルサー、モーゼル、ベルグマン、ル・フランセス、ベレッタ、ベルナルディ、ガレシー、ガビロンド、ｅｔｃ．

　自じ慢まんじゃないけど、私が知ってる銃なんて「コルト・パイソン357ＸＹＺのスイーパー愛用」と「ワルサーＰとある泥棒三世愛用」くらいです。なんてわかりやすい。この時点で己おのれの無む謀ぼうさを自覚しましたが、最も早はや引けない。

「…………」

　早々に限界を感じて本を閉じた私がしたことは、銃器に詳くわしい長年の友へのメールでした。

「友よ、助けてはくれまいか」『いいよ～』「十代半ばの女の子が使える程度の重さと大きさのリボルバーでオススメは？」『攻こう撃げき用か護身用かにもよるね』「とりあえず攻撃用。たまに護身にも使うかも」『時代は？』「一応現代」『じゃどこのでもいいね。了りよう解かい』

　後日、いくつか候補を挙げ、それらのメーカーと特とく徴ちようとどういったシチュエーションで使われたかの代表例と画像のＵＲＬまで添そえられたメールがやってきました。友よ…！（感涙）

　色々と考えて咲夜の愛銃はＳ＆ＷＭ36チーフス・スペシャルに決定。実際の形や重さがわからないと困るので、Ｍ36チーフス・スペシャル（レディスミス）のモデルガンも購こう入にゆうしました。

　かくして執しつ筆ぴつ開始。排はい莢きようや跳ちよう弾だんといった用語を少しずつユーザー辞書に登録していきます。いままで書いていたものとはかけ離はなれた世界ですので、知らない言葉だらけです。

　さて、難問発生。スウィングアウトの仕方がわからない。調べてもよくわからない。どうやってシリンダーを横に出すの、どうやって排莢するの!?　───かくなるうえは。

「友よ、助けておくれ。スウィングアウトをわかりやすく図解している本かサイトの情報求む」

『いいのが見つからなかったから描かいてみた。これでわからなかったらやって見せるね！』

　友よ……っ！（滝涙）凄すごいよ、ものすごくわかりやすいよ、一発でできたよ、さすが！

　いやはや、友のおかげでこの話は書きあがったといっても過言ではありません。本当にありがとう。ひたすら感謝。

　また、担当女史とこんな会話も交かわしました。

光「悩なやんでることがあるんです」Ｋ『どうしたんですか？』光「果たしてこの情勢でこの状じよう況きようで、出すのがトンプソンでいいのかどうか…！」Ｋ『……あの、すみません。トンプソンてなんですか？』光「サブマシンガンです」Ｋ『結城さん……。たぶん、ほとんどの読者の方は、気にされないと思います……』

　えー、気にしませんか、本当に？　いやいや、もしかしたらものすごく詳しい方がうっかりこの本を手にとって読むということだってないとは言い切れないじゃないですか！

　先に平ひら謝あやまりしておきます。これから必死で勉強しますので、最初はまぁ仕方ねぇなと目をつぶってやってください。こんなにも奥が深いとは思いもよらず。別作品でも同じ憂うき目を見ておりますが、気楽に手を出してえらく苦労するのはもはや仕様なのか。

　が、調べていくうちにだんだん楽しくなってくるのもまた仕様。フォルムを眺ながめたりトリガーを引いて感かん触しよくと衝しよう撃げきを確かめたりシリンダーに弾丸を装そう塡てんして片手だけで戻もどしてみたりを実じつ践せんしているうちに、マイガンに愛着がわいてきました。

光「いやー、銃って綺き麗れいですねぇ。やっぱりオートマチックよりリボルバーが好きだなぁ」

Ｋ『結城さん、どこまでいくんですか』

　い、いけるところまで…？　とにかくいまはひたすら銃火器についてを勉強中。オススメ書しよ籍せきなどがございましたらぜひ教えてください。




　モンスター・クラーン第一巻「黄昏の標的ツイール」、いかがだったでしょうか。シリーズ略りやく称しようは「モンクラ」。前担当Ｈ部女史の置き土産みやげです。

　甘塩コメコ様。多た忙ぼうな中イラストを引き受けてくださって本当にありがとうございます。表紙を見たとき「これぞ甘塩コメコ…！」と唸うなりました。今後もどうぞよろしくお願いします。

　実はモンクラの原型は、プロになる前に作った話です。いつか書くぞと思い続け、設定や舞ぶ台たいなどに手を加え、ようやくお届けできる運びとなりました。

　初めましての方にもお久しぶりの方にも楽しんでもらえる話になったでしょうか。どのキャラが一押しですか。一冊書いて、ようやくキャラが本格的に動いてくれるようになりました。次はどんな事件が起こるのか、私自身も楽しみでなりません。

　ぜひ感想を聞かせてください。続刊の原動力です。

　そろそろ紙面も尽つきてきましたので、今回はこの辺で。

　また次の本でお会いできますように。





結城光流　　

公式サイト「狭霧殿」http://www.yuki-mitsuru.com
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